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序

佐買県の束端部を占める鳥栖市・基山町は、九州の東西と南北

とを結ぶ交通の要衝として古くより栄えてきました。また、遥か

弥生時代に湖れば、史跡安永田迫跡に代表されるように先進的

な文化 ・技術が華開いた土地であります。

この調究報告苦は、佐買県土木部による本川川防災調節池新

設工事に先立ち、佐賀県教育委員会、島栖市教育委員会及び基山

町教育委且会が協力して平成 3年度から平成 4年度にかけて実

施した、平原遺跡2区発掘調査の記録をまとめたものです。

今回の調査で数千年に及ぷ土地利用の歴史が明らかになり、

なかでも縄紋時代中期の野営地跡や古墳時代の祭祀迫栖は、九

州では稀な発見として衆目を集めました。

本杏が学校教育や生涯教育の沢料として活用され、 学術文化

の向上に幾分とも寄与するものであれば幸いに存じます。

発刊にあたり、酷牡や厳寒の時節を通じ調査作業に従事して

いただきました地元の皆様をはじめ、関係各位から賜った深い

御理解と多大な御協力に対し、心より駆くお礼申し上げます。

平成 5年 3月

佐買県教育委員会

教育長堤 清行



例 言

）．本行は本川/II防災岡節池事業に伴う埋蔵文化財の事前祠査のうち、平成 3年度から平成 4

年度にかけて発掘調査を行った鳥栖市柚比町所在の平原遺跡2区の詞査報告行である．

2. 発掘詞査は、佐双凩土木部の依顛を受けて、佐賀県教汀委n会が主体となり、ヽ氏栖市教打

委且会及び基山町教存委且会と合同で実施した。

3. 発掘潟査にあたっては、地械扱興整偏公団凡栖都市開発事務所、佐買県開発屈新都市対策

課、佐買県土木部河川砂防課 - ~栖土木事務所、 北部丘陵新都市開発ll~務所、 .r.~栖市建設都

北部丘陵対策諫、基山町企画課、並びに地元各位の協力を得た。

4. *l'fの執箪と編集は徳氷 A紹が姐当し、湯浅満暢・ 百崎正子の協力を得た。

なお．付編の r平原遺跡の古閃現変遷J はバリノ ・サーヴェイ株式会社による。

5. 発揺調査及び報告芍作成作栗は下記の分担で行った。

発掘作菜：秋吉ャッェ・飯田 学 • 井上正義・岩永和子 ・絣方アキエ ・柘方定雄

鬼塚義和・ 空閑 隆 利 ・熊田シヅ子 ・倉成イツヨ ・/!.I田キクノ ・古fl!Ji六

後藤チドリ• 佐々木ツゲノ ・佐藤サチ子 ・佐藤千代子 ・佐藤 ミチ子

田熊スマヨ • 田熊ツユカ ・；：ijJゑ唯則 ・寺崎イツ子 ・寺崎和枝・時 シマ子

都甲トシコ・中島潔幸 ・野下 i¥蛍子 ・春田良弘 ・久光新・平田シゲ子

平山逸子 ・ 梱山ハッ子 ・藤田正一 • 藤Ill トモエ • 松川由三 • 松隈キミ

松際紀子 ・ 村山作次 ・ 門司功 ・山下 親滋 • 山下 正義 ・山本セッ子

古戸クツェ ・渡辺 トキ子

伊東 キヨノ ・伊東登 ・柘 方 キ ヨミ ・小川ウタ ・古n道江 ・夏秋政治

納1;,; トシ子 ・ 野中光代・野中義雄• 平尾ハルヨ・稲島忠裟• 松本玉柑

森園ヨシェ ・ 横尾政— • 吉田初央

内川キクエ ・垣氷 スヤ子 ・島節子・篠原春代 ・角田シヅエ ・111m チョ子

角田ヤエ子 ・角田 箕野 ・中島和代 ・池田マスエ・池田ミチェ・江頭キクエ

江頭ック子 ・ 川崎シゲ子 ・ 川崎フヂエ・北島 二枝 • 佐々木チェ子

園田 幸子 ・乗冗シヅカ ・m田ユキエ

遺構実測：天本和子 ・ 石ほ和子 ・市川浩文・ 11•..t トヨ子 ・ 絡方恭子 ・ 川副麻理子

佐田谷昌子・佐藤 ヨシエ ・渋田倍子 ・渋谷格 ・高田力II代子 ・泊j叫カホル

武谷和彦 ・寺崎 和枝・時シマ子 ・徳＊貞紹 ・中島佐知子 ・水渕笑芙子

久山 ~ii史 • 松野広子 ・ 湯浅滋暢・横枕栄子

（有）埋蔵文化財サポー トシステム

遺構写其撤影 ：徳永日紹 ・久llJi:, 史 ・沿浅泌暢



遺跡空中写真撮影： （有）空中写其企画

遺物整理：天本和子 ・ 新井久美 ・ 鱚野みつ代 • 佐田谷品子 ・佐蘊ヨシェ ・il'i田信子

陣内香代子 ・瀬山由規子 ・高田加代子 ・窃鴫カホル・田中芙稔子

土井マサ子・野田芙思子 ・村瀬邦子 ・岳岡勝代・森崎和子・山ロカズヨ

遺物実測：飯田芍俊•石橋和子 ・ 江呂l) 朋子 ・ 緒方恭子 ・ 葎原淑子 ・ 上瀧光子

末吉由紀子・田中総ー ・鶴IJJ啓子 ・徳;kl'i紹 ・＊渕笑芙子 ・兵勁律子

槙林啓介 • 松野江子 ・ 光石逸子 ・ 村旦百子 ・ 横枕栄子 ・ 吉田雅子

整図：江副朋子・兵動律子 ・三好文子・光石逸子 ・村里脊子 ・徳;k ,~ 紹

遺物分布図作成 ： （有）埋蔵文化財サポー トシステム（武広正純 ・野田典子）

遺物写其撮影：窃瀬哲郎 ・山田親 ・沿浅瀾暢

写具現像焼付：天本千津代・天本美稔子・江島紀子 ・熱木 優子 ・古双栄子

6. 測定値の表示に用いた単位は遺構がm、遺物がcmである。

7. 方位は国土座楳第 II系の座標北で、磁北はこれより西偏約 6'10'である。
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第 1章調査の経過

1. 謂査に至る経過
ひらば. u, ご' . 會

平/fl.迫ifI・2区湖査の原l月となった本川川防災渕節池新汲工事は、，仙栖北部丘陵祈祁,1湘I

発整備1Jl粟!.雑庄rn:の治水 .f月災をI.I的とするIJij述事業で、佐t(M土木部の所管によりJt両が

追められていた。防災ぶJ節池が千定された約7.2haの内．西北iりの丘陵部については昭和53

(1978) 年皮の、(~固Ii教f1委且会による試掘潤査で、弥生-,'渭＼時代の集沿ill:~が確比されて

いたが、これを餘く低地の水田部は埋蔵文化財の布撫が和'JIであった。このため平成 2(1990) 

年111-J に稲刈りと ~it., さの狭間の短期間を利Jtl し て l~W\!教行委H会が.f.~IがIi教j'J委 .i:t会の協

力を得て、水Ill部の試揺潤究を尖施した。方法としては．拙削機 l台と潤査.riI名を 1坑とす

る班編成とし.A・B・ Cの3班で計87箇所の試枇を行い.IL!に畑地部分を 1箇所平掘 1)によ

り試揖した。

確認湖．査区の内、本川川に沿った低位の水fll部では砂 ・紗礫のmい堆積が認められ、 10/of道

と想定された。 また．これよリ一段品い部分で b同様な砂 • 砂礫の堆積があ ＇）．吝し く1/,f耗し

た上沿片等がm.1:.したことから、瀾査区の北（開.I打DIりと東側の三方は木JII川の影界を受けやす

く居住地や必地としては不適当な場所であったことが埋耕された。

潤査区洒側のほ斤:/j!ドにあたる部分では、請作」このドに泥炭州が,,.範1用に認められ．この部

分がかつてはm状の湿地であったことが確認された。 このii払収がI•には人―r:辺物がほとんど包

含されていないため、その形成の時期容ががり1であったが、唯一北溢部の8-6試揺坑で古項

峙代初頭と縄紋時代晩期の追物が少hl:11',J:.した。この部分はm状湿地の/j!にあたり．滋物には

摩耗が認められないうえ． 縄紋時代晩期の遺物が下府に．古tn時代初頭の迫物が上Mに包含さ

れる状態が観寮されることから、この湿地に面した徴，*i地に当該期の遺跨があり．そこからの

流入ない しJ/1.業であることが千想された。

泥炭州の広がりの東債すなわち確認潤査区の中央部は現状でb徴j¥°f,地となっており、 」消りの

堆積も必ずしも全面が一様というわけではないが．耕作土下に達物を含む粘灯シルいけが広が

り、固辺に比して安定した状況を示していた。中央部分から/I',土した追物は縄紋時代から近代

までのbのを含み．試揺坑紺に様相が輿なるため自然肘位と遺物の対比は難しいが、下部の淡

色シルト州は縄紋時代の包含Hとして従えうるものとゥえられた。実際に[J!,安定した淡色シ

ルト附の堆積が認められた 8-9試掘坑では縄紋時代遺物包含附のード面で集1ゴ・遺構が検出され

た。本潤査時にSX201と命名したこの集石遺構は焼礫が径50cm前後の範囲に集中し．蝶の1111に

は炭化物が含まれ、細J',のため貼期は不詳ながら沈線紋と竹管刺突紋を施す薄手の縄紋土岱が

伴出した。またド部構造として汲い上坑を伴うようであった。以上の所兄から．これが九州地

方では縄紋時代早期に類例の多い、いわゆる巣石炉であることがほぼ確尖1見され.このB-9
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試揺坑を中心とする範囲が爪なる遺物包含肘のみでなく鳥本地J戌では稀な遺構を伴う縄紋時代

の生活遺跡であることが確認された．

縄紋時代以外では弥生時代中期、古墳時代前期、中世後期の遺物がやや目立つが、これに伴

う明確な遺構は確認されず、遺跡の主体は縄紋時代であるという結論に達した。また沼状湿地

の痕跨を留める泥炭1f1については、人工遺物の出土は兄込めないものの古只境の復元などに有

効な沢料を得られるものと期待された。以上の検討を経て、中央部分の徴高地とその西傭の泥

炭吊の広がりとを合わせた約17,OOOm• を関査対象の範囲 と し、平駈遺踪の拡大として,~知化し

た。

2. 謂査組織

潤査主体

潤査協力

総括

事務扁

局長

次此

庶務会計

潤査H

潤査主任

閾査H

佐双m教打委U会

・（ふ栖市教行委H会 ・基山町教行委.i-,会
つ..・よ●●

堤 情 行

た..● .. , へい

為島忠平
.. . た "ん C

中牟田賢治
..  むら 鼻だ＂

西村）1宰
讐 t あ

瀬戸 明廣
とが ?ヽ .,.. 

＊松和久

"'. . よこ
濱 肝 沼子
,.,. し.;.. 

小林 宜洋
つヽ りみし

松瀬弘
し...~ ・·~
池m学

た"つ9 た.'
武次 多 芙子
・し●り . . ' 

即 iiI句祥子

たか 電 てつらう

窃瀬哲郎. ぐ....,、
樋 I~ 秀信
と（なが ● ,, つぐ

徳*A紹

しエ ● ただし

渋谷格
.... ようじらう

森本 fll二郎
しか- ... 今

鹿田 昌宏

佐双県教打・艮

佐買JU文化財課長

佐1~1\!文化財課長補佐

佐賀県文化財諜長補佐（平成 3年度）

佐買Jll文化財課長補佐（平成 4年度）

佐賀民文化衰庶務企画係長

佐nm文化課庶務企画係主査

佐賀m文化課！を務企画係主査

佐賀111文化諜庶務企画係主ぷ（平成3年度）

佐賀m文化課庶務企画係主'" (平成 4年度）

佐買m文化課庶務企面係嘱託（平成 3年度）

佐R阻文化課庶務企画係騒託（平成4年度）

佐賀凩文化財課濶査係長

佐賀県文化財謬潤査係文化財保護主事

佐賀）し文化財課潤査係文化財保護主;1,

（本川川防災潤節池工区担当）

佐買1¥1文化財課湖査係文化財保護主事（平成 4年度）

佐沢lしし文化財課岡査係嘱託（平成3年度）

几栖市教存委n会社会教脊課祁務史.fl
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... . つのぶ

場浅満暢 .f~ 栖市教'f-1委且会社会教打課事務吏R

（本川）II防災闘節池工区姐当）
.... たかし

久山祐史 .r.~ 栖市教'f-1委ハ会社会教n課事務吏且
とび つヽ ● ..  

飛松広芙 基山町教訂委U会教打諜文化財保護主事

協力

地域振興整偏公団晶栖都市開発事務所 佐双moo発/;j新都市対策課

佐1i県土木部河川砂防課•,几栖土木ホ務所 .th栖北部丘陵新都市開発祁務所

・［け栖iii建餃部北部丘競対策課基山町企画課地元各位

この他、発拙祠査及び報告杏作成に際して、下記の方々から指導 ・助含を翡った。

安楽勉（長崎Jし！教行委ハ会） 岩氷哲夫（宮崎県教百委且会） 江本直・木崎 1展弘 • 島

津筏昭（熊本l¥し救行委員会）藷原宏行（佐n県立博物館）坂井義哉（大牟田市教脊委貝全）

坂本¥弘 ・古武牧子（大分l¥!教脊委ハ会） 新束晃ー ・東和幸（鹿児島m立埋蔵文化財セン

クー） j'.)j僑学（立命蛇大学文学部） 田崎博之（愛援大学教養部） 田島龍太（唐津市教行

委只会） 外111秀一 (bl學館大学文学部） 富永直樹（久留米市教11委貝会） 中村俊夫（名

古届大学年代淑I定天料研究センクー） 水ノ江和同（福岡県教打委且会） 渡辺 一雄（山口m
埋蔵文化財センター） 渡辺友千代 (£1,根l¥!匹兄町教打委員会）

3. 発掘調査の経過と方法
りも9、る O Aごう

平1点遺協の本川）II防災調節池新設工事に伴う詞査区は、段丘上の旧畑地部を l 区（約3,000m•) 、

段丘下の水1士1部を 2区 (17,000吋）として、 1区から岡査を追めることにした。平成 3(1991) 

年 9月から 2区の表土除去作業に入り、 12月に l区岡査の目処がついた段階で2区の揺り下げ

にかかった。西債の泥炭吊部分については地区内で移転の済んでいない家駐に接していること

や、湧水等による表土欧去後の現場保全等を考慮し、東側の徴~ii地部の詞査を進めた う えで追

加作菜とすることにした。
0ら~·

遺路名は、佐賀l!!遺跡地図による r平1点遺跡J として、略号HRBで佐双l!!教有委且会の台

帳に登位し｀関査区の呼称は算用数字を用いた。したがって平匝遺跡 2 区のJ~合であれば、関

査 ・整理の際の諸記録類は rHRB-2,で表示されている．

潤査区画については国土座楼第II系を碁準とし、 X=44,000m、Y= -44,000mの交点を原

点としてIOX!Omを1桝とする方眼区割を設定し、 1畑四方を同一の方眼区割で覆うことにし

た。南北列を面からアルファペット2文字の糾み合わせで、 AA.AB. AC, AD.・・・・・・・・・ …・・・, 

CK. CL、の100列、東西列を東から数字2桁で、 00, 01. 02, 03, …………... …・ 

9 8, 9 9. の100列とし各々の区画は南北列名称の後ろに東西列の名称を付けて「8£07

区画』の要領で示した。
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遺構番号は3桁の一連番号とし、百の位に 2区を双味する 2を付け、 201から始めた。この番

号の頭に遺構の性格を示すアルファペット 2文字の分類記号を付けて表示した。遺構の分類は

地域的に詞査例の多い遺構の種類（弥生時代土硲棺嚢など）や岡査時の手順などを勘案して、

SA: 揚列・ 塀 SB:揺立柱建物 ・礎石娃物、 sc:石棺秘 ・石溢土坑磁 so:清・堀・

流路、 SE:井戸. SF: 道 ・道路、 SG:li'll池、 SH:竪穴建物.s J : 土匹棺慕 SK:

土坑.s p: 土坑硲 ・木棺廷、 ST:古墳 ・ 墳丘~- sx: その他、の分類を用いる。小穴に

ついては遺物の出土したものについて此1査区侮に一速番号を付け、 Pの記号を川いて 'P-1」

の要領で表示する。 2区の遺構は、集石炉や祭祀遺構など一般的に検出される事例の少ないも

ので、古墳時代の土坑SK2l2以外は全てSXで表示される。

詞査の進行に従って遺構実測図 • 土附断面図の作成や、写只撮影を実施した。 遺構写其につ

いては臼焦 4X 5、臼摂 ・カラーリバーサル35m/mを使用し．全体写其については航空写共扱

影を委託した．

前年の試掘岡査が非常に限られた期間であったため縄紋時代包含屈の厚さや広が1)は必ずし

いn確ではなく、先ずは集石炉の確認されたB-9試揺坑を再検出し、ここから土Hの観察を

行いながら/Sl辺を掘り下げることにした。包含層下面に相当するこの遺構の様祁より 数十cmJ:

位の暗褐色粘汀シルト府からも土沿片や桑I)片等の遺物が出土しだし、遺物包含層は予想以上に

＂．く残 っているようであ ったが、I.II土土店は晩期1ヤ葉の倶川式並行期の特徴を有しており．確

認調究時の遺構 ・遺物とは整合しないことが疑問であった。しかし的査が進むにつれ藉褐色粘

質シルト肘下の淡灰色粘質シルト肘から並木式土沿を含む縄紋時代中期の遺物が出土しはじ

め、この時点で晩期中葉の包含暦と中期の包含附及び遺構が煎附して遺存していることが明ら

かになった。下部包含附にあたる淡灰色粘質シルト附は、下部になるに従い砂質となり砂既附

に変わることが判ったが、土府の堆積は予想以上に複雑で、湧水 ・冠水及び壁の崩落などとあ

いま って、関査の辿捗を社らせる一因となった。

2 区中央部の拙り下げは方眼区割のBC05 •BC06 ·BC07 ·B0 05 ·B 006 ·

B007・BE05・BE06・BE07・BF05・BF06・8F07の12区画1,200,rtに

ついて実施した。上層の遺物については、この12区画よりやや外側にも広がるようであったが、

期間の関係で包含肘を全揺することができなかった。下層については、北側のBFOS・BF

06・BF07の3区画を除いた9区ji!i190-0rrtの範囲でほぽ完拙 したとクえられ.45碁の集石遺

情を確認した。

土器 • 石若類と茂等の道物は. I点ずつ一連の番秀を付して平面 ・垂ii(の位沼を光波測距儀

と屯ごrff戟を用いて記幻した． 礫については、 人為的に持ち込まれたものか附中に含まれる自

然沢なのかが、特に小さい礫のiii合に判断が困難であったため、遺構を構成 しないbのについ

ては便宜的に1,~大長がおよそ 5cm以上の礫を取り上げの対象とした。上附については遺構が検
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出されず、牒自体にも赤化や摂色付粁物などの受熱の艇跨が認められないことから、糾査の遅

れが表面化した時点で取り上げを打ち切った。土店については非常に腕い迅存状態であったた

め、取り上げて水洗するiiりに含没強化剤（パインダー17)による処理を施した。

中央部分の調査が進んだ段階で、確認詞査時にB-6試揺坑を設定したBGJO・BGJJ・

BHIO・BHII区画の泥炭部の関査を並行して行った。土肘の堆積と遺物の包含状況を確

認しながら掘り下げたが、遺物の紋が比較的少なかったため陪序 ・区両別に一括して取り上げ

た。

中央部と北西溢の泥炭部以外にも、坂土を除去した面で土岱の集中する地点が何箇所か籠認

されており、中央部の潤査の目処がついてきた時点で、 2区全体の収束に向けてこれらの地点

の潤査にかかることにした。まず術儒のAU09•AV09 区画の土器群については古墳時代

の土邸西がややまとまって出土したが遺構として確認できるものはなかった。次に泊束側のA

W05・AW06区画で確認していた土沿群については、掘 り下げを始めたところ多数の土師

沿があたかも据え沢かれたような状態で遺存していることが判明した。しかも土西群に混じっ

て沿石製1及造品が認められたことから、これが古墳時代の祭祀遺構であることが判明し、 SX

222と命名した。祠査の進行上この祭祀遺構の取り扱いに苦慮したが、連日に及ぷ実測作菜の応

援を得て何とか対応することができた。また北側のBH06区画の土苔群集中は古墳時代初頭

の落ち込み状の遺構であることが解り、 SX238・S X239・S X240とした。

以上のように予想をはるかに上回る遺構 ・遺物の出土により、当初予定していた祠査期間を

延長せざるを得なくなり、位終的には平成4 (1992)年8月26Bをもって現場での作業を終了

した。諸記録類や,4.¥土遠物の整理は現場での作業と並行しながら進め、本格的な報告杏作成1乍

業は 1区の分と併せて平成4 (1992)年度に行った。

名古学的岡査以外に、バリノ・サーヴェイ株式会社に花粉化石 ・珪藻化石等を用いた古日現

分析を委託し、その報告を r平原遺跡の古閃況変遥」として本行に収録した。また名古月！大学

年代測定沢料研究センクー中村俊夫先生のこJ/1.'!l:で、クンデトロン加速若灯祉分析計を）1lいた

14C年代測定を実施した。平成4 (1992)年3月には、平Ji;(遺蹄2区を含めた柚比地区遺跡群

の地影只項について硲僑学先生の指導を受け．同行された外山秀一先生と共に水田遺構の存在

する可能性を指摘されたが、その後の予期せぬ祭祀遺構の確認など bあって、西先生のこ指導

を生かした覇査方針が採れなかったのは、大きな反省点である．

出土遺物と遺構実測図や写其などの調査記鈷及び遺物実測図や遺物写其などの沢料は、佐買

II,¥教'f.1委且会で1呆管 しており、各々登録番サを付けて検索が可能なよ うに整理している．
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第 2章 遺 跡 の 位 置 と 環 境

I. 地理的環境
0ら9ヽ． ．． と. . び・，，··~~..(ぼい.....だ

平原遺跡は、佐買見、島栖市柚比町字平原・大久保、今町字岸田に所在する。今回潤査を行っ

た2区の地藉は．柚比町字平原9番地 ・10番地外である．

• • • • •• 
遺跡の所在する島栖市は佐賀mのほぽ東端部にあたり、東北は三養基郡碁山町と、西は三養

••<t贔 ●たいI●會 . ..  •<>• もくし ● 0 oヽ

甚郡中原町 ・北茂安町と、北は守恨山地の分水嶺を浅として砥岡l¥!筑紫郡郎珂川町と．東は福
試ご鮎' .,, ご く.0 

岡l¥!小郡市と、南は筑後/IIを坦と して枢岡県久留米市と、各々接している。

仮に市庁含を中心とすると東経130'30'30"、北緯33·22•30•に位困し、市I~は東西8.2km.ill北

9.0km. 面積71.73はで．平成2年度の国勢祠査によれば、人日55.877人、世帯数16.183戸の地

方中核都市である。気候は1991年の観測で、平均気温16.0℃．最高気溢34.2℃、最低気温ー3℃、

年IUJ降水杖2.390.2mmと温成湿潤である． 《曾..
!t栖,i;の地勢は北西に守鼓,1」地の東端である九千部llJ系を'/-Htい、南の沖積平野に向かっ

らくし あ● 《●

て開ける格好で、この平野部は筑紫平野の奥部にあたると同時に、朝介平野の西籍部を占める．
らくしの

梃岡平野へは甚山町から福岡県筑紫野市方面一帯の地峡を経て迅絡するのに対し、狭雑の佐買

平野とは芥保山地より派生した丘陵地によって遮られ、独自のJ瓜土を醸し出している。
< .... ん

地形は、 Tf扱11」地の九千部1J1(847 .Sm)を主峠として、東市ないしは南方向に支嶺がf111び、

次第に話さを減じながら枝分かれする段丘、 ついで平坦部となって筑紫平野の一iりを成す沖積
ご,.,,.●拿し●（し,,.. 

地へと至る。支破は大きくは2方向があり、 一方は権現山から南東に下り、杓子ケ蜂で一且東

に折れて平原遺跡の所在する柚比町・今町の段丘に遠している。
,, したに●● ..  ふヽ•ヽ ...  

ら市に下り、石谷11Jから笛吹11Jを経て北茂安町千栗辺りを末沿とする段丘に絞いておリ、それ

bう一方は九千部Illの西南か

ぞれi「9戌の東西両側を画する性格を布している。更にこれらの1111にあって九千部ilJの南から始

まる支嶺は、滅切・≫・ら市東に下り、廿岩閲で収束する。

山飩に以状地を形成して段丘を開析した後、平野部を南流
.. .,  ●●した だい， ...  ●ヽ

する。いずれも筑後川水系で、 主要なものは東から秋光川、山下)II、大木）II、安良川、沼川で
．．．． 

ある。痴1川は、杓子ケ峰の東麗から柚比町の段丘群を縫うように東流した後、赤坂付近で方
た.....霧 ●● した

向を変え、 lllt¥':本町の戟る中位段丘の東端に沿って術流して山下）IIに合流する。 明治15-16年
曼ヽ . . .. た

頃作成された':長崎巣肥前国甚＂郡村誌 』姫方村の項に 'i菜処五尺、浅処武尺。濶四fill乃至八
“りょ. .,. ごう

Ill)、其流急二其n澄シ。村ノ北境永吉村字本河ヨ,,出ツ。因テ本jiiJJII卜称スoJとあり、本川川

河川はこれらの支嶺に源を発し、

の1船米を知ることができる。

表附地質は、 1碑岩類を主体とし、姉糾~--::}にのみ三郡変成沿に属する結品片岩が認めら
れる。土壌は． 山地の花r.1沿類母材褐色森林土壌、段丘の花位1岩頬母材欽色土壌、届状地と沖

積低地の灰色低地土壌、の3つに大きく区分でさる。 1:r,位・中位段丘ではJ.山洒ロームと呼ばれ
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る阿蘇 4火砕流堆積物が設っているが．柚比地区の段．丘群では認められない。

楢生は、九千部山頂近くに夏緑広涵樹林滞に屈するプナ林がfl然栢生として兄られるものの、

これ以 ドの揉硲では照巣樹林（吸温帯常緑広葉樹林） が沼在自然植生と巧えられ、平1.Gi辺踪2

区での花粉化石分析の結果から、 道跡周辺においては縄紋時代晩期一古項時代の，引机生も照梨

樹林であったことが悲定されている。

動物柑は、大型猷ではキッネ、クヌキ、アナグマ、イノシシ、ニホンザルの5種が確認され

ており、存似1J1系の他地墳ではこれにニホンジカが加わる。 またJ~類では、 1984年の石谷tlJに

おけるふ1査でコサギ、マガモ． トピ、コジュケイ、ヤマドリ ，キジ等43種が確認されている．

ざ

． ,, ~ 

，ヽ，ヽ

( ~ 

✓-, 
✓✓• 

ヽ |
 

Ii'-

愈
企

、6

，， 
ー ・

。
,c,Jil鼻

平1点遺跡の位甜 (1: 800.000) 
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2. 歴史的環境
.. ご9ら●ん'" ,. ゎ...だ

旧石沿（岩宿）時代では、本川原遺跡｀’ • 本行遺跡” ・ 牛原前田遺跡"等でナイフ影石若や角錐

状石器といった示揉遺物が確鯰されており、今回の関査区でも混入と、思われるナイ 7形石苔が

1点出土したが、遺構や遺物包含用の調査例は今のとこるない。

縄紋時代では、少ないながら b早期から晩期までの沢料が認められる。特に晩期の遺跡は比

較的多く、居住と埋葬の双方に関わる遺構が検出されている。縄紋時代の遺跡については、木

遺踪の評価とも関わるので、碁山町域の遺跡も含めて以下に時期を追って挙げていく。
, ... 

卒創期の資料は今のところ確認されていないが、 r新.!.甜栖市史』‘’に r梅坂遺跡」で押型紋土

若包含層より下位の赤褐色粘土吊から県PII岩製 r船胚形石沿」がIll土した との記述があり、削

片系細石刃石核の可能性も力えられる。
にしだ

早期では西田遺粉＂で押型紋土沿を 主体とする時期の79碁に及ぷ集石遺鳩や滞状配石遺情が

検出されており、遺構数・遺物費や出土土沿の内容から長期に亙る遺跡の形成が想定される。
... ~ た ● ぴ，．．． ．．，ら彎い●い" 曾んピ●● ・ヽ 讐●●

この他、安永田遺跡＂、柚比梅坂遺跡 ＂、山浦西北方遺跡＇ ）、基山町千塔山遺跡‘’、碁山町伊勢山

遺跡’’などから押型紋土岱の出土が紺じられているが、図示されているしのは少ない。

前期の資料は山浦西北方遺跡と柚比梅坂遺跡で111畑式土沿が出土している程度である．

中期では本杏で報告する平原遺跡2区で集石遺構45基が検出され、並木式土器の良好な沢料
・しだ●●＊ ● ~-

が出土した。東北方に接するn田術遺跨,.,でも確認綱査で阿邸式土西の破片が出土しており、両

遺跡の関係は興味深いところである。柚比地区では他にも明治初年に阿祁式土沿が出土したと
•<ふ•

され●）、大阪浜寺l!'J物餡本山巧古室所蔵とのことであるが確認していない。阿硲式系土岱は笛吹
．． 
山遺跡（笛吹のかしら遺跡）でも出土が報じられているが＂》、現物は不 IIJIである。中期前半の天

科としては、西田遺跡で船元式土呂1個体が単独Iii土している。
.. ,. ... ぞ. .. ヽ•

後期では山田遺肱"'で阿窃式系の凹点紋：I: 苔が出土している他、桑ノ木添遺跡"'で鏡崎式系
.. こり

の磨消縄紋土臼と北久根IIJ式が出土しているとい う。 また元古賀遺跡＇ヽ ）の十字形石とは後期後

半頃の ものと推定され周辺に当改期の集落が存在したことを窺わせる。

晩期の遺跡はやや四査例が削え、本川原遺路"'で摂川式並行期の袋状土坑2基・小穴］、碁山

町首ほ遺跡"'でも血l式並行期の土坑群が検出されており、ややまとま った遺物を得ている。安

,k[D遺跡,,,では前半頃の土呂棺慕 1基が検出されている。本報告の平原遺跡2区上射でも烈川
たも~·

式並行期の遺物包含州が確認された。この他、 詳細は不明であるが、基山町立花遺跡'"-Cも後

～晩期の土坑が調査されている．
0も た ...,. ●つ

縄紋時代晩期後半あるいは弥生時代早期とされる時期の遺跡は亀村田三本松遺路"'で土若棺
・りょし

蒻群が閣査され.;k古這踪20)では完形の有柄磨製石fillが夜臼式の壺と共に出土し、 土坑硲の副葬

品である可能性が示されている。

この時期から弥生時代前期i前半にかけての集沼は実態が不明であるが、前期後"'になると北
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o: 平原遺跡
f): 大久保遺誼
€} : 八ツ並・金丸遺跡
o: 今町岸田遺跡
0: 柚比揮坂遺跡
0: 楕坂炭化米遺跡
o: 長ノ原遺跡
(:): 赤坂古墳
0: 剣塚古墳
G't: フケ遺跡

Q): *JII原遺謡 t≫ : 杓子ヶ峰古墳群 m: 牛原前田遺跡
fl: 田代天満宮東方遺跡② ：東十郎古墳群 ＠ ：勝尾城跡
ti: 安永田遺跡 f1): 都谷（群石）古墳訂 ⑤ ：葛籟城跡
., : 荻野遺跡 I): 宮西古墳群 11>: 山浦新町遺跡
48: 日庫田遺跡 ⑤：田代代官所跡 ⑮ ：山浦西北方遺踪
l1'l: 庚申堂塚古墳 m: 本原遺鑓 ⑲ ：西田遺跡
Q): 田代太田古墳 t];: 浦田遺跡 ID: 四の坪遺跡
11'): 岡寺古墳 ⑤ ：古賀遺諒 ⑤ ：山浦古墳群
ll): 永田古墳群 fJ): 元古賀遺跡 ⑤ ：薄尾古墳群
⑮ ：神山古墳群 ⑮ ：稲塚古墳 (@: 桑ノ木添遺跡

図2 周 辺 の主要 追跡 (1: 50.000) 
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$: i鳶推定地

Cfl: 今泉遺跡
Cfl: 真木宮の前遺跡
CD: 山田遺躊
(9: 笛吹山遺跡
$: 惣楽遺鯰
a;: 榊の元遺躍
ED: 村田三本松遺跡
c :*行遺跡
⑲ ：検見谷遺躊



東部の柚比地区の一群と、南西部の朝f:l山南純から北茂安町千楽に至る丘陵地に辰IJIIする一群

との二つの遺跡群が形成される。いずれの地域 b段.6:と小谷とが複雑に入り紐んだ地形であり、

初期の水稲農耕集落の立地条件に適った bのであることが1足米から指摘されている．
・つな● い●●.. しだ ... の..

北束部の柚比遺跡群では、八ツ並遺跡＇＂ ・今町1.im遺路"'・Jをノ1点遺跡"'が集浴として早く成

立しており．八ツ並遺跡と長ノ原遺跡は後期まで絞＜拠点的集落である。中期初頭には平原遺
・人 だ

跨い） • 安氷田遺跨、中期中葉には前田遺踪"'?.'Iiの集浴が新たに加わる。 松地は柚比梅坂遺路 ・ 安
紺 “ く ば

水[ti遺跡・ 大久保遺跡it) ・ フケ遺跡"'等の巣団硲地が形成されている。 •I渭I後,r,段階には安水III

'" . 遺跡,.,で鉄剣や細Jf多銅文を副葬する土器棺硲が、八ツ並這跡に隣接する碁山町久保田遺蹄,.,で

鉄剣や鉄文を副葬する土岱棺秘が検/J',されている。また平原迫跡 3区"'で細形銅文の錆翌が、平

ri:1遺跨1区では中JJJ初頭の竪穴廷物から竹銅岱鉗翌の小破）わが出土し、切期のi'f鉗呂生産が"II

らかになりつつある。更に中期後キから後期切頭には安＊田滋務において鉗鐸や銅矛の生産が

行われている。

一方、 i紆西部の遺跡群は潤査例が少ないため実慇の不明敗な部分が多いが、村田三本松這跡

では前期末-•I•期後半の土沿棺蒻群が検出されており、早い時期に集箔の成立をみていたこと

が鮮る。現在岡査中の本行遺跡は中期から後期の拠点的集落で, 10数点のi','銅岱鉗門の/I'd:は

柚比遺跡群の安永田遺跡に匹敵する集中的なw鉗岱生産を示す。本行遺跡を中心とする一滞は．
"んみだこ

北＆安町検兄谷遺跡”’の""公形銅:;f・埋納遺情や、 J月辺からの/IU:と推測される広形銅父のSJ/

型"'から、中期から後期に歪るまでw銅店の9肛産が員t絞した地域であることが推測される。
・んば6

弥生時代後期になると、この二つの追跡群を核としつつb本原道跡U)や牛原前Ill遺跡等に兄

られるように、前代まで土地利用の瞑％が比較的少なかった.r.i栖市街地を含む屈状地や低位段

lもの先端部にも集浴の形成が沿発に行われ始める。これらは古Jft時代前期まで鞘絞して営まれ

るようで．抽比遺跡群や本行辺跨などの中問から続いた集浴が古頃時代に至らずにit退するこ

とと対Jtして、興昧深い傾向と 目える。

古れ時代面i期ー中期の様相は．集落成 ・硲墳の双方において卯り1敗な部分が多い。Ill現期の

•» • V 心だ り‘““
1jij方後方項である赤坂古項...や本）II/点遺跡"'・A/,llll遣跨"の低項斤．方影項等がi前期の.・'Iり仮古

... ,, H ●鯰 "-!'が
JJ't'●)・1l1i甫古Jtl群'"・薄尾古項群”’等が,,,期の古項として知られ．集俗迅跡では冗古n這跨でや

やまとま った沢料が得られている．
,.,  ヴ“

古項時II::し後期の6世紀になると、祈たな集落の形成や国迅級の符If硲と兄られる剣塚古

．．で. "'"ピ9つ●m"'・1情I寺古項＇●'・))押堂ほ古墳...の 3基の前方後fl]墳の築造等、この地J,l!における政治的状況

の大きな変化が瑣えるが、その実懇や背穀については今のところ詑測のれをでない。またこの
とうじ.,●9 し●い，” あ" が々た ，，ん •ヽ みやこだ' . ..,. «•· し

時期には行飯山系の山麗部を中心に、東十郎＂ ）．杓子ケ峠・水EII"'・神山 ・r.11谷"・宮jllj"・立石

古項群守の 6世紀後半から7世紀代にかけて群集項の形成が顕ぞである．

月しん時代一平安時代1府半期のilt令期においては、肥前1叶束溢の筑1iii国 ・筑後国と接する三国

-10-



尋 .ヽ . ~ 
国項にあたり、慨ね人木川を現として北東部は基料郡、 1fi東部は長父郡の範1ll1である。 r肥前国

ひのら. .. ff 

風土記』甚111郡の条には r郷9術所、里十七．騨泣所小路」とあり .'Ml名類緊抄』に姫社 ・IIJ田・
. .. ..  かん ● 慧

ぶ莉 .!IIJ:. !~ 谷の5郷が学げられている。 また．養父郡は r肥前同JjJ.j;記』に「郷祁所、児
と 噌 bた. . ● . . ・、 ・と

一十二、埠切和と記載され、 ．（濯郷、日理郷、狭111郷がみえ、 r和名類緊抄J には秋llJ• /.tlEU ·
．、と' .(皇●皇

没父 ・.(.}栖の四郷が学げられている。養父r.11の r蜂笠所J はHのlil'!IIIと呼ばれたり!Fl111に比：：E

され、また基H郡には碁J.P.城が設けられた他、 ~&l和l叩lの {7-在も忠定されており、古くから交.,,, 
通の要街であるとともに11141的拠点であったことが道える。当該期の遺跡としては、荻野迫

.. , . と

跡"・安,kill遺跡 ・ 11/i!IH遺跡 ・ 本/II原遺跡 • 本J点辺粉 ・ 元古双辺跡で 7 -Silt紀代の｀柳の元

遺跡.,,で 9 世紀代の翌穴建物を主体とする集落がJI.I査されている他. ·•11. 1且遺跨で 8 世紀代の.;,;; 

西遺跡・笛吹山遺踏.., で 9 世紀代の竹蔵；；fが出J: L ており、宮西遺跡での所兄から火41!~と芍え

られる。
こうの, . い つ

平安時代後期には、＊水2(1047)年に神辺荘が、＊保3 ( 1 083) 年に,f.~栖荘 ・ 釦 Jt~f . 辛

津新荘が大宰府夭泌宮安楽寺に・ふ巡されており、 flt令制の弛綬に作って多くの荘園がv.~E して

いたものと巧えられる。鎌倉時代後期における肥1iり国内の公領 ・北llilを網羅的に知り得る史料

として行名なiE応 5(1292)・年8月16n叩1上宮造営川途支配惣lli数注文,... によれば、m¥¥lと
',,, ..  た

して小印 I:. .r.~ 栖Ct・,tlll曲 ・令津新El:.神•辺fl: (以上は安＇染寺領） ・養父庄 ・村田庄 （以上は
● ,, . .. ベ あらU ●ず●●

宇佐弥勒寺領） ・奈良lllll'・00部庄 ・荒保社領 ・東届社領が、公領と してぶ罪北郷 ・培邦面郷 ・
gと',,_,.

養父束郷 ・養父西郷 ・義得保 ・瓜生野（和が挙げられており、大宰府天滋ぶ安楽寺領を'I:体とす

る荘園が大きな割合を占めているこ と 、公領では律令期の郡が中世的な郷へと分~,し、義得 ・

' . ざ•
瓜り,n等の名を冠する収税.JI¥位が成立していたこと等を知り柑る．在地領主としては、竹繭崎

とど 9 』 ふc• • • 皇H aう●え

氏 ・土々呂木氏 ・藤木氏 ・山浦氏 ・神辺氏等が史科に散兄され、鎌t卯求人として活躁した氏
、.. , つヽ ... 

族も多かったようである...。 遺跡の潤査例では、一の坪遺蹄'"・□J;t1+1迫胚・iilHll遺踪”等で村
い● いずん

硲の一部が、今泉道跡●●）では在地傾主の館かと．思われる遺構群が兄つかっている。
<, うに

ifi北朝か ら室町時代の肥jjij東部地域は、九州探題と小弐氏の罰楠争いを軸として戦国期に至
島● ベ

るまで戦乱が絶えず、西Jiに九州探題の本拠地と bなった絞部城を控え、父油の要面でbある
“らだ

本地域は、諸勢力の錯稼する戦略的な拠点であった。戦国期には現在の筑紫ff,11fi;iUIを本貫地
も(. .,  の“ しヽ づ

とする筑紫氏が勝It城を＊城として周辺を押さえ｀戦国木期の天iE14(1586)年に島津氏の北
つづら

征によ って落城するまで．貨籠城守の支城群と総構と推定される外祁線に防御された．領主の

館を中心とする城←ド集裕が形成されていた..,. 

天正150認7)ff, の翌m政椛による九州平在の後、碁罪郡と投父郡の束半分は小旱川隆故に、

養父郡洒半分は9贔島直茂に与えられ、以後前名が対馬藩領、後名が佐買木藩領と して明治維新
，： し. . ど.. 

を迎えることになる。長り街道が通過するため、領内にはそれぞれECl/t宿と轟木宿が設けられ、

宿ll,Iとして栄えた。
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第 3章調査の内容
1. 平原遺跡 2区の概要

叩点遺跡は、 （左買J{l.(.:,栖市柚Jt町字平原 ・大久保と今町字IドIllに所在する。r,飯山地東部．

It.千部山系の杓子ケ蜂（探邸312m)から束に伸びる丘陵群の末端部にあたる。追路の主体部を

占めるのは揉硲30-5401の硲位段斤 lヽ．に展1り］する弥'E-占!JI時代の巣俗であるが．今(ill糾査を

行った2区は段丘伐下で本川） II に面する~j::;2s-2omの扇状地形の部分に位沢している。

2区の渕査対象面積は約17.000m'であるが．第 1店で述ぺたようがllt,'/から、尖際に掘削機

による表土餘よを行ったのは10,000m'で、そのうち中央部J:附のぶl査面積は1 ,200m'、 •I•央部下

州の糾1t.面積は900nfである。

2区は複数の時期と性格の;,I;なる心跡の集合であり、迫構や遺物は中央部、北洒部、北債q,

央部、 1♦Hl!I部に隔たって分布している• Ill上迫物のみで言えばIUィi岱（・f;lil)時代から近世ま

でのJi.;;範な時代の痕跡を泣している．

今次丑1査の中心となった,,,央部の下州では、純紋時代中期の集石遺構451,~が検/I',された。下

附の/IU::t若は．胎土に滸石を混入するしのとしないものとの大さく 2群に別れ、 jjij名の主（本

を占めるのは従米良好な衣料に思まれなかった並木式土沿である。石沿は点数が少ないが、石

蝶が多いのに対してJ{i石 ・ 敲石が少なく確実なイ：沸を欠く~-特徴的なIll成を示している。 追

餅の立地や追情の内容と1井せて、集硲というよりは季節的な野貨地であるnf能性が，；白い。

中央部の I:~りでは、縄紋時代晩期の迫物包含府が確認され．後期に潮る滋物b僅かに認めら

れた。上附からは弥生P!F(¥':以降の遺物も若T-/J¥土し．弥11,時代後期頃の1祈産と息われる銅鏃が

採集された.J消りの追栖としては·,•;項時代前期の日．坑 l入§のみが確認された．

北jl!j部はIEI地形が段丘mに向かって硲ち込んで泥炭杓が堆積しており．このiii,炭附中か ら古

l/1坪代1前期の迫物が. ile炭附より下位から •I• 央部上州とl司時期の縄紋晩期の追物が少姑出」：L

た。柑ち際の部分では泥炭を）'lltとする小穴2J,~ が検出され、そのうち IJI; から古t.n時代"湛l

の」、むと編物が出I:した。

北(JjJ小央部の潤究区沿では、 ;t;JJ1:時代初頭のイ；定形な沿ち込みが検/I',され．ややま とまった

l滋群が出.I:した。沿種は多様で．その内容から祭祀行l)にft-ぅ脱棄上坑の可能性がある．

m側部では日然流路のMに多批の」沼代や手1¥.I: 岱 ・ 滑石製·~造品了の祭具が集,1,nりに迫棄さ

れた、i叩時代中期の祭祀ill構が確認され．当該期の土岱紺年や祭祀行必）の復）Cにあたって •R要

な情報を得ることがでさた。

以上のように、平1点迫J.!-2区は縄紋時代,i・,期 ・縄紋昨代晩期・古項時代初vJl-111期の3つの

時期を3:体とし、 1,9に縄紋時代q,期の遺情・迅物と ，t;Jtt時代•I•期の祭祀辺摺について大きな成

果を＇洛げた 。
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2. 中央部の遺構と遺物

(1)土層堆積と遺構・遺物

固5は掘削機により表土 （水田耕作土 ・鋤床土） を除去した状態での土吊断面図である。粒

度や粘性 ・色潤等は漸移的な変化を示 しており、個々の説明は行略し、 主に粒度による纏まり

毎に同じ網をかけて表示した。比較的安定している 8D06区画辺りを断面閃 2で兄ると、下

部の砂礫•砂•砂質シルトと中部の浅賀色系粘沢シルト州、更に上部の1音灰色系粘土吊の 3 群

として大きく捉えられる。中部と上部の府界は波状を示しており、中部培の土壌化によって上

部用が生成したらしい。

中部府とした淡貿色系粘質シルト附は．祠査区内でれえば8005・8006・8D07区

画以市で安定しており、これより以北には砂層が広がっている．

上部の暗灰色系枯土吊はBF07区画辺りを桧いてほぼ祠査区内の全域に広がっているが、そ

の堆積状況は必ずしも一様ではなく、例えば東西方向の断而図 1ではBF06区画から東側に向か

って低く落ち込む様子が存て取れる．これは暗灰色系粘土用形成時における徴地形を示してい

るものであろ う。

遺構や遺物とのl関係は、中部層が縄紋時代ヽI•期の包含府、 上部陪が縄紋時代晩期の包含州で、

.t.位にそれ以降の遺物を少依含む。この対応l関係は比較的II/)瞭であり、以下では,,,部附と下部

層の上部を下層、上部ltlを上層として紺告する。すなわち下府が縄紋時代1日りの包含附、上附

が縄文時代晩期の包含州ということになる。図6は8D07区画東唸と 8D06区画北限にIiり

後幅50cmの範囲の縄紋土西のみを投影したものでいこれを兒ると先述の的位関係が理解できよ

う。この図では下Hの集石SX221が中部肘の下面に位沢していることが解るが、下附の遺構は

必ずしもこのように中部附と下部州の附界に限られるのではなく、中部附中で検出されたbの

b多い。下府の土召については詳しくは後述するが、＇台土に滑石粉末を混入するもの（第 1群

土器）と混入しないもの（第2群土沿）とがあり、調査時の所兄では両者を肘位的に明瞭に区

分することはできなかった。・怯いて言えば沿石浪入土四の方が沿石未混入土1.iより（熊かながら

上位に位沢する栢面を指摘できるかもしれない．

上附は碁本的に縄紋時代晩期の遺物包含層であるが、上面には弥生時代以怜の遺物が若干含

まれており、古墳時代前期の土坑が1碁のみ検出された。弥生時代以砕の遺物は少拭ではある

が各時代に亙っており｀弥生土沿 • 石沿 · 土製品 ・俎鏃、古n時代の土師西 ・須患沿 ・土製校

辺品、奈良時代の須忠器、鎌倉～戦国時代の土鉦岱 ・瓦苔 ・白磁 ・w磁 ・1'nと、近世の沿磁沿

等、多様である。いずれにせよ遺惰・遺物の様相から見る限り、潤査区内における弥生時代以

降の土地利用は集沼や硲地と しては促えられず、集落絃辺部の水田を含む生祁域の可能性を想

定するのがね当なところであろう。
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/I', 土位；Rを計測して取り上げた遺物は、州位や種別に関わらず一迫番'.}を付したが．笠理作

菜の段術でアルファベッ ト3ダI)の組み合わせを頭に付け加えてコンピュークに入力した。第 1

ダI)は/11::1濁位の及示で、 U=上附、 L=下附. X=攪乱・区墳外 ・ーイ(lりI.を及す。第2列は種

別の表示で、 P=縄紋土岱、 S=石岱類. R=礫、 X=その他、を表す。第3ダI]は種別細分の

表示で. p (縄紋土硲）はK = •I•期の沿liill:人土乱 J= •11期の沿石未浪人土器. B=後～晩

期の土岱の3権に、 s(石苔類）はO=焦耀俗製 A=讚岐i沼鞍1J1む製. X=その他の宕石

製の3種に、 R(礫）はS=集石溝成既 X=その他の茂の2種に、 X (その（也）はP=縄紋

土岱以外のJ:料.,班磁匹、 X=その他 ・不明の2種に、各々紐1分する。この3列のアルフ Tべ y

トと取り上げ番号の糾み合わせによって、例えば ruS A4013, とした遺物は、 JIい）上げ番外

が4013番の上1{1出：I.: の石岱類で讃岐岩n安山汗製であることが示される。この要領でテークペ

ースを作成した後、様々な糾み合わせで出力することによ って各稚の辺！昇 ・迫物分布図の作成

をかなり短時間に行うことが可能となった．

(2)下層の遺構と遺物

i)遺構と遺物分布（図7~9)

中央部下層で検,'IIした遺構は.45碁の集石迫構があり、その他にJ・店 ・礫のまとまり 1箇所

がある。集石遺栢はBD06・8D07区画を中心とする範圃に40碁が集中し、BC05区画

のSX225、BE05区,,りのSX237・S X24I・S X246. BE O 7区111,jのSX211がやや離れた

位芯にある。

＂彬乃辺物の平面分布は~1 7 に示した通りであるが｀瓜石辺構と岡様に BD06 · 8D07

の2区画に集中する状illが先ず奴付かれる。またBE07区画からBE06区画に向かって・：；：

状に迫物分布の密な部分が観寮されるが、この辺りは砂州でありt府の状況から l,Jf,i位殿を留

めていないと芍え られるものである。辺情と現位；Eを留める道物の分布はllぽ900m'の今回の社l

査区の範囲で収まるものとゥぇられる。

位沢を計測して取リ上げた―Flflの/JU:遺物は総数5.337点で、内訳は~:硲I,291l.i. :fj沿類402

点．礫3,644点である．この他にBE07区画等で一括して取り I・.げた迅物がある。

次に個々の集石迫構について記述していくが、整理の方法と｝！！糾について説明しておく • -F 

附から/J',:I;した礫の総数は3.644点で、濶査時に迅構と認謀できる程度に集,1,する礫のまとまり

を出石這構として扱った。集石遺構を構成する礫は2.760点、包含附 •I•に散在する礫は884点で、

これらの練は全て持ち焔り接合作栗を行った。偶々の礫について破川の有撫、 ,/j,化の打撫、頂

批、石質等の屈性を観察 .,ii"測したが、 ，整理期間の関係で包含屈I•の礫については割愛し、集

石構成礫についてのみ実施した。赤化状態と破mの布撫によ って、偶々の蝶は I),/;-.化完形礫．

2)非赤化完形礫、 3) 1'!1111. 面赤化破Ill茂、 4)割れ而非赤化破Ill礫、 5) J胆赤化破/JI礫、に

区分され、赤化状態による区分では I・ 3が全j面赤化礫、 4が割れ11討1,,か化礫、 2・5が非赤
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化礫となる。礫の小化については受熱を想定したもので、これは肉llf!観寮によるものであるが、

木遺跡の下部や周辺地戌における自然礫府中の礫を検討した限りにおいては、 主体を成す花湖

料顛はいずれb白っぼい色潤を示すもので亀集石構成礫と同様な赤化が認められるものはなか

った。そこで集石構成礫に項名に認められな赤化が受熱によるものと仮定して以下の叙述を進

める。ただ、非赤化礫であれば全て熟を被っていないとも舌えないのであり ．受熱の回数や温

度守の条件と赤化の対応9関係については．今後の理化学的分析や実験にぶづく検証が必要であ

る．なお本米は区別して取り扱うぺきであるが、煤けたような黒化についても今阿の報告では

便立的に r赤化」として一括している。まな重litの計測結果に碁づき、 1.001g以上を巨大礫．

501-1.000 gを大礫、101-500gを中礫、 11-10ogをlヽ礫、 10g以下を細茂として区分した．

集石構成礫の観寮・1lt測結染に碁づく上記の屈性と接合関係を図化 し実測図と共に掲げた。石

材については、岩石学的鑑定を受けた訳ではないが、基槃礫州の構成岩石である花協岩や石英

岩を rm叫沿類」とし、それ以外の沿石を一括して「その他』と区分する。
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S X201 (図10,写真図版3-1) 

8D07区画の北辺中央部に位ばし、北束に接してSX230がある。長軸1.3m、短軸0.9mに

広がり會中心部分は径0.6m程に集中する。西側の一群は楼窃に明らかな差臭があり、別遺構の

可能性がある。明確な土坑としては捉えられなかったが、礫の集中部には炭化物が認められ、

浅い掘り込みを件うようであった。

総礫数97点、総頂拭19,417g,平均重位200.2&である．蝶の破棋状態は、完形礫が60点 破

損礫が37点で、破損卑は38.1%である。礫の赤化状慇は、全面赤化礫が42点．割れ面非赤化礫

が18点、非赤化礫が37点である。石質は花固岩類が93点．非花偽岩類が4点である。牒の接合

はII例あり、内3例は包含府中の既と接合している。全面赤化礫同士の接合が2例．割れ面非

赤化礫同士の按合が5例。非赤化蝶同士の接合が4例。このうち非赤化礫同士の接合について

は試揺潤査時の破損によるものの可能性がある。

遺物は、確認批l査の際に84の土笞が集石中から出土した池、周辺から/Ji土したものはいずれ

も第2群土,'.°fである．

S X 230 (図10)

8D07区画北辺中央部に位沼し、市西に接してSX201がある。1羞0.4mの範棚に礫が集中

するもので、下部の掘り込み等は確認できなかった。

総礫数28点、総貨li'00.078&.平均重Jil359_9gである。礫の破損状態は、完形礫が8点、破

捐礫が20点で、破m串は71.4%である。既の赤化状態は、全面赤化礫が11点、割れ面非赤化蝶

が10点非赤化礫が7点である。石質は全て花闇岩類である。礫の接合は2例あり、非赤化蝶

同士の接合である。

辺物は出土しなかった．

S X 202 (図11,写真図版3-2) 

BC O 5区画の北西部に1如でする。長紬1.3m、短軸1.2mに広がり、下部の掘り込み等は確

認できなかった。

総蝶数57点、総頂駄10,201g、平均頂1,1;119.ogである。礫の破jJl状態は．完形礫が34点．破

m礫が23点で、破m率は40.4%である．蝶の赤化状態は、全面赤化茂が17点、割れ面非赤化礫

が10点、非赤化礫が30点である。石代は花蘭岩類が51点、非花f•I岩類が6点である。 礫の接合

は4例あり、この集石の中で完結している。全而赤化礫と割れ面非赤化礫との接合が 1例、割

れ面非赤化礫岡士の接合が1例、非赤化蝶同士の接合が2例である．

遺物は、集石中から讃岐岩質安山岩製の削若が出；l今．した他、集石の下位から同一似体の第 1

群:l:i'.f8点が出土した。

本遺構の範圃内から採取した炭化物をmいた"C測定年代は、 4,580土140Y . B. P. (G ak-

16540)である（付編｀平原遺粉の古只撓変遷＊参照）．
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S X237 (図11,写真図版 6-2) 

BE05区両西側中央部面寄りに位はし、北債に接してSX241がある。長軸I.Sm、短軸0.

6mの広がりを持つが、掘り込みの部分と、それ以外の部分とを同じ遺構として捉えられるかど

うかは問題が残る。拙り込みは長紬0.6m、短軸o.sm、深さO.lmで内部には炭化物が少址混じ

る．

総礫数24点、総頂泣3.428g、平均重＇且142.8gである。礫の破損状想は、完形礫が4点、破

jJl礫が20点で、破!Jl!tlは83.3%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が6点．割れ面非赤化礫

が12点非赤化蝶が6点である。石代は花閲岩類が221知非花位1岩類が2点である。礫の接合

は41列あり、全て割れ両非赤化礫l司士の接合である．

遺物は出土しなかった。

S X 203 (図12,写真図版 3-3) 

B006区画の南東隅に位醤する。周辺の礫をどこまでこの遺構に含めるかで．範雌が異な

るが、広く取った場合はJ.9X1. 7m、狭く取った場合は1.0X0.9mの広がりである。中央部北

償の礫が特に集中する部分に炭化物の集中が認められ、下部は狭い揺リ込みがある。この部分

の礫は殆ど赤化が認められる．

総礫数63点、総韮依8.6578、平均頂:!i'c137.H である。礫の破!JI状懇は、完形礫が57点、破

損礫が 6点で．破nil!!は9.5%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が35点、割れ面非赤化礫が

4 点、非赤化茂が24点である。 石質は花位1岩類が59点、非花岡沿類が 4 点である。 礫の接合,~1

はなく、礫の完形串がtぶいのが特徴と酋える。

遺物は出土しなかった。

S X204A (図13,写真図版 3-4• 5) 

B006区画の西側I•央部やや北寄りに位固し、南東に接して SX204Bが、南側にはSX205 

がある。当初はSX204として大きく捉えていたが、検出を追めたと ころ明らかに二分されるこ

とが解った。茂の集中する部分は径0.4m程と狭く、中央部は空白で．特にこの範囲に炭化物が

集中していた。計査したが．明確な掘り込みは認められなかった。

総礫数63点、総煎址2,935g、平均煎駄46.6gである。蝶の破!JI状態は、完形礫が24.?f.、破Ill

礫が39点で．破Ill半は61.9%である。 礫の赤化状態は、全面赤化礫が21点、割れ面~,,赤化礫が

17点、非赤化礫が25点である．石質は花位l岩類が61点、非花9母岩類が2点である。礫の校合例

は2例で、 J似赤化礫屈1士の接合である．

迫物は院の集中部に接して第2群土岱が1点出土した。

S X204の範1!l1内から採取された炭化物を用いた"C測定年代は4,700士120Y.B.P. (Gak 

-16541)である。また炭化材はプナ科コナラ屁コナラ亜属の一種と同定された（付編 平`原迅

跡の古只況変遷．参照）．

-33-



SX204B (図13,写真図版 3-4• S) 

8D06区画の西債中央部やや北寄りに位蹟し、北束に接して$X204Aが、南西には SX205 

がある。礫の集中する部分は径0.4-o.sm程で、炭化物もこの部分に集中していた。下部を精

査したが、 llJI確な掘り込みは認められなかった．

総茂数73点、総派試6.316g、平均頂祉86.sgである。礫の破Ill状態は、完形礫が18点．破m
礫が55点で、破損半は75.3%である。礫の赤化状態は、全面赤化茂が22点、割れ而非赤化礫が

28点、非赤化礫が23点である。石質は花岡岩類が69点、非花固岩類が4点である。礫の接合は

4例あり、いずれも割れ面非赤化礫同士の接合である。このうち 1例はSX205と、 ］例はSX

217Aと接合関係にある。

遺物は、周辺部から第 2群土岱が 1点出土した。

S X205 (図13,写真図版 3 - 4•6 )

8006区画の西側中央部に位笛し、 北東にSX204A・S X204 Bがある。礫の集中するの

は径0.5mの範1ll1で、中央部は空白である．炭化物は蝶の集中部に多く認められた。

総礫数35点、総煎ftl:2.182g.平均頂拭62.3gである。環の破tJI状態は、完形茂が20点、破損

蝶が15点で、破損序は42.9%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が15点、割れ面非赤化礫が

3点、非赤化礫が17点である。石質は全て花1蜻沿類である。礫の接合は2例あり. I例は遺構

内で全面赤化蝶同士が接合したもの、もう 1例はSX2048との接合で、割れ面非赤化礫同士の

例である．

遺物は出土しなかった。

S X 206 (図14,写真図版 3-7• 8) 

8D06区両北辺の西岱りに位沼する。蝶がまとま っている部分には、長輪I.Om、紅軸0.9

m、深さ0.2m程のやや不整形な揺り込みがあり、その麻面に径0.6mの範1li1で礫が特に密集す

る。掘り込みの下部の礫と上面の親とは平面分布に若干の違いがあり．断面兒通し図から解る

ように両名の1111には礫の疎らな部分がある。

総礫数125点、総煎拭29.523g、平均煎址236.2gである。礫の破損状態は會完形礫が73点、

破tJl礫が52点で、破損串は41.6%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が44点、割れ面非赤化

礫が34点、非赤化茂が47点である ． 石灯はm泌沿類が123点、非花l•I店類が 2 点である。礫の接

合はIJ例あり、内 2例は SX207との接合である．遺構内では、全面赤化礫同士の接合が 1例．

割れ面非赤化礫l•I士の接合が 5 191]、非赤化礫l司士の接合が 3例である。またS X207との接合で

は、 1例は割れ面非赤化茂同士の接合で、もう 1例はSX206の方が割れ面非赤化蝶でSX207 

の方が全両赤化環である。

遺物は、集中部から第 2群土i,2点が出：le. し、 T:.1辺から第 1群土岱が 1点、第 2群土苫が8

，.¥i:出土した。
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S X207 (図15,写真図版 4-1• 2) 

8D06区画北辺の中央部に位沼し、西債に接してSX224がある。北軸o.sm、短紬0.6mの

広がりをもち、下部の拙り込みからも東側と西側とに二分される •f能性がある．

総礫数126点、総煎埜13.552g. 平均頂依107,6gである。礫の破損状態は、完形蝶が71点、

破損礫が55点で、破損序は43.7%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が51点、割れ面非赤化

礫が42点、非赤化礫が33点である。石質は花I~岩類が122点、非花拗杓類が4点である。礫の接

合は11例あり、内 2例がSX206との接合である。遺構内では、全面赤化礫fol」：の1如合が 1例．

全面赤化礫と割れ面非赤化蝶との接合が Jf§i),割れ面非赤化礫同士の接合が61K #I'赤化礫l司

士の接合が 1例である。またSX206との接合では、 1例は割れ面非赤化礫問-1:の接合で、 bう

J例はSX207の方が全面赤化礫でSX206の方が割れ面~,珈化礫である。

這物は、集石の下部から第2群土岱がl点/I'd:し會周辺から第 l群土岱 1点と第2群土苫II

点が出：I: した。

sxm  (図15,写真図版 4 - 2• 5-5) 

8006区画北辺中央部に位沢し、東側に接してSX207がある。径0.4m、深さO.tmの揺り

込みの中に径0.3mの範1!l1でやや大きめの礫が集中する．

総礫数18点、総煎共3,315&、平均頂＇は184.2&である。礫の破m状態は．完形礫が7点破

Ill礫がll点で、破Ill率は61.1%である。蝶の赤化状懇は、全面赤化礫が4点．割れ而非赤化礫

が10点、非赤化礫が 4 点である。石質は化f•l-沿類が15点、非花Ji<I岩類が 3 点である。 礫の接合

例はない。

追物は、遺構内から第2群土岱が1点：I', 土した。

S X 209 (図15,写真図版 4-4) 

8D07区蝕の面束部に位沢する。長軸1.3岡短釉0.5mの範雌に広がるが、集中する部分は

径0.6mで、下部に深さO.16mの掘り込みがあり 、炭化物はこの部分に集小する．

総礫数170点、総派l,t6,654g、平均lTC:lit39.J gである。礫の破!JI状態は、完形礫が!4llふ破

/JI礫が29点で、破損半は17.1%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が61点、割れ面非赤化楳

が13点、非赤化礫が96点である。石質は花岡岩類が165点、非花固岩類が5点である。茂の接合

は2例あり、内 1例がSX210との接合で、いずれも全面赤化礫同士の接合である。

遺物は、這椿内からは出土しなかったが、南東に接して 1俯体の第 1群土岱 (15)が集,,,的

に出土した。

S X210 (図16,写真図版4-5) 

BC O 7区画の北側中央部に位沼する。伍釉l,tm、短軸0.9mの範側に広がるが、径0.5mの

集中部分があり、その下部に大きさの揃った礫を敷き 詰めたような状況が襄え亀更にその下位

には深さO.Imの炭化物を含む掘り込みがある．
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総礫数132点、総頂ftl:16.224&、平均煎:lil:l22.9gである。礫の破!JI状態は、完形礫が10]点、

破lJl礫が31点で、破損祁は23.5%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が44点．割れ面非赤化

茂が21点、非赤化礫が67点である。石質は花岡宕類が129点、非花i•l岩類が 3 点である． 礫の接

合は7例あり、内 1例がSX209との接合である。迫楕内では、全面赤化礫岡士の接合が1例、

割/tilii非赤化蝶同士の接合が4例、非赤化礫同士の接合が 1例である.S X209との接合は全ilii

赤化礫同士である。

遺物は、集中部とその下部から第 1群土おが2点出土した。

SX216 (図16)

8D06区前の北百部に位殴し、 北傭に扱してSX217B・S X217Cが．南債に接してSX

204A・S X204 8がある。長翰0.5皿 短軸0.4m.深さO.lmの揺り込みがあり．その中と1月辺

に礫がややまとまる。

総礫数23点、総頂依l.581g、平均貨依68.7&である。礫の破Ill状態は．完形礫が8点、破!ii

筏が15点で、破損率は65.2%である。蝶の赤化状態は、全面赤化礫が6点、割れ面非;Ji,化礫が

9点、非赤化礫が8点である。石代はm臼1岩類が21点．非花位l岩類が2点である。礫の接合は

1例で非赤化礫同士の接合である。

遺物は、集中部及び周辺から第2群土沿6点が出土した。

S X22J (図16,写真図版5-8) 

BD06区画のi伍西闊に位沼する。径0.3mの範囲に蝶が集中し、下部には長翰0.4m、短紬

0.3m、深さo.osmの浅い揺り込みを伴う．

総礫数41点、総煎拉2,651g、平均頂北64.7&である。礫の破!JI状懇は電完形礫が17点、破損

蝶が24点で、破!JI半は58.5%である。礫の赤化状態は、全面赤化茂が18点、 ',¥1Jれ面非赤化礫が

21点、非赤化礫が2点である。石沢は花岡岩類が35点、非花尚宕類が6点である。礫の接合例

はない．

遠物は/JI土しなかった．

S X211 (図17,写真図版4-6) 

BE07区前の中央部に位沢する。艮軸I.Gm、短軸0.9mの範11!1に大小の礫が欣在する。礫

の間に炭化物粒が徴梵に認められた。下部に揺り込み等は確認でさなかった。

総礫数36点、総煎tt.6.348&、平均重拭176.3&である．礫の破m状態は、完形礫が11点、 破

m蝶が25点で．破!JI率は69.4%である。荘の赤化状態は、全面赤化礫が5点割れ面非赤化礫

が13点、非赤化蝶が18点である。石質は花岡粁類が34点、非花i如府類が2点である。蝶の接合

は 1例あり．割れ面非赤化礫同士の接合である。

追物は、集石の範,,りから第 1群土岱 l点、第2群土苔11点、安ll」岩紺i)';J2点、 maw岩石銭）ヤ

1点.!!II濯府:?<IJ片4点が出：I: した。
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S X213 (図17,写真図版4-7) 

B007区両の東辺中央部に位沼し．北側に接してSX233・S X234・S X235・S X236が

ある。艮軸0.6m.短軸0.4mの範囲に大きめの荘を日状に代し、中央部にも礫を沼く 。下位に

は深さ0.1m程の掘り込みがあるが、炭化物の含有は少ない。

総礫数22点、総須泣9.673g.平均illlit439.aである。 礫の破m状態は、完形礫が12点、破

IJlellが10点で、破！胆名は45.5%である。礫の赤化状態は．全面赤化礫が6点、割れ面非赤化環

が8点．非赤化礫が8点である。石代は全てmサ沿碩である．礫の接合例が 1例あり、割れ雁

非赤化礫同士の接合であるが．集中部から離れた位沢IT)礫と包含附中の茂との接合例であ リ．

本米的にはSX213とは撫l関係の可能性が独い．

遺物は、礫の集中部から第2群土岱 2点がlll:tした。

S X217A (図18)

B006区袖の北西部に位沢し、南に接して SX2178が、 m東に接して SX217Cがある．

径O.Jmの範囲に礫がまとまり、径o.sm.深さO.Jmの揺り込みを持つ。

総礫数21点、総須駄2.311g. 平均煎掻110.1gである。礫の破Ill状態は．完形礫が7点、破

Ill硬が14点で、 破IJl半は66.7%である。 礫の赤化状態は、全而赤化礫が11点．割れ面非赤化紐

が4点、非赤化礫が6点である。石質は花f;.j沿類が18点．非花岡岩類が3点である。礫の接合

は3例あり、うち 1例はSX204 Bとの接合で．割れ面非赤化礫同士の接合である。また迫構内

で接合した2例は．全面赤化礫届）士の接合と非赤化礫同士の接合である。

返物は出土しなかった。

SX217B (図18)

8D06区画の北洒部に位沼し．北側に接 して SX217Aが・*側に接してSX217Cがある．

径o.smの範囲に礫が集中し、図化できなかった細蝶が多数ある。径0.6m、深さO.Jmの掘り込

みを持つ。

総礫数329点、総煎鼠6.335&、平均煎瓶19_3gである。礫の破棋状態は．完形礫が39点、破

損礫が290点で．破i几半は88.2%である。礫の赤化状態は、 全面赤化礫が53点．割れ面非赤化礫

が97点、非赤化蝶が179点である。石代は花1泊岩類が313点.mEI曲沿類が16点である。礫の接

合は 3例あり、 j例が全面赤化蝶,.. 1士の. 2例が割れ而非赤化礫同士の接合である。

迫物は、既の集中部から第2群土i,5点が出土した。

SX217C (図18)

B006区画の北西部に位匹し．西側に接して SX217A・SX217Bがある。径0.7m程の範

l!l!Iこ礫がややまとまり、長紬0.6m、短紬0.5m、深さ0.04mの掘り込みを伴う。

総蝶数26点、総原依1,743g_平均煎1;w.ogである。礫の破損状態は、完形礫が12点、破損

蝶が14点で． 破Ill半は53.9%である。牒の赤化状態は、全ilii赤化礫が6点、割れ面非赤化礫が
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10点、非赤化礫が10点である。石質は全て花岡岩類である。礫の接合例は 1例で、割れ而非赤

化礫同士の接合である。

遺物は出土しなかった。

S X226 (図18,写真図版5-7) 

BC06区画北東隅に位広する。長軸0.5m.短軸0.4mの節囲に礫が集中し、ほぼ同じ範囲

に深さo.osmの浅い掘り込みを件う。

総礫数68点．総厖黛3,413g、平均lf(:lil50.2gである。礫の破損状態は、完形礫が18点、破lJl

礫が50点で、破損率は73.5%である。礫の赤化状態は、全面赤化茂が24点、割れ面非赤化礫が

36点、非赤化礫が8点である。石質は花岡岩類が64点、非花閾岩類が4点である。 礫の接合は

1例で。割れ而非赤化礫同士の接合である．

遺物は出土しなかった。

S X218 (図19,写真図版 4- 8) 

8006区画の北側中央部に位甜し、南に接して SX217 A・S X217B・S X217Cが、東に

接して SX219がある。径0.4mの浅い掘り込みにやや大さめの礫を曰状に配し、 中央部には平

たい礫を水平に据えている。内部には炭化物が集中し、特に庇面に霞かれた礫の上面には炭化

材と．思われるまとまりで退存していた。

総礫数20点、総猿址6,896g、平均須:!il344 .8&である。礫の破損状態は、完形礫が4点、破

損礫が16点で、破捐半は80.0%である。礫の赤化状想は、全面赤化礫が 3点、割れ面非赤化礫

がII点、非赤化蝶が6点である。石質は花協岩類が18点、非花岡岩類が2点である。礫の接合

例はない。

遺物は、遺構11'1から第 2群土若 2点が出土した他周辺か ら第 1群土召が 1点出土した。

中央部の礫の上面から出土 した炭化材を用いたAMS法による"C測定年代は4,150士100

Y. B. P. (NUTA-2262)である。

S X219 (図19,写真図版 4-8) 

BD06区画の北儒中央部に位沼する。面に接してSX217 A・S X217B・S X217Cが、西

に接して SX218がある。長軸o.sm、短紬0.3m、深さ0.06mの浅い掘り込みに礫がまとまり、

集中する部分は径0.2m程の狭い範囲である．

総礫数27点、総重址3.3738、平均派拭124_9gである。礫の破損状態は、完形礫が6点、破

損環が21点で、破損串は77.8%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が13点、割れ面非赤化礫

が7点、非赤化礫が7点である。石質は花岡岩類が25点．非花位］岩類が2点である。礫の接合

は4fHで、全面赤化礫同士の接合が1例、割れ面非赤化礫同士の接合が2fl<J、非赤化礫同士の

接合が 1例である。

遺物は、集石中から第2群土怪 1.#. が出土した。
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S X 220 (図19,写真図版~- 1• 2) 

8D06区画の北債中央部やや束寄りに位沼する。径o.sm.深さO.lmの掘り込みに礫が島

中し、礫のまとまる範1!l1は径0.4mである。

総蝶数75点．総煎:@:6,687&、平均煎依sg.zgである。礫の破!JI状態は、完形礫が34点、破m

礫が41点で．破m率は54.7%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が34点、割れ面非赤化礫が

27点、非赤化礫が14点である。石質は花閾岩類が74点、非花尚岩類が1点である。礫の接合は、

揺り込み外の 1例のみで、全面赤化礫同士の接合である。

遺物は出土しなかった。

SX221 (図20,写真図版 5- 3) 

8D06区画西辺のifi寄りに位沼する。径o.smの範1il1に礫が密集し．西側の一部が土附観京

m試掘坑の崩浴のために不明である。 礫の集中部の下位には比較的明餃な揺 り込みが認められ

たが、茂の取り上げ後、精査を行う前に崩沼したため｀図示できなかった。掘り込みの上部は

礫と浅賀色粘灯シル ト・炭化物が混じる吊で、下部は炭化物が集中する吊である。

総礫数78点、総頂依13.694g、平均貨栞175.6&である。8006区画と 8D07区画の境に

位沢し図6の上図によ って説明する と、礫の破り1状態は、 完形礫が 1点、破り1礫が77点で、 破

!JI半は98.7%である。 礫の赤化状態は、全面赤化礫が16点、割れ面非赤化礫が43点、非赤化礫

が19点である。石i'!は花簡岩類が36点、非花紺岩類が42点である。蝶の校合は11例あり ．割れ

面赤化礫同士の接合が9例、非赤化礫同士の接合が2例である。

遺物は．集石に接して第 2群土器 2点が出土した。

S X 228 (図20,写真図版6-1)

BC07区画の北西隅に位四する。径0.5mの広がりを持ち、問絃部に板状のやや大きめの礫

を斜めに立てるように配し、中央部にこれよりやや小ぶりの既がある。 明確な掘り込みは認め

られなかったが、断面の状況から掘り方の存在は充分に悲定できる。

総務数26点、総須址6,426&、平均煎址247.2&である。礫は全て破り1礫である。礫の赤化状

態は、全面赤化礫が6点、割れ面非赤化礫が12点、非赤化礫が8点である。石代は1£1らI岩類が

20点、非花岡岩類が6点である。蝶の接合例はない。

辺物はI.I',土しなかった。

S X231 (図20)

8D07区前の北辺中央部に位因し、 北西に接してSX230がある。及軸0.7m囀短軸o.smの

範囲に躇が広がるいので、饉認はできなかったが中央部が窪む状況から、下部に拙り込みを有

していた可能性が窃い。

総礫数23点、総貨梨6,218&、平均煎北270.4gである。礫の破り1状態は、完形礫が11点、破

損礫が12点で、破り1半は52.2%である。咲の赤化状態は、全面赤化礫が14点、割れ而非赤化礫
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が 7点非赤化礫が 2点である。石質は花固岩類が21点、非花岡沿類が2点である。 礫の接合

は 1例で．非赤化茂同士の接合である。

遺物は/l'o:J:しなかった。

S X 232 (図20)

BEO? 区画の南辺中央部に位沼し、東側にSX250が、南西にSX230がある。径0.6mの範

l!lilこ礫が集中し、下部の掘り込み等は確認でさなかった。

総礫数48点、総頂鼠10,597g、平均頂Jit220.8&である。 礫の破損状態は、完形礫が20点、破

lll礫が28点で．破捐率は58.3%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が25点.Wt)れ面非赤化礫

が18点 、 ~,茄 化礫が 5点である。石代は全て花fill岩類である。礫の接合は 2例で、全面赤化茂

同士の接合が1例、割れ面非赤化既I祀l士の接合が1例である。

遺物は出土しなかった。

sxm <図21)

B£06区画の南辺中央部に位散し、北瀾に按してSX229が、 i酎側に接してSX207がある。

S X229とは楼硲差があるが、断面兄通し図を兄れば明らかなように、この辺りより急に落ち込

むm地形にli!Iるものとクえられる。径0.4mの範圃に蝶が集中するが、下部には拙り込み等は確

訟できなかった。

総礫数39点．総頂拭3.501g、平均煎北89.sgである。茂の破IJl状態は、 完形環が18点、破IJl

牒が21点で、破!Jl'f.は53.9%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が14lふ割れ面非赤化茂が

8 点、 ~I胡赤化礫が17点である。 石代は1と(ail宕類が35点、非花！油料類が 4 点である。 茂の接合例

はない。

遺物は、集石中から第2群土沿2,: なが幽I:した。

S X 229 (図21.写真図版5一）ヽ

BE06 区画の南側•!•央部に位沼し、 ifj側に接してSX223がある。

総礫数29点、総煎位2,251g、平均煎:!il:77.figである。蝶の破m状態は、完形礫が10点、破/JI

隧が19点で、破!Jl'l!は65.5%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が13点、割れ面非赤化茂が

II点、非赤化礫が5点である。石i'lは花岡岩類が28点、非花岡岩類が 1点である。礫の接合は

2例で．全面赤化礫I司士の接合が 1例.Wllれ面非赤化礫岡：Kの接合が llf11である。

滋物は、集石中から第 2群J:岱が 11紅、出上した。

sxm <図21,写真図版 5-6) 

BC O 51紅Iりのm:東側に位匹する。長軸1.4m.短紬0.9mの範囲に礫が散在するもので、周

辺に源行な炭化物や迫物の集中は認められなかった。

総礫数II点、総煎埜3.602g.平均){(共327.5 gである。礫の破IJl状態は．完形礫が1点、破

m礫が10点で、破ll間は90.9%である。礫の赤化状態は、全面赤化蝶が4点、割れ面非赤化礫
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が6点、非赤化礫が 1点である。石代は花固岩類が9点、非花閲岩類が2点である。11点の礫

の内、割れ而非赤化蝶3点が接合する例と、割れ而非赤化礫3点と全面赤化礫 l点が接合する

例がある。

遺物は出土しなかった．

S X 233 (図22)

8006区前の西辺中央部に位笞し、 m西にSX234・SX235が接する。径o.smの範囲に礫

が集中し、 下部の掘り込み等は確認できなかった．

総荘数49点、総諏拭4.898 g、平均頂拭100.0gである。礫の破損状態は．完形礫が12点、破

m礫が37点で．破tJI平は75.5%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が17点、割れ面非赤化礫

が23点、非赤化蝶が9点である。石釘は花固岩類が46点、非花l>¥I岩類が 3点である。礫の接合

例はない。

遺物は出土しなかった。

S X 234 (図22)

8007区画の束辺中央部に位；なし、北東に接して SX233が、南西に一部重複した形でSX

235がある。SX235とは標~:,と構成礫の大きさの違いによ って区別できる。長軸0.8m、短軸0.

6mの範飩 として捉えたが．特に既が集中する範囲は径o.smの円形である。下部に掘り込み等

は認められなかった。

総茂数115点．総須駄6,298g、平均遺址54.8gである。礫の破IJI状態は＊完形礫が39点、破

/JI礫が76点で、破!JI半は66.1%である。礫の赤化状態は、全ifii赤化牒が31点、割れ面非赤化礫

が31点｀非赤化礫が53点である。石質は花岡岩類が108点、非花位J岩類が7点である。礫の接合

は1例で、 全面赤化礫の接合である。

遺物は、集石の範囲から第2群土岱7点が出土した．

S X235 (図22)

8007区画の東辺中央部に位沢し、北東に一部須複した形でSX234が、南側に接してSX

236がある。径o.smの範1ll1でやや大きめの礫がまとま っている．

総礫数12点、総頂fot3.l77g、平均頂駄264.8gである。礫の破tJI状態は、完形礫が 1点、破

損礫が11点で、破損串は91.7%である。茂の赤化状態は、全面赤化礫が1点、割れ面非赤化礫

が6点非赤化礫が5点である。石質は花固岩類が5点、非花位1岩類が7点である．荘の接合

例はない。

遺物は出土しなかった。

S X236 (図22)

8007区画の東辺中央部に位ばし．北側に接してSX235がある。径0.6mの範囲に礫が集

中するが、集中度はやや弱い。下部に掘り込み等は確認できなかった．
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総礫数SM.総頂:!it.2.545&、平均派拭50.9gである。礫の破lJl状慈は、完形礫が8点破lll

礫が42点で、破/Jl率は糾，0%である。礫の赤化状態は、全而赤化礫が15点、割れ而非赤化礫が

23点、非赤化礫が12点である。石買は花廂岩類が45点、非花尚岩類が5点である．蝶の抜合は

2例で、割れ面非赤化礫同士の接合である。

遺物は、集石巾から第2群土呂 1点が出土した。

S X241 (図22,写真図版6-3) 

BE05区画の西側中央部に位沼する。北側に1だしてSX246が、南偶に接してSX237がある．

此輪0.6m、短釉o.sm、深さo.1smの掘り込みを布し．その中心部の径0.4mの範囲に礫が密集

する。

総荘数JOO点、総)l'（ii1:7.216g、平均煎拭12.a である．礫の破tu状態は、完形礫が29点、破

損礫が71点で、破Ill率は71.0%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が30点、割れ両非赤化礫

が20点、非赤化礫が50点である。石質は花岡岩類が85点、非花位j岩頚が15点である。蝶の接合

は1例あり、 SX246との非赤化礫同士の接合である．

遺物は1l'，土しなかった。

S X2ヽ2(図22,写真図版6-4) 

8006区画の中央部西寄りに位因する。径o.sinに礫が密染し、 下部には蝶の範囲と同じ広

がりで、深さO.Jmの掘り込みがある。

総礫数133点、総貨址8.996&、平均重拭67.6gである。礫の破損状態は、完形礫が36点、破

Ill礫が97点で、破損i名は72.9%である。礫の赤化状態は、全i/iii/r.化礫が47点、割れ面非赤化既

が72点、 非赤化茂が14点である。 石質は花l~I岩類が124点、非花I幼岩類が 9 点である。 礫の接合

は 1点で、割れ面非赤化礫同士の接合である。

遠物は、集石中から第 2群土若 3点が、周辺から第 2群土器］点が出土した．

S X247 (図23,写真図版6-5) 

8D07区画のi'f1東側に位沼し、南東にSX209が、北傭にSX248がある。長軸1.om、短紬

0.6mの範囲に広がり、炭化物が少黛散在する。下部に掘り込み符は認められなかった。i酎員の

巨大な院は赤化も認め られず、おそ らくは本遺構の構成礫ではなく、人ぬ的な環ではなかろう

とゥえ られる．

総礫数45点、総須位31.037g、平均須共689.7&である。親の破損状態は、完形礫が15点、破

lJl礫が30点で、破損率は66.7%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が24点、割れ而非赤化蝶

が12点非赤化礫が9点である。石質は花崩岩類が43点、非花固岩類が2点である。礫の接合

は4例で、 全面赤化蝶と割れ面非赤化礫の接合が 1例、割れ面非赤化蝶同士の接合が 2例、非

赤化礫同士の接合が 1例である。

遺物は出土しなかった。
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S X248 (図23,写真図版6-6) 

8007区画のffi束寄りに位沼し.i悧備にSX247がある。径o.smの範囲に大きさのまちま

ちな礫が集中するもので、下部に掘り込み等は認められなかった。

総礫数35点．総頂iil:7.853&、平均頂益224.4 gである。荘の破損状態は、完形礫が17点、破

m礫が18点で、破損率は51.4%である。礫の赤化状態は．全面赤化礫が10点、割れ面非赤化礫

が3点、非赤化礫が22点である。石質は花尚岩類が34点、非花関岩類が1点である．礫の接合

は2ffllで、非赤化礫同士の接合である．

道物は出土しなかった。

S X249 (図23,写真図版6-7) 

8D07区画の北側中央部に位沢する。径0.7m、深さ0.2mの土坑に大きめの礫が入ってい

る。礫は：le. 坑の外にも存在するが、集中するのは土坑中の径0.5mの範囲である。

総礫数31点、総頂拭21.042g、平均煎:li!.6788&である。蝶の破Ill状態は、完形礫が24点、破

Ill礫が7点で．破tll半は22.6%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が22点．割れ面非赤化礫

が 1 点、非赤化牒が 8点である。 石質は全て花,~,岩類である。蝶の接合は2例で、全面赤化蝶

同士の接合が1例.4似赤化礫l司士の接合が 1例である．

遺物は、集石中から第2群土磁が l点出土した。

S X 250 (図2、,写真図版6-8) 

BE07区画のifi辺やや束寄りに位沢し、西側にSX232がある。長軸0.7m.短軸o.sm、深

さO.tsmの掘り込みの上部に礫が集中する。

総礫数30点．総頂址14.33[g_平均諏:li¥:477. 7 gである。礫の破Ill状態は、完形茂が15点、破

jJl礫が15点で、破損序は50.0%である。礫の赤化状態は、全面赤化蝶が16点、割れ面非赤化礫

が5点非赤化親が9点である。石伐は全て・1E尚岩類である。親の接合例はない。

遺物は、集石中から第2群土岱が 1点出土した。

sxm C図24)

8D06区囲の北丙隅に位甜する。土府観察mの試揺坑に接しており、関査中に一部が崩落

したため、個別図の作成を断念し取りあげのみ行った。構成牒の一部は位沢が不明となり、包

含肘中の礫と区別できなくなったので、ここで報告できるのが本遺構の構成礫全てではないこ

とを断っておく 。本米は径0.5m程の広がりを有していたようである．

総茂数37点．総煎li!:4.948g、平均貨fi!:133.7 gである。礫の破損状態は、完形礫が16点、破

IJ¥礫が21点で．破りIt私は56.8%である。牒の赤化状態は、全面赤化礫が6点、割れ面非赤化蝶

が5点、非赤化礫が26点である。石代はlEli:1岩類が36点非花岡岩類が1点である。礫の接合

は2例で、全而赤化礫同士の接合が 1例、割れ而非赤化礫同士の接合が 1例である。

遺物は111土しなかった．
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S X 244 (図24)

8D06区画の北辺中央部に位沼し、北債に接してSX244が、 rti{JOJに投してSX245がある。

瀾査中の俗水により崩壊の可能性が応かったため、僻別実測図の作成を断念し、取り上げのみ

行った。共軸0.7m、短軸0.5mの広がりを持ち｀下部の掘り込み等は確認できなかった。

総礫数25点．総狼偵2.404g、平均殴絨96.aである。環の破損状態は、完形礫が12点．破tJt

礫が13点で、破tit串は52.0%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が13点．割れ面非赤化荘が

2点、非赤化礫が10点である。石代は花岡岩類が22点．非花岡岩類が3点である。礫の接合例

はない。

退物は出土しなかった．

S X245 (図24)

8D06 区画の北迩I•央部に位ばし．東側に接してSX244が、西側にSX206がある.S X 

244と同様に渕査中の帯水により崩壊のnT能性が窃かったため．個別実測図の作成を浙念し、取

り上げのみ行った。径0.3mの範囲に礫がややまとまるもので、 F部に掘り込み等は認められな

かった。

総礫数17点、総派lil.726g、平均須!il.42.7 gである。礫の破m状態は、完形礫が7点、破損礫

が101.'.(で、薮Ill率は58.8%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が6点、割れ面非赤化蝶が1

点、非赤化蝶が10点である。石行は花1泊岩類が15点． 非花固岩類が2点である。礫の接合例は

ない．

遺物は11'1土しなかった．

S X 246 (図24)

BE05 区両の西迦I•央部に位；Rし、南に接してSX241がある。SX245等と1,1]様に関査・11

の岱水によ り崩壊の可能性が;,:r,かったため、備別実測図の作成を断念し．取り上げのみ行った。

径0.8mの範囲に1ムがり、複数の遺構が重複したものである可能性も残る。

総疎数128点、総煎祉15.307g、平均頂駄119.6&である。礫の破捐状態は、完形茂が44点、

破りl礫が84点で、破jJI串は65.6%である。礫の赤化状態は、全面赤化礫が55点、割れ面非赤化

礫が41点、非赤化礫が32点である。石質は花湖沿類が123点、非花位1岩類が5点である。礫の接

合は8例で、内7例が遺構内の割れ而非赤化筏同士の接合、 1例はSX241との接合で非赤化礫

同士である．

遺物は出土しなかった．

S X 208 (図28,写真図版4-3) 

8005区画の西債中央部に位沢する。長紬I.Om.短軸o.smの範囲に峡と士岱片が弱い集

中部を成すbので、礫には赤化の認められるいのはなく、 J/.i辺に炭化物等は全くなかった。出

土した土?,;;は1ないし 2個体分の破片である。
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表 1 集石遺構一覧

• • (g) 石 胃 遁 存状• 赤 化 状 ． 
遣鑽名 ・ 点 戴 織重 量 平 均花鱒鸞霞 その 僧 売 影鑢 綱会iii鬱化 割 れ薗葬靡化葬 ” 化

SX201 ” 
19.417 200.2 93 • “ 

37 42 18 37 

SX⑳2 

” 
10,201 179.0 SJ 6 3ヽ お

＂ 
10 

“ SX⑳3 

“ 
8.657 137.< S9 4 57 6 35 ' “ SX204A 臼 2,9お .6.6 61 2 

“ 
39 21 

＂ 
お

sx20,a 73 6.316 邸 .5 給 ， 18 ss 22 28 ね

SX205 お 2.l82 62.3 35 

゜
zo 15 IS 3 

＂ SX206 lお 29.S匹 2箕 .2 1ね 2 73 52 44 34 47 

SX201 126 13,;;2 107.6 in 4 71 55 51 42 33 

SX209 11 6.65< 39.1 

＂`  
5 141 ” 61 13 ％ 

SX210 I況 16,224 122.9 1切 3 101 31 

“ 
21 67 

$X2ll 36 6,3•8 176.3 

“ 
z II 25 5 13 18 

SXZl3 2t 9.673 <39.7 Z2 

゜
12 10 6 8 8 

SX216 Z3 1.581 68.7 Zl z 8 15 6 ， 8 

SX217A 21 2.311 110.1 18 l 7 14 II • 6 

SX2l1B 四 6,335 19.3 313 16 39 290 53 97 179 

SX217C 妬 1.743 67.0 加

゜
12 •• 6 10 10 

SX218 20 6.896 344.8 18 2 4 16 3 11 6 

SX219 

” 
3.373 12,.9 ?5 2 6 21 13 7 1 

SXね0 lS 6.667 的 .2 74 I 34 •I J,I 

” 
1, 

SX221 78 13.69< 175.6 祁 ,2 I 77 16 

“ 
19 

SX223 ” 
3,501 89.8 お • 18 21 I• 8 

＂ SX22< 18 3.315 184.2 LS 3 7 II • 10 ， 
SX225 ll 3.602 幻 .5 ， 2 10 4 6 

SX226 

“ 
3.413 50.2 

“ 
， 18 50 2• 36 8 

SX221 41 2,651 61.7 お 6 

＂ 
2< 18 21 2 

SX228 ％ 6.426 217.2 

” 6 

゜
26 6 12 8 

SX2砂 ” 2.251 n.6 雌 10 19 13 ll 5 

SX230 誼 10.o;s お9.9 筏

゜
8 20 II 10 7 

SX?31 23 6,218 210., 21 2 II 12 I• 7 2 

SX232 48 10,597 細 .8 48 

゜
20 28 25 IS 5 

SX233 49 4.898 100.0 46 3 12 37 

＂ 
勾 ， 

sxm 115 6.298 54.8 108 7 39 76 31 31 53 

SX235 12 3.177 2~.8 s 7 11 6 5 

SX236 so 2,545 50.9 ぷi 5 8 ,2 15 ” IZ 

SX237 2' 3.428 142.8 ？ 2 4 20 6 12 6 

SX241 100 7.216 72.2 岱 15 29 71 30 20 ” SX242 133 8.996 67.6 124 ， 36 97 47 72 Iヽ

SX243 ,1 4,948 133.7 36 I 16 21 6 s 26 

S X2•4 お 2,-104 96.2 22 3 12 13 13 2 10 

SX245 11 726 42.7 IS z 7 10 6 10 

SX246 12$ 15.307 119.6 123 5 •• 8< お 41 況

SX247 5ヽ 31.037 磁 .7 43 2 15 30 24 12 ， 
SX248 35 7.853 224.4 3ヽ

＂ 
18 10 3 22 

SX249 31 21.0~2 678.8 31 

゜
24 7 22 8 

SX250 30 14,331 •n.1 

” ゚
15 JS 16 s ， 

令計 2.760 拗 .560 2.566 191 J.122 1.638 937 SIS 1,008 

平均 61.3 8.012.< 130.7 57.0 <.3 2'.9 36.< ⑳ .8 18, I 22. ヽ
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ii)遺物

a. 遺構出土の縄紋土翡 （図26)

1-3はSX202の下位から出土した土苫で、同一個体である。胎土に滑石を混入し、内面は

T寧にナデている。 IJ絃端部のやや下から縦に等till隔の.. ~ 広の沈線を引き、沈線のIIIJに連絞剌

突紋を施す．

4-6はSX207の範囲から出土した土恣である。 4は胎土に滑石を含み、外面に半載竹管に

よる押~,紋と凹線紋を施す• 5・6は胎土に滑石を浪入せず. 5は上部を欠失するため不確実

であるが、 n籍部に近い部分を肥厚させ押引気味の連絞剌突紋を施す。 6は庇部で円磐状の平

底である．

7はSX217Bから出土した土器で、胎土に沿石を況入せず上庇状をなす庇部である．

8はSX218から出土したil'r石浪入土沿で、押~,紋と凹線紋を施す。

9・10はSX221に接 Lて出土した土沿で、沿石を混入しない。9は口昏部を棒状Jこ具によ っ

て窪ませ断面がY字状を示す口粒部で．内外面に貝殻条痕が顕苔である。10は平底の庇部で、

やはり内外而1こ貝殻条痕を留める。

111;1: S X249から出土した土とれで．滑石を混入しない。ほぼ直行するn粒部で、口行にやや深

い追絞剌突を施し、波状に成している。

以上は集石遺情に伴うものとして報告したが、厳密に言えば共伴l関係は必ずしも明餃でない。

共時性は別としても、この中で確実に伴うものは 7と11である。

12-14はSX208から出土した土器で、いずれし滑石を混入しない。12は口様部が浙面Y字状

をなし、外面には二枚貝条痕を留める。13と同一個9本である。14は僅かに上底気味の庇部で、

若面的整はナデでやや沢なるが、部位の違いを芍慮すれば12 · 13と (ill—fl柑体の可能性は充分に

芍え られる。

b. 縄紋土牲（図27~図ヽ 2)

中央部下層から出土した縄紋土器は位因をflt測して取り上げたものが1.291点で、これ以外に

BE07区画等で一括して採集した bのがある。下附出土土西は大きく 2群に分けることがで

きる。第 1群（図27ー図36、15-66)は9年土に滑石粉を混入する土苔である。第2群（図37-181

42、67-124)は.nか土に沿石粉を混入しない土沿で｀苫面に 1次悶整の条瞑を留める bのが目

立つ。確認できるものでは二枚貝条瞑が多いが、ナデによる仕上げがなされているものも多く、

原体を特定できないものも少なくない。取り上げ番号を付した1,291点の内訳では第 1群が2的

点、第 2群が992点であり、第 2群が第 1群の3.3倍程の点数である。図示した土格はむしろ第

1群の方が多く、出土点数と矛后しているが、その要因としては． ①第 2群の方が駒<,Jヽ蔽片

になっている bのが多いため図化に耐える沢料が実際より b減った、 ②第2群の方が施紋土召

の割合が小さいため図化される沢料が実際よりも減っtふ等が芍え られる。
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第 1群a類 (15-50)

第 Uta類は、深鉢形土店（以下の記述では~紅；器をCX)とのみ省略する）の口紐部外

面あるいはn緑部外面と口悸部に、押~,紋 ．述続創突紋や、これに凹線紋を糾み合わせた紋様

を施すものである．

15は全形を知り得る沢料で、 SX209の南東に接した状況で破片が集,,,的に分布しており、開

辺の遺物分布から兄て SX209に件う個体の可能性がある。呂形は日粒部が僅かに外反気味に直

行しHがやや張る深鉢で、底部は比較的小径で分厚く中央部に向かって上げ庇状に浮き上がる。

c
 

。
10cm 

図27 下肘の縄紋土沿 l(l : 3) 

-60-



＼
 

e
 

、ヽと一色d==三;,、
16 

O
.
 

10cm 

図28 下州の縄紋土器2(I : 3) 
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口紐部は平口紐である。口粒部外面のみに施紋し、紋様帝の下端ば僅かながら (,191瞭な段を成

している。紋様妻案は指によるかと思われる凹線紋とそのtillに施した半載竹管によると思われ

る小さめの押引紋で、これに押点紋を加えている。庇部力'/!I-いのに対して、それ以外の部分の

沿壁は薄く作っており、特に胴部にその傾向が顕芳である。内外面とし苫面は位終的なナテ仕

上げを行っており 1次祠整の痕踪は不明瞭であるが．胴部上半にはケズリに近い板ナテを施し

ているようである。庇部の苫整は軽くナデる程度である。口緑部に2箇所と底部付近に 1箇所

の焼成後の穿孔があり．補修孔と名えられる．

16は庇部と胴部とが直接は接合しないが、はは全形を知り得る沢料である。8007区画東

辺北寄りに集中的に分布していた。器形は口繰部が綬やかに外反して直行しnのやや張る深鉢

で、庇部は分序く外傭にやや張り出す上げ底状である。口籍部は平口緑である。 口紐部外面と

ロ抒部に施紋し、口緑部の紋様は指によるかと息われる凹線紋とその間に施した押引気昧の注

絞剌突紋で、これに押点紋を加えている。口悟部には押引気味の連続刺突紋を施している。庇

部と日籍部紋様帯の部分は駆く作っているが、胴部は薄い。内外面とも若面はナデ朗整を行っ

＼
 

。
10cm 

図29 l"k-1の縄紋土沿3(I : 3) 
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ているが、内面は比較的雑で 1次rJ11整の横方向の二枚貝条痕が観察される。また胴部外面はケ

ズリを施して西壁の厚みを減らしているようである。庇部の調整は15と同様に軽くナデる程度

である。胴部に 1箇所、底部に2箇所の焼成後の穿孔があり、補修孔と弓えられる．

17は庇部を欠くが、慨わ全体の形状を賤える沢料である。苔形は口紐部が僅かに外反気味に

直行する深鉾で、胴部の張りははとんど撫＜底部に向かって急にすぽまる。口紐部は平口絃で

あるが、不11/1瞭ながら（髭かに突起状の店まりが観京される。口緑部外面と口昏部に施紋し、ロ

紐部紋様帯の下端を横方向の浅い凹線で画している。口緑部の紋様は押引気味の述絞刺突紋と

凹線紋で、日怪部には押引気味の述絞剌突紋を施している。甚墾は岸＜．特に紋様帯の部分が

顕行である。調整はナテにより 1次潤整の紅跡を留めてお らず、外面は器面がやや荒れている

が、内面はT寧なナデで仕上げている．

18は口緑部が外反気味に立ち上がり胴部の上位が（晨かに張る深鉢で、口紐部外而と口唇部に

施紋する。口ほ部紋様符の下溢を横方向の 1条の押引紋で区切り、凹線紋を施した後、半哉竹

管による押引紋を加えている。外面はT寧にナテているが、内面は積方向の二枚貝条痕を切め

る。

19は胴部がほとんど膨らまず、口緑部が僅かに外反気味に立ち上がる深鉢である。口緑部か

ら胴部上半と口昏部に施紋する。口緑部から胴部上半の紋様帯は上下に2分割され、上部紋様

岱が凹綜紋を伴うのに対し、下部紋様滞は押引紋のみで構成される。口6部には時計回りの押

り1紋を施している。外面は苔面の荒れのため潤整が不明瞭だが、内面はT寧にナデている。

20は深9本の胴部破片で、胴部上半に最大径をとり口緑部に向かって一旦径がすぽまる。口粒

部から胴部上半部に施紋し、 19と同様に口緑部から胴部上半の紋様搭は上下に2分割され、 上

部紋様滞が凹線紋を伴うのに対し、下部紋様・岱は押引紋のみで構成される。外面は縦方向の綜

条痕を留め、内面はT寧にナデている。胴部下半に2箇所の焼成後穿孔があり、補修孔と名え

られる。

21は胴部の張りが弱く、口緑部が直行する深体である。口ほ部外面と口竹部に施紋する。内

外面とも笞面はT寧にナデている。口紐部は断面を台形状に肥厚させ、口悟部はやや内傾する．

口絃は基本的には平口舷であるが、綬やかな突起が 1箇所認められ、突起部の断面は内側に肥

厚する.l:J紐部と口昏部に施紋するが、岡査時の破慎により紋様構成は今一つ不分明な部分が

ある。口竹部には時計回りの押引紋を厖す。

22-25は同一個体と息われる資料である。径は復元できなかったが、大型で口紐部がほぼ直

立する深鉢である。平□緑で鰭状の小さめの突起が3箇所以上ある。口紘部外面と口舒部に施

紋する。IJI弄部の押引紋は22・23は時計回りに施すが、 25は逆9寺at回りに施しており.24を兄

ると鰭状突起の一溢を坦と して逆の方向に施していることが解る。呂面は内外而ともT寧にナ

デている．
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26は口紐部に押引紋と1!!1線紋から成る紋様俗を布し、施紋部は沿墜がやや厚い。 27・28は同

ー他II本の可能性がある責料で、口舷部の紋様は上から横方向の押り1紋を 2条、横方向の凹線紋

を1条、再び横方向の押引紋を 2条という構成である。口昏部には時計回りの押引紋を施す．

27・28共に焼成後の穿孔があり、補修孔と巧えられる。 29はほぼ直行する日紐部で、口昏部に

時計回りの押引紋を、口紐部外面に押引紋と凹線紋を施す。 30は綬やかに外反して立ち上がる

0駄部で、平口絃であるが突起を有している。 n緑部に押iJI紋と凹線紋を施す。 31は僅かに内

湾気味に直行し端部がやや九みを帯びる口紐部で、外面に押引紋を施す。 32は綬やかに外反し

て立ち上がる口緑部で、外而に押引紋と凹線紋を交互に紀している。 33-35は口籍部の小破片

で、いずれも外面に押引紋と凹線紋を、口好部に押引紋を施す。 36は直行する口絃部で｀平n

粒にやや大きめの突起を1-1する。外面に押引紋と凹線紋を、 n昏部に時計回りの押引紋を施す。

37は器而が剥落しており不明餃であるが、僅かに内病気味に直行する口粒部で｀外面と口抒部

に押引紋を施す。凹綜紋の有槃は不明である。 38は口絃部の突起に絞く部分の破片と思われる。

外而には押点を施し、 そこから両側に1:,1かって押iJI紋を加えている• a昏部には逆時計回りの

押引紋を施す。39もと打面の釦l落が行しい。僅かに外反気味に立ち上がる口絃部で、外面に押り1

紋と凹線紋を交互に配している。 40 も若面の~l落がそしい。 41 も怪面の刺落がそしい• a緑部

外面に押引紋と凹綜紋、口昏部に時計回りの押引紋を施す。42は口籍部外面に押引紋と世1線紋．

口唇部に時計回りの押iJI紋を施す。 44は全体に摩耗が行しいが、外面と口唇部に押i)J紋を施す。

45-50は瑞部を欠くが、口粒部に近い部分の破片である。いずれL世1線紋と押り1紋を施す。48

は39と、 49は20と同一個体の可能性がある。

第 1群b類 (51-54)

第 1群 b類は、 a類以外の第 1群土西を一括した。

51は若形も紋様も特奥な土怪で、 1偲体のみ出土した。日紐部から訂部の破片で．胴部にr:,1

かって緩やかに膨らむが全体の岱形は明らかでない．口粒部には粘j・.-:i,を張り付け．下垂れ

の突岱状を成している。肥厚部の下溢は指先で述絞した押さえ付けの脳跡があり、 一種の紋様

状を呈している。紋様は太い粘土紐を張り付け、指でナテて断面三角形状に成した浮綜による．

52は凹線紋のみで紋様が構成される土沿で、 1個体のみ/JI土した。平n紐で、突起が付く深

鉢である。日緑部紋様帝を横方向の凹線で区切った後、斜方向のfa.船的な凹線紋を施す。1咀I線

はUi彩ではな謀して明瞭に出したが、実際には浅く施されており、典型的な阿祁式の凹線とは

臭なる印象を強く受ける。

53は外傾するn粒部で、そのまま単純にすぽまる浅鉢なのか、頚部でくびれて胴部が再度膨

らむ深鉢なのか不明である。日怪部は刻Uを施し波状に成し、外面には 3条の不明瞭な紋様状

の沈線が横に走る。54は外傾するn絃部で、断面が三Jり形を成す。沿部が面を成し、.:.の部分

に縦方向の沈線を亥,,,,,状に笞11IJ隔に施すが、それ以外の紋様はない。55は直行する日絃部で、
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＂径部を波状を作るのみで紋様は施していない 。56は小破片のため不11)1瞭だが．やや内傾気味

に直行する口紐部で、 nり1部外端が僅かに張り出す。紋様は口姪部に押引気味の述絞剌突紋を

施すのみである。57も小破片で表面の一部が桑I]落しているため、やや不明瞭な沢料である。は

ぽ直行する U粒部で、口舒部はやや而取りする。外面の紺の狭い肥n-::r-の上に粘土紐を張り付

け、更に二又状工具による、押引に近い述絞刺突紋を施している。

第1群庇部 (58-66)

58-66は沿石混人」：西の底部である。いずれも平底ないし軽い上底で、阿窃式系土店に特有

とさ れる鯨芥椎什の圧痕を持つものはない。 外溢部がやや張り出すしのと、そのまま）tち上が

るものとがある。

第2群a類 (67・81-95)

第 2群a類は、口粒部に粘土岱を張り付けて肥Jf/.させるか、口絃下に突岱を巡らせて肥J•l-帯

を作ったような効果を出した深鉢である。

67はやや内消気味に大きく開いて、 IJ籍部が直行する深鉢である。IJ粒部に輻3cm程の粘上

張り付けによる薄い肥厚俗を設けている。日緑部上面に接して太い粘土紐を述絞JI.I形状に張り

付けており、全体で4箇所か5箇所程度と推定される。81-85は口籍部外面に枯土沿を吸り付

けて肥Jf/,させた一群である。 81は内外面に貝殻条痕を顕行にf./め、溢部を波状に作る。82は波

頂部を僅かに欠失する111形Cl.緑で、肥厚部に竹管かと思われる/J出体による太めの沈線紋を施し

ている。肥厚部とそれ以下の部分との段差は明餃である。外面は・r寧にナデあげるが、内面に

は横方向の且殻条痕を留める。83は口緑端部分を欠くが、肥厚幣にやはり竹管状の原体による

沈線紋と剌突紋を施す。 84・85は不確実ながら83と同一個体の可能性があるものである。内外

面に不明諒ながら貝殻条痕の痕跡が観寮される。86は肥淳部にではなくその下位に沈線紋と剌

突紋が施されている。87はやや薄手で大きく 1111く若形を布し、肥肛部というよりは突帯により

区分するのみである。突滞より上位に細い沈船紋が施されている。88は肥厚部に岱図的かどう

か明らかでない斜方向の短沈線が認められる。 89-95は肥岸部をつくるのみで、紋様を施さな

ぃbのである。

第2群b類 (68-70)

第2群b類は.IJ紐部が内沼して立ち上がる深体である。

68は独く くびれた頸部から一且外栢し、再び屈曲して立ち上がる無紋の土器である．口緑部

に恐らく 4箇所程度と推定される突起を11する。 69は日粒部が僅かに内反り気味に外傾して立

ち」、．がる無紋土岱で、やはり突起を有している。70は口紐部が短く内消して立ち上がる土硲で．

n唇部に間隔を取った剌突紋を施す．

第2群c類 (71-101)

第2群c類は. a・b類以外で時期的に近いと思われるものである。
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図37 -F/f1の縄紋上沿II(I : 3) 
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図38 下州の純紋：I: 沿12(1: 3) 
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図39 下灼の縄紋土紐13(I: 3) 
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図40 下府の縄紋土岱14(I : 3) 
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71は絞やかに外湾しながら立ち上がり、端部に粘土帝を張り付けて断面三角形に成した深鉢

形で、溢部外面に太い原体による押引紋を打する。内外面に横方向の貝殻条jj{を招める。72-77

は紅行する ,~蘇部で。口昏部を波状につくるものである。 2次調整のナデが充分でないものは

貝殻粂痕を留める。 78は粘土紐を張り付け断面L字状に成した口緑部の外端に刻目を入れて波

状に仕上げたものである。 79は外傾しつつ立ち上がる口緑部の内債に粘土帯を張り付け、断面

をY字状にした土器で、外側と内偶の双方の溢部を波状につくる以外は燕紋である。補修孔と

息われる燒成後の穿孔が 1 箇所認められる。 内外面に横方向の貝殻条痕をff/める• 80はn訟部

が受け口状に短く外折する撫紋の土沿で、四形は不明である。96は沢行する日紐部で、口昏部

を沈線状に作る。内外面に横方向の貝殻条腹を留めるが、紋様はない。9711.IJ籍部をT字状に

作る土岱で、やや広くと った口昏部に 2 列の押引紋を施し、外端部を波状に作っている• I次

潤整は貝殻条虹である。 98は口緑溢部の内面に粘土帝を張り付け短く突出させた土若で、内外

面に貝殻条艇を留めるが、紋様は認められない。99・l00は同一他l体で、小破片のため断定でき

ないが．浅鉾として紺告する。内面のn紐端部とやや下位に弱い浮線状の張り出しがある。101

は僅かに内洲気味に立ち」．．がる口註部で、溢部は丸<tJ: 上げる。外而にfl殻条痕の痕踪を留め、

紋様は施していない．

第 2群d類 (102-105)

d類とした102-105は、沿石を含まないことから便宜的に第 2群の中には含めたが、胎土 ・

関整守が先述のa-c類とはやや汎代な bので、別時期の所産である可能性が袖い。 102は沈線

紋を施す土器で、小破片のため岱形などは不明である。103はやや)!/.手の土岱で鳥硲面は席耗が

苔しい。外面に横方向の太い沈線を施す。104は口舷部で、端部はT寧に面取りしやや角張って

いる。器面は行しく摩耗しており関整痕や紋様は全く 観察されない。105は著しく際耗した尖hl

で、料面糾整や紋様は認められない。出土位沢も下部の粗砂屈,,であり、混入と判断する．

第 2群庇部 (106-124)

106-124は沿石を混入しない一群の底部である。 1次渕整痕を留めるものはいずれも貝殻条

痕であり奮丁寧にナテられた bのもある。106-122は若干の姿異はあるものの、 上げ庇に作る

特徴を共有し、更にJl9-J21は外端部を波状につくる独特の庭部である。123は溢部が大きく張

り出し、 一且くびれて大きく開さながら胴部に述なる平底である。124は其っすぐ立ち上がる平

駁で、小型の深鉢と推定される。
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c. 石翡（図44~図49)

中央部下肘から/Jは1土した石西は、位ばを計測して取り上げたもので総数402点を数える。その

内訳は石鏃30点、削苫21点、徴細剥離威ある最IJ片（以下、 UFとする） 3点、石斧1点、磨石

類5点、石錘7点、石核5点、大焚剥片168点、微細桑11片162点である。削沿としたものは一辺

の1/2以上に及ぷ述絞的な加工を施した刃部を有するもので、いわゆる石匙もこの中に含める．

磨石類としたものは敲石と晒石の2種を含むが、兼用と息われるものもあるので、ここでは一

括した。石斧としたものは隅製石斧の可能性がある断片沢料で．図示しなかった。大型桑I)片と

徴細汲11片については、全く便立的に長さ 2cm以上を大型剥片、未満を微細創片とした。通常用

いられる刹片と砕片の区分が現実的にはかなり難しいと判断したからでbある。両者を合わせ

て剥片と呼ぷため、本報告で召う桑I)片とは通例の剥片と砕片を合わせたものを指すことになる。

石材は讃岐岩質安山岩が295点で73%を占め、次いで摂Ji岩が94点で23%、その他の石材が13点

で3%である。捐耀岩を用いた製品は石鏃のみであり，讚岐岩質安山岩は石鏃、削呂. U Fに

用いられている。その他の石材は礫石沿の索材としてのみmいられている。

図43は下附の石硲分布を示したものである。 BE06区画からBE07区画にかけての滞状

の集中部については現位寂を遊離したものである可熊性が強いので．取り敢えず芍慮外とする

と、やはり土苫や集石 ・礫の分布と同様に8006・8007区画を中心としたまとまりが明

らかである．その一方で、大きなこの分布域の中では比餃的散浸な出土状態であり．取り立て

て集巾度の強い部分などは認められない。強いて言えば、集石と直接重なるというよりは、集

石群の脇やIIIJの部分に分布するような栢向を指摘できようか．脱棄と遺棄の認定の問題はある

が、集石が求心的な位冠を占めていたとするよりも、集石をその一部に取り込んだ形で生活空

IUJが広がっていたとみる方が理解しやすい．

表 2 下層の石繕組成

~ 石材

石西大型徴細 索材

石鏃削西 UF 石斧尚石石錘 小計和1片剥片石核 小nt 計

県耀岩 ll (11) 23 60 (83) 94 

安 11.1岩 19 21 3 (43) 145 102 5 (252) 295 

そ の他 I 5 7 (13) 13 

計 30 21 3 1 5 7 (67) 168 162 5 (335) 402 

-81-



A 

゜
7 I 

゜
6 I 

゜
5 

さヽ.^...;ぺ寓●/.(.r ,•. •• =•m • が・ 》． .. ,,, . . .,. .. 
B 

• • • • • 
•o'、. .。 亀・ ・゚ 鵡 ． .. 讐；喝r o.. '. 吟。・・

I ． • ．`  : ” ・ 
。 1(0  0 :11 ... ~'Cl• JII 。 ． 

E 
炉．． ．． ． ． r ． ． ． • 

X 
、9

． ゃ •． 
・ヽ. . "心"・.;t,!!・・ ● ~p·... t •. ・・・ ． 

' . 11 f. ． ＂曇Ij o • .. •• IC 

B .：. 冷貸 ・ ． 
8. • .,p r． ・:・・. • . . 

〇せ ざ ＂● . It . 
D 

)( 0. • .。•
• • OOIi • • ．D 0 j II' + ． 
!I. . 電 ． 冷..i. ... • ,,. ; . ． .. 、. . . ・¥・ 

囀 ... . . . . ~. 

I • ．． 
t. 

， 

it, ． ．． 
X 

”•• ふ B ． ． ． 
C 

. .,. ． ．． ． ;., ． ． ． ． 
」I 

＋石鏃 x削雑 令 磨石

□大型釧片 0 讚細剥片 △ 石核

・集石

11石鍾 0 石斧

。
10m 

図43 下府の集石と石器の分布(I: 250) 

-82-



石鏃 025-159) 30点出土し、これら全てを一括出土の5点と併せて図示した。基部の形

状等、平面形に基づく分類が可能であるが、ここでは特徴的ないくつかの個別例について述べ．

それ以外については図示するに惰める。125はやや大型の石謀で、基部は様かに張り出す。 126・

127は全体に机い調整で、 126は主要刺離面側には調整加工を施しておらず.127は片方の側紐と

基部にのみ述絞した製整を加えている。 133は片面に主要刹離面を大きく残し、索材剥片の歪み

を留めている。 134は債籍が鋸債状を成す。 159は未製品と思われる沢科である。 一面は調驚桑IJ

離がはほbuわるが、 bう片面は主要桑II甦面を残したままで．目的とする大きさや形状を確保で

きなかったために製作が放稟されたものらしい。

削器 (160-170) 21点出土し、うち10点を試揺調査料に出土した 1点と併せて図示した．

160は一端を欠くが、ほぽ二等辺三角形の削器で．面的な調整加工からも、 125のような大型の

石鎌の可能性が残るが、ここでは削磁とした。 161は周絃に,,,度のある国整加工を施して刃部を

形成したものである。刃部の両面とも加工が施されており．あるいは掻甚とすべきかもしれな

ぃ．表面は風化が若しく、時期的に縄紋中期より古いものである可能性がある。162は確競渕査

の8-9試掘坑から出土 したもので、いわゆる縦型の石匙である。横長最IJ片を横位に用い、 一

溢に広いつまみ部を作出し、やや不迅絞な潤整加工を施して刃部を形成している。 163はいわゆ

る横型の石匙で、 lJ部はややT寧な詞整加工によ って作出している。164・165は厚みのある最1)

片ないし9父核を案材とし、面的な関整加工を施したものである。 166・167は索材桑If片の形状を

大さく改変せずに）ないし2辺に浅くややT寧な糾整加工を施したものである。 168-170は大

型の桑If片をJ1Jい、 1辺にやや俎い潤整加工を施したいのである。

石核 071-174) 5点出土し、うち4点を図示した。 171は厚みのある盤状の知1片を索材と

し、剥片の籍辺に沿った述絞的な刹片生産が行われており、線状ないし点状打面の幅広で小型

の彩l片が想定される。172-174は礫索材の石核で、礫の平坦な面や/All雌面を打面とし.1 -2 

回の打面転移を行いつつ、匁l片和1離を進めている。

石錘 (175-179) 7点出土し、うち5点を図示した。いずれも小翌のは平な自然礫の両溢

に打ち欠さを加えた石錘である．

磨石類 (180-182) 5点出土し、うち3点を図示した。180・181はやや丸みが弦く、明確

な敲打艇は認められない。182は一端が潰れたように欠Illし、 bう一沿に敲打痕を留める bので

ある。
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(3)上層の遺物

i ) 上層の遺物分布（図50• 54) 

中央部上用では後述する古墳時代の土坑 1基以外には、明確な遺構は全く確認されなかった。

今回の綱査区が遺物の拭や内容から、居住械に近接する生活の場であったことはほぽIll!遠いな

いであろうが、その性格について決定的な所兄は得られなかった。弥生時代以降の遺物は負も

僅少で、分布 も散在的であり、ここでは縄紋時代遺物の分布について述ぺておく 。f!ll50に示さ

れるように、 J.:.陪の縄紋時代遺物の分布はBD07・BE07区画から BE06区画 ・BEO

5区画を中心に密であり．関査区の南西から北東に向かって笞状に分布し.m東側と北西債は

希薄である。遺物分布は明らかに岡査区外にも広がっている様子が窺える。また、 8007区

画北東寄りの長方形の空白部は確認岡査時の8-9試揺坑によるものであり、各区画の況に細

長く認められる希薄部は土屈観察用畦の部分で、サンプリングエラーによる bのと芍えられる。

ii)縄紋土雑（図51~図53)

上附で出土した土凸はほとんどが晩期の土苔で、それ以外には．後期の土若と下吊からの浮

き上がりと思われる中期の土笞が各々致点11',.:tした程度である。位沢を測定して取り上げた上

附の後～晩期の土沿は1,637点である。

晩期の土岱 (183-224)

浅鉢 (183-201) 小破片が多く全体の岱形の不明なものが多い。岱面調整も退存状想のた

め不明腔なものが多いが、確認できるものはいずれも横方向のT寧なヘラミガキである。胴部

が屈折し、頸部で強く折れて口粒部が外反するものと胴部の丸みがやや注いbのとがある らし

い。口粒溢部が全体に九みを岱び、内外ないし9ヤ方に沈線を廻すが、沈線は浅く痕跡的なもの

が多いようである。また、日紐部で短く折れて外反するいの (198・199)や、口籍部から単純

にすぽまり口怪部を跨ぐように短い粘土紐を縦に張り付けたもの (200).f料部が球形に近(Cl

駄部のみ短く外折するもの (201)がある。

深鉢 (202-224) やはり小破片が多く全体の沿形の不明な bのが多い。202は口絃部外而に、

明誼な沈線紋とは行えないが紋様をな諏したと思われる綜禾痕を:{.jーする。202-206は頚部がく

びれ、旧部が屈曲する店形であろう 。 208は横方向の二枚貝条痕をff/めるが、.::れ以外は·?•打面を

ナデで仕上げている。210は絞やかに外反する口緑部である。211・212は胴部の屈曲する部分の

破片である。213は胴部の屈IIIJ部に張り付けていたものと思われる蝶ネクタイ状の突起である。

214-224は深鉢の底部で、いずれ紅1手である。形態的には円盤状のものや台形状にやや張り

出すものがある。

後期の土沿 (225-228)

225は上州の攪乱部（厳密にitえば近代以降）から出土した口籍部破片である。山形日籍の波

頂部に剌突を施し．紋様はn粒端から順に、縄紋．横方向の2条の沈線紋、再び縄紋、再び2
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条の沈線紋、という構成である。下位の 2条沈線紋は波頂部にあたる位はで紋様・：加の下側に潜

り込んで入り紐む。縄紋は摩耗のため彩消縄紋か充填縄紋かが判断できない。撚りは不11)1瞭な

がら単節のRLのようである。西形は不明であるが．口録部の上面観が方形を示すものと忠わ

れ、深鉢とすれば店形や紋様岱等は市来式に近いものがあり、紋様要索が剌突紋である逸いを

餘けば長崎凩有嘉貝塚出土の台付浅鉾に類似している。後期中葉頃の所殺であろうか。

226-228は後期後半と息われる貸料で、 227と228は同一個体である。 2261;t.O紐部が外傾して

直行する深鉢で溢部に不明瞭な 3条の沈線を施す。山形口緑を成すようである。227・228は浅

鉢で、 mこ2-3条の沈給激を内面の口紐端部に 1条の沈線紋を施す。内外面とも T寧な横方

向のヘラミガキを施す。

iii)石彗（図55~図61)

中央部J.:吊から出土した石吾類は、位匹を計測して取り上げたもので総数1.251点を数える。

その内訳は石鏃56点、削沿52点.U Fil点、打製石斧 1点、磨石類10点、石錘4/焦石核20点、

大形剥片632点徴細桑I)片465点である。削送の内いわゆる石匙は13点ある。整理期間の関係で

石核については図示できなかったが、いわゆる十郎川型剥片釦l離技術を想定させる残核である．

また、石刃利Illの削磁や刹片鏃の出土から鈴桶技法の存在が推定できるが、これらの点数は少

なく石核も出土していない。石材は讃岐岩質安山岩が650点で52%を占め、次いで摂耀岩が586

点で47%、その他の石材が15点で 1%である。

石鎌 (229-282) 石鏃は56点出土し、 54点を示した。徴凹基でやや長身の二等辺三角形議

や両債紐に突出のある1i.角影煤芍の晩期に特布なものもある。ここでは特徴的ないく つかの個

別例について述ぺる。269-271は素材鉗J)ヤの形状を大きく変えずに整形したものである．いず

れも主要創躍面には殆ど詞整を加えず、片而1l11の周絃部にやや急斜度の詞整加工を施すため横

断面形は台形である。272は円基で、水滴形の平面形を示す。276・277はいわゆる剥片鏃で、こ

の2点のみ出土した。楼岳産と思われる患色透明な良質の摂紺岩が川いられている。278はある

いは石錐とすべきかもしれない。279-282は石鏃未製品である。279は全体に関整加工が追み、

完成品に近い段附のものである。片面側の一辺に礫面を留めるが、断面図で11)1らかなようにこ

の部分が厚みを残しており．結局、この部分の肛みを除去できないために製作が放棄されたし

のであろ う。 280は片側に霞面を有する剥片を索材とし．閑紐からの悶整加工が中途まで施され

た資料である。礫面を残す部分に亀裂が走っており、これが完成品への9肛社と考えられたので

あろ うか。281はかなり面的な加工が進み、完成まであと一ふだったはずである．ところが、図

表面の右側辺から加えられた押圧桑IJ離が、息いの外に先まで抜けたため基部の一方と成るぺき

角の部分までが失われてしまい、結局放棄せざるを得なくなったと息われる例である。282の場

合は周紐の加工から大まかに形を作る段階での折損による失敗例である。
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表 3 上層の石謁組成

~ 石材

石磁大型徴細 索材

石鏃 削呂 UF 石斧舟石石錘小iTt 刺片~,片石核小計 計

屈 Iii(岩 25 5 8 (38) 317 214 17 (548) 586 

安 IIJ岩 31 47 3 (81) 315 251 3 (569) 650 

その他 1 10 4 (15) (-) 15 

計 56 52 II I 10 4 034) 632 465 20 (1,117) 1,251 

rつまみ形石溢」 (283) 製品ではなく桑IJ片の中に含めているが、いわゆる「つまみ形石岱J

が2点出土しており、うち 1点を図示した。打面は調整打面で、頭部関整の痕跡はない。石刃

の甚部に近い部位に両側から袂りを入れ、折りとったものである。表面側の知）離方向と主要剥

離面側の象IJ離方向とは同一である。捐色透明な良質の焦躍岩が用いられている。

削西 (284-297) 削器は52点出土し、うち14点を図示した。284-287はいわゆる縦型の石

匙 288-290はいわゆる横型の石匙である。関整加工が面的な部分もあるが、概して刃部の作

/.llや整形．索材鉗）片の厚みや打疱の除去に留ま っている。ここでは7点のみ図示したが、削器

の中でもいわゆる石貼の割合がかなり祁いことは注意される。291はやや糾広のJ'f.手の和1片の 2

辺に潤整加工を施した削岱で、網で表現した部位は形 りガラス状に摩滅しており、使用艇の可

能性が張い。あるいは1蚤苔とすぺさかもしれない。292は石刃の両側絃に調整加工を施した削若

である。先溢部は折mしている。 293は長大な石刃にあまり加工を加えずに用いたと、思われるも

ので、両側紐に不述絞の徴細刹離痕がある。削若としたが、 UFとすべきかもしれない。294-296

は索材桑IJ片の形状を残したまま、 1辺に閾整加工を施して刃部としたもので、 294の刃部は）ヤ面

岡整でやや角皮が大きく、 295・296の刃部は両面潤整で角度が小さい。 297は厚みのある桑1)片な

いし残核に机い製整加工を面的に施したいのである。

lf:'l製石芹 (298) 298はBE06区画の西畦から出土した晒製石斧で、位翫を記録していな

いため組成表には含まれていない。確実な閉製石斧としては、中央部の上丹 ・下吊を通じてこ

の 1点のみである。表iliiliWし＜／撃耗しており、刃部も欠!Jlのため不11/J煎であるが、両刃であ

る．

打製石芹 (299) 299は打製石芹で、 1点のみUl土した．縦長で伍平な茂を選んでm藉部の

みに調整加工を施したもので．刃部は欠Ulのため不明である。

石錘 (300-303) 4点出土し．全て図示した。いずれも長粕側の両端を打ち欠いた石錘で、

礫の形状を改変することなく、袂りのみを施している．

殻石類 (304-309) 10点出土し、うち 6点を図示した。いずれも約面と息われる部位を有

するが、側様に敲打痕を顕行に留めるものもある。

-LOO-



-c. ~ , 

. ..df(]f I II ）ヽ

こ二ニ> 284 
くミ~シ 288

＜二二::>285 ミニ 289

澤 ＇

ここニニニバ90

こ 286 

三喜琶
こ二/291 

ご――~ 287 5 Cffl 

図58 _1:./flの石器4(2 : 3) 

-IOI-



I -,  1 ~、

こ 292 こ二~ 294

lf1 
~ 295 

乙 297

5 <m 

図59 上府の石岱5< 2 : 3) 

-102-



ーゞ？ヽ
，．

r7
 

,＇.J
 

A
"

＿ゞ、．

i
Y.
4`ぃ，．
ー
-‘.
'
 

しヽ’
'.
,＇
ー

• "' 

こ

ー

,＇,＂'
 

9
,
 

¥( 

298 
~ 

こ二ニ＞ 299 

こ 300 こ 301 ( ―-) 302 

ぐ 二つ

＇ ， 
＇ 

.

,A‘ 
ベ
．

•999, 

．． 
I
‘
.
 

＇ 

ー

，＇ 

、‘. 
i‘ 

.
'
、

~-'‘ 
ヽ

c
 

‘・

、．
 

．
 
、へ`

．ヽ．．．． 
ヽ
,．
 

｀
 

｀
 

., 

『
•＇ 

303 304 

。
10c● 

図60 」:/f'Iの石西6(1 : 2) 

-103-



／
 9

.
 

.、

．

-

一

．＂ 
ヽ

一

-‘
 

/
 ヽ

.“

t
 

9

1

 
、

．

＇ 、
．

i
 

ー
ヽ
ヽ
I

、

．．
 

.̀
 

•9
9 

ー

308 

t
 

306 

30S 

.,I' 

ー'’
..
 
9
 .

.
 

9

・

.`・
 

ヽ
｀
·~

．．
 

’
 

＼
 

307 

309 

。
10 ... 

図61 上層の石西 7(1 : 2) 

-104-



{ 4)その他の遺構と遺物

i) S K212と出土遺物（図62)

BF07区両の由辺中央部に位甜する．平面形はやや歪な隅九長方形で． 主輪はNss・Eであ

る。長軸I.Om、短紬o.sm、深さ0.14mで、((面は平坦である。埋土は灰褐色シルト質砂であ

る。中央部やや西よりの裡:l:. 上部から二つに割れた状態の土面怪体 1個体が出J:した。

310は土閥沿鉢で、底部を一部欠くが、ほぼ完形である。 九駁から顕部で弦＜折れて外碩L、

僅かに内高気昧に伸びる。外而顕部以下はハケメ.□ 縁部はヨコナデ内面はナデである。

ii) その他の遺物（図63• 6り

311は銅煤で、銹化が追んでおり遺存状態は良好ではないが、旧状は慨ね知りうる。神埼町川

寄吉原遺跡出土例に形態 ・大きさが類似する。弥生時代後期の所産であろう。

312はBC06区画下層から出土したナイフ形石西である。縦長刺Jヤ索材の 2側紐潤整ナイフ

形石沿で、表面は剥躍面の校が丸みを憐びるはど苦しく摩滅しており、出入と判浙する。

313-319は硝実な包含附以外からlll:l:した石鏃である。313は表面の鼠化度がかなり強い。314

は側はが銀債状を成す。

320は後述する北側部のSX238に混入していた石製砥摘具で、 1/3程の破片であるが外湾刃半

月形と考えられる。索材はいわゆる r小豆色；臣灰岩J で、搬人品の可能性がある。

321・322は：I:製投弾である．

323はほぽ完存の手捏土岱で、＇年 I:や色綱等から古項時代の所産と芍え られる。

324-331は弥生時代の甕で、324は口籍端よりやや下がった位因に小さめの刻みを施した突悩

を巡らせる。 325は如意影 Cl様で.~,各部下端に刻みを抱す。326はIJ絃瑞部の遺存状態が迅く不

確実ではあるが、如．な形n駄を有しCl緑下に亥rn突滞を1条巡らせる bのである。327・328は

断,rnが三角形とい うよりはやや発逹した口緑部である。329は小径で”みのある底部である。330

は安定した平底の庇部である。331は小径で不安定な丸庇に近づさつつある庇部で、 外苫面の曲

整はクタキである。

332は須忠西の窃台付杯である。333は瓦沿椀の底部で、苫面は摩耗しているためll¥l整笞は不

明瞭である。334は13世紀代の土糾澤鉛、 334-337は14-15世紀代の土師西鉛である。

338-341は中国産磁沿である。338は縞蓮弁紋の龍泉窯系w磁椀で、小破J¥・で;r,確実であるが、

釉図や釉の印み等から、 横田 ・森田分類のIll顛である可能性が倍い。339は日粒部が丸みをも っ

て僅かに外反するw磁椀で.i'l-く釉がかかる。340はいわゆる n禿げの自磁皿である。341は自

磁皿で溢反りとなるものであろう。 342の粋1£は小破片でn径は不確実であるが、荘笥駈の皿と

考えられる。

343はT字形n籍の内外のみに鉄釉を施す肥前紺a.;.(I廿ii!焼）の括鉢で、武雄iii甕屈A烹跡群

に類例があり 、突永年!Illを中心とした時期を与えておく ．
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3. 北側部の遺構と遺物

(1)泥炭部の遺構と遺物

岡査区の北西隅はIE!地形が段丘傭 (I区1111)に向かって落ち込んでおり、この部分に泥炭が

堆積していた。確認岡査の際に、この部分にはB-6試揺坑を訳定し、縄紋晩期の土沿、石送、

古墳時代初頭の土輝益が少鼠出土したことから、この部分の掘り下げを行った。 B-6試掘坑

が泥炭部を宙北に縦断するような形だったため、先ず堆積状況を把提するためにBGIO・B

GI I区画と BHIO・BHII区画の撓に沿った形で東西方向の試掘坑を設定した。泥炭に

は古墳時代までの遺物が包含されていたが、それより下位の研褐色砂質土には縄紋晩期の遺物

のみが含まれることから泥炭附の形成が古項時代以粋であることが推定された。古JJI時代の

土1.,'jを出土した小穴2基はいずれも埋土が泥炭であり、このことからも古墳時代のある時期に

泥炭の形成が行われていたことはほぼ疑いない。遺物は出土Rが少なく、綬やかに活ち込む地

形に遺存しているため｀げ，J渇位のみによる区分で区画毎に取り上げた。

P-1 (図69)

P-1はBGl 0区画の西辺中央部に位図し．泥炭の堆積する落ち際にあたる。長紬0.5m、

短軸0.4m、深さ0.J2mで、裡土は焦色泥炭である。内部から土師沿邸杯の脚部と甕、編物が出

土した。 甕は小穴の!if面で、甕のIi~部外面に張り付いた状況でIll土した．

383はP-1の底部から出土した編物である。底部は絞状に編んだ綱代編みで、（本部は外償に

放射状に伸びる経材に横材が編みこまれている．

384は口絃部を欠くやや長胴の土師沿甕で、外面は目の細かい9 ケヽメ潤整である。外面には煤

の付莉が顕行に認められる。認5は高杯の脚部で、裾部が強く折れる。

縄紋土繕（図66~68)

晩期の浅鉢 (344-359• 373・374) 344-348は外反気味に開<~·紐部で、内外面ないし片

面に沈線を巡らせ端部が九みを帯びる。344・345はU様端部が強く短く内折し、 346・347もや

や弱く内折するが、 348は其っすぐ収まる。349-351は胴部が強く屈折し、短く反転して外反し

つつ立ち上がる部分の敲片である。352は胴部が屈折し．頸部で強く折れて反転し、やや外反気

昧に長く 伸びて口絃部に絞く。口絃溢部はやや丸みを岱び、内外面に沈船を巡らせる。353は胴

部が強く屈折し、頸部で強く折れて反転し、日紐部は外栢して短く 伸びる。 U藉溢部はやや尖

り気味に収め、内外而に沈線を巡らせる。 354-356は胴部の丸みがやや強く頸部がほとんどな

< a緑部のみが短く外折する器形とゥえられ、それぞれ少しずつ異なる日籍部の特徴を布して

いる。 354は溢部の丸みが性く、内外而の沈線は深く11/1瞭に施す。355は丸みの独い端部が内側

に短く折れ、内面は段をなすが．外面は沈線を巡らせる。356は端部がやや尖l)気味に収まり、

内外面の沈線はややにぷい。357は外反して溢部を面取りする口は部で、胴部で屈折して底部に
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絞＜岱形であろう．

358・359は同一個体で、口絃部から単純にすぽまり内面に浅い沈線を 1条巡らせる。359には楕

円形の突起がある。 373・374は体部が球形に近く、口緑溢部のみが外折する。 373は内面に弱い

沈線を施し、端部を九く収める。374は口緑部の内外面に弱い沈線を巡らせ、端部を僅かに尖り

気味に収める。これらの汲鉢はいずれも内外面にT寧な横方向のヘラミガキを施す。

晩期の深鉢 (360-372・375-379) いずれも小破片で全体の呂形は不明腺である。360は

僅かに外傾して直行する口緑部で、内外面はT寧にナデられており、溢:t'IIに刻目を施す。 361は

頚部でくびれた後、大きく外傾して立ち上がる口紐部で、岱面調整は内面がナテ、 外面が二枚

貝条梃である。 362-371は僅かに外栢しつつも、ほぼ直行して立ち上がる口緑部である。岱面

はナデで仕上げるものがほとんどで、 367のみが外面に二枚貝条級を留める。 372は訂部が5缶く

屈折し、顕部で再びくびれて口粒部に絞く。 375は胴部が張らずに口樟部が短く外反する。ここ

では深鉢と•したが全体の西形は不明である。 376-379は底部で、 377-379は既みのある平底

である。 376は小径の不安定な平庇で、外面は板ナテ状の器面四整が観察される。外庇而は中央

部が僅かに屁らみ。安定感に欠ける。泥炭府からの出土であり，あるいは全く後代の所産であ

るかも知れない。

中期の土苫 (380) 380は中央部下層の第 1群a類に比定される bので、口紐部に押引紋と

凹線紋の組み合わせによる紋様を施し、胎土に滑石を含む深鉢である。蕊而や割れ面は摩粍し

ており，混入と巧えられる．

石彗 （図68)

図示したのは石滋2点のみであるが。これ以外に印製石芹片、敲石、砥石、昂耀岩と讃岐岩

質安山岩の石核・釦J片が出土している。 381は微凹甚の、382は平苓の石鏃で、いずれも先溢部

を欠<,382はかなり厚みのある製品である．

弥生土彗•土師彗 （図70)

386は弥生時代中期の甕で口様部は断面L字状を成し、口紐下に断而三角形の低い突俗を巡ら

せる。弥生土臼はこれ1点のみIll土した,387・388は土輝器甕である,387は強くくびれた頸部

からn緑部が外頼して伸び｀溢部は面取りし、 1本部内面はヘラケズリによって薄く仕上げてい

る。 388はなでnで弱くくびれる頸部からU縁部が綬やかに外反する。 389は頸部から外反して

突俗状に張り出した後、僅かに外傾してまっすぐ立ち上がる複合口絃壺である。 390は複合口絃

を成すと思われる小型の壺で、試掘岡査時のB-6試掘坑で泥炭附から出土した。頸部とi本部

との況に粘土紐を巡らせ、これに刻目を施している。益面がやや摩耗しており、闘整は不明瞭

である。
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(2) S X 238 (図71~73)

甜査区北側中央部の8106区画で土凸の集中が認められたため、精査して浅く不定形な：l:

坑を確認した。全体の規俣や形状は不II/]であるが．検出した部分では長軸9.4m、短軸J.9m以

上、深さo.smである。埋土は炭化物を多く含む摂色土である。当初は 3つの遺構の須複と兄て、

SX238. SX239. SX240の遺楕番号を与えていたが、明瞭な区分が難しいことや出土遺物の

内容等からSX238として一括し、 SX238をSX238A. S X239をSX238B.SX240をSX

238Cとして報告する。ただし、西側のSX238A・S X238Bと東償のSX238CとはIiりに浅い

部分を挟むこ とから、別遺構の可能性はなお残る。出土遺物は混入と巧えられる弥生時代の石

製税摘•J•↓と土弾 1 点ずつを餘さ、全て古用時代初頭の土師店である。

391-398は甕である。 391は油くくびれた頸部からn様部が外栢する bので、口紐端部は内側

につまみあげる。 体部外面には一兄ハケメ状の目の細かいクタキを、内而にはヘラケズリを施

してかなり薄手に仕上げている。 392も口籍端部を内側につまみあげる。393の外而は祖いクク

キの後ハケメで整えており、内面の胴部はヘラケズリの狽跡をナデjl'fしている.394はなで＂で、

日紐部は僅かに内笥気味に外傾して立ち」．．がる• a粒端部は内債につまみあげる。 H部に櫛描

の波状紋を巡らせている。 395はなでiiで頸部のくびれがやや弱く、 n緑部は僅かに内消気味に

立ち上がる。 396は頸部が弥＜折れて口藉部が僅かに外反しつつ立ち上がる。やや長胴で、胴部

は内外面共にケズリに近い強いハケメを施す。397は頸部で一沿くびれて緩やかに立ち上がり、

日絃部で再び外反する。長胴で全体に四埜が＂．く、胴部外面は板ナデである。398はn緑部を欠

くため不確実であるが、いわゆる畿内第 5様式系の甕と名えられる。やや仕胴で、庇部は小径

でやや厚みがある。若面渕整は、外面が左下がりのタタキ、内而は~,の細かいハケメで、粘土

岱の接合碩が明瞭に残る。

399-406は壼とした bのである。399は長頸壺.400は短頸壺の口粒部である。 401はf本部が球

形で．頚部で独＜折れてn粒部が外傾する。体部外面の沿面調整はククキである。402は体部が

球形で顆部の弦＜折れる小製の効で、外面はミガキに近い非常にT事なナデで仕上げられてい

る• 403はw部が球形で、尖り気味の丸庇をなす小型の壺で、外面はT寧なヘラミガキが施され

る。404は頸部がすぽまる受け日状の口紐部である。 405は日け下に段を布する精製の液で、段

をなす部分に波状の研紋を 3条逍す．また図示はしていないが、内外面共に横方向の細かいヘ

ラミガキを施す。全体の器形は不明であるが、あるいは複合日緑をなすものか bしれない。406

は九底で体部はは球形に近く．野i部でくびれて短いn緑部が位かに外傾気味に立ち上がる。壺

の項で説明したが．むしろ鉢とすぺきかbしれない。

407は硲杯の杯部である。屈曲部から口紐部までが長く、外面には放射状の蹄紋が認められる。

408は硲杯の脚部である。杯部は接合部分ではがれており．柱状部は中実である。 外面はT寧な

ヘラミガキを施し．艇部に 3箇所の穿Rがある。414は脚柱状部は太く、脚新部は大き くllllいて
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3箇所の穿孔を有する。鉢部は綬やかに1りlいてn緑部は直行する。

409-413・415-427は鉢である。409・410は大型の鉢で、口粒部の下で綬やかに内折してす

ぽまる。 口註溢部はT寧に而取りする。 410は内面に放射状の·~紋を施す。411は日籍部が短く

外折する．図示していないが内外面とも細かい横方向のヘラミガキが施され、更に内面には放

射状の暗紋を加えている。412は丸h~から内而気味に立ち.I:がる。外面は祖いククキが施される．

413は日1ぶ部が外反気味に大きく開き、頭で折れてすぽまる。415-421は脚台Iすの鉢とした。415

-417はIJ籍部がJtっすぐ1111さ、やや外に蹄ん張る低い脚台が付く 。416は9本部の内外面に縦方

向のヘラミガキを施す• 4 18-421は脚台部である• 422-423・425はliE部から単純に開くが、 424

は1本部で紐やかに内折して日絃部が直行する。 422-424は比較的T寧な作りであるが、 425は西

面に指オサエの痕跡を留める。426・427は笞窃の低い小型の浅い鉢で．．全体に机雑な作り であ

る．

428は定形に近い手捏土沿である。

415 

＂叉~1 墨4 18
ニ~2万2こ419 エ 420
W,,, 冒:~"' 亭 "'

20c● で亡~21 忍〗428。
図73 SX238出土土笛 3(J: 4) 
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4. 南側部の遺構と遺物

(1) S X222 (図74-76)

表：I: 除去後に｀因査区南東側のAWO5区画辺りで古項時代の土師どば数僻体が頻を出してい

たが｀中央部の濶査が終槃に没しかかった段階でこの部分を精究したところ、完形に近い多数

の土岱が密集して迅{j.しているこ とが解った。：t沿瑠．竪穴娃物、あるいは;t;Jff等の可能性を

想定しつつ検II',を進めたところ、 l.3Xl.l111程の範囲で一つのまとまりが押さえられた。この

.:l:?;,f,ffj,j(ffl区画の現界にあたる東傭が削平によ って失われているものの、完形の士沿が据え

沢かれたよ うな状況であることが理解された。苔種は中・小型の壼を主体に,r:;杯を若干含むが

哀はなく、 n常的な様相の令博さが感じ られた..:. のまとまりが慨ね全体を表した時点で、手

捏土岱や沿石製の有l"LP'J板と剣形品が出土し、この土器群が祭祀這構である可能性が俄にi!)jま

った.J:,j辺を更に広げて潤査を進め、 l.WJに確認された土沿群の市西にも土凸群の広がりを確

認した。rtl西側の上岱群は長軸3.5m、短軸2.5mの略長万形の広がりを持ち、 当初確認された

土店群とは北束から南洒方向に1句かって大きくは述なりながら b、そのIll!に空臼地・：；内を打 して

いる。rmlli11彫からも中・ 小型の燦を主体して．邸杯 ・大型の壺を加えた沿種が出土した。また

多数の手捏土岱や、 {ifLl'l板臼7ぶ 管1ぶ勾3;_といった沿石製校造品ガラス小玉、更に内

行化紋系矮錢｝ヤが出土した。這物群の底面や周辺には明確な掘り込み等の構迅は認められなか

った。脱土を含めてこの範囲の土壌の水洗選別を行ったところ、予想通り多数の臼玉が検出さ

れた。この祭祀迫構をSX222とし• 最初に確認した北東側の土沿群をSX222A、m西(l!Iの上

岱群をSX222Bとして報告する．

S X222の」涌iはシルト恥こ没われており、半ば露出した状態の追物群が洪水等により極めて

短い期間に封入されたしのと推定された。周辺を広げてn査したところSX222の北西側に自然

泊蹄とゥえ られる浴ち込みが確認された。更にこの流路の続きを求めて遺構検出を試みたが、

複雑な土吊堆積によ って明確な形で全容を把樹することはでさなかった。解ったのは、この流

路が船数m程の小規阪なもので、 2区の範圃では西側から蛇行しつつ求償に流れていたらしい

ということである。そしてSX222の位沼はこの流格が蛇行して向きを北東に変えたところの9社

にあたり、概ね流路に平行して営まれている。SX222AとSX222Bとの関係は現場での所兄

による限り、煎複l関係もなく、限りなく同時期に近いとしか言いようがないが、洪水によると

息われる同一のシルト附に覆われていることから、少なくとし埋没の時期については同時期と

クえられよう 。双方(T)/11土こヒ岱に型式差を兄いだせないこと b傍証となろう。 しかしその一方

で` 後述するような土岱の四種や沿石製扱造品の種別の偏りといった差異は行泌できない。：I.:

苫の遺(.f.fk懇の違いも流路に対する1妬W関係だけでは片付けられないようにも息える。

S X222Aは50{1/,I体以上の土tれが完全に近い状態で遺存する。中・小型の壺を主体とする土器
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が正笛あるいは横沢され、ある土凸の口紐部に別の土西が収められる等、投げ棄てられたので

はなく据え霰かれた有り様が生々しい。これらの土器は上下には派なっておらず。平而的に密

集するのみである。土呂の他には、滑石製桟造品の剣形品3点と単孔円板2点が出土した。臼

王も24点が土荘の中から検出されている。この遺物群に伴う揺り込み等の施設は全く確認でき

なかった。

S X222BはSX222Aに比して範l!llも広く、土器の数も非常に多い。中 ・小型の壺を主体と

するが、手捏土沿の共も目立ち．窃杯もかなりある。また西側に高杯がややまとまり、北東償

に大型の壺や甕が集中する等、器種毎に若干の分布の偏りがありそうである。SX222Aに比ペ

て破損しているものが多く、平面的に密集するばかりでなく頂附的に遺存している。土西の他

には、内行花紋系倭競 lif/i、滑石製模造品の双孔円板11点勾玉 1点、管玉2点、臼王208点、

ガラス小玉3点が出土した。なお、現位設で押さえられたもの以外に。水洗遥別によ って滑石

製校造品の管王3点、 臼玉746点ガラス小王4点が検出された。SX222Aと同様に掘り込み

は確認されなかったが、北東部の一fりに幼児頭大から拳大以下の花協岩礫40点近くが集中する。

これらが人勾的なものであることは蛙いないが、その配沼は雑然としている。茂には加工艇や

赤化等は認められない。

S X222A出土土彗 （図77~78)

429-432は邸杯で、それぞれ形慈が少しずつ異なる,429・430は杯部が,,,位で屈折して段を

成し、脚部はnっすぐ伸び裾部で外折する。429の脚裾部が強く折れるのに対し.430はやや緩

やかである。431は杯部が屈折せずに丸みを帯びる。432は脚部が大きく開 く。 433・434は小型

の複合口紘壼である。435-460は中 ・小型の壺である。461-473は手捏土店で、本米は小型広

ロ壺の模倣であろうが、極端にデフォルメされていて特定できない。473は器台に釆せた小型広

ロ壺の揆倣であろう。

S X 222 8出土土彗 （図79~90)

474-497は応杯である。474-492は杯部が中位で屈折して段を成し、脚部は其っすぐ伸び裾

部で外折する• 491は他と比ぺて低脚である。493-497は杯部が中位で屈折して段を成し、脚部

は裾まで大きく IJIJく。498-502は甕である。胴部は球形に近いがややなでflで、頚部で波＜折

れて口緑部は其っすぐ外傾する。4憫体を甕として図示したが、大型の壼との区分はかならず

しも11/1瞭ではない。 503-506は大型の数。503・504は口紐部が僅かに内湾気味に立ち上がり、

505はその傾向が一層顕著である。 506は中位で段をなした後外反気味にllll<退化した複合口緑

の滋である。 507-532は中型の広口蕊 533-556・558-588は小型の広口滋、 557は小型の複合

ロ粒壺である• 589-597は手捏土店で、究の形状を留めるものである。極めて小型の壺と壺の

形を留めるやや大型の手捏土岱との盆別は、成形や調整の手法、 主として ~·緑部にヨ コナテが

用いられているか否かで判浙した。598-713は手捏:I:西で、模倣苫種を特定できない程テフォ
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図79 SX222B出土土硲 I(l : 4) 
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図80 SX222B出土土器 2(1:4)
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図81 SX222B出土土器3(I : 4) 
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ルメされたもの。714-733は西台形の手捏土岱である。

S X222B出土銅鏡（図91)

734は内行花紋の倭餞である。約1/3程の破Jヤで鎧は失われており、復元面径は7.6cmである。

遺存状態は非常に良好であるが．鋳上がりはあまり良くなく細かい部分は沢れている。破損面

は鋭く、摩滅も加工も全く認められない。外区は索紋帯から鋸投紋符、櫛漬紋俗と絞き、内区

は六化に復元される内行花紋のみが確認される。鎌座の部分は欠失しており不明である。

S X222出土滑石製模造品（図92~94)

735-737は鉗l彩品で.3点共にSX222Aから出上した。図の表面側が稜を持ち、裏面側は平

坦に作られており、碁部側に孔を穿つ。 738・739は単孔の打孔円板で、共にSX222Aから出」：

した。 7381:tt¥l平で孔も小さく全体の作りが双孔円板に似るのに対し、 739はやや厚みがあり、

孔b大きい。740-750は双孔の有孔円板で、 11点全てがSX2228からの出土である。751~850 

は臼玉で.900点以上出土したがJOO点のみ図示した。検出した臼王のほとんどは土壌水洗によ

るものである• 851は勾玉で.SX2228から 1点のみ出土した,852-856は管玉で、 SX2228 

から 2点出：I: した他.±壌水i先による 3点がある．

S X222出土ガラス小玉（図9ヽ）

857-863はガラス小玉で、 SX2228から3点が出土した他、土壌水洗による 4点がある。
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図94 SX222出土滑石製1及造品 3・ガラス小玉(1: l) 
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表4 2区出土遺物一覧 法量の皐位は....・（ ）は復元値

遺嶋1号鼻墨 出土位1 Ill上1号 這鎗の覆瓢 汲U•ll·晨ぶI直ll・曇I場•·•さifll e舅•石U ●脅 夏舅n
l 閃26 S X202 f 8017 縄紋±IJ・深体 灰賞褐色 滑(;乱A 9珈 <32
2 m26 S X202 f 8021 縄紋J:ロ・呼 灰鍼褐色 滑イ湿人 9珈 <30
3 ~26 SX⑳ n so2, 縄紋土召 ・1:;;鉢 灰貿褐色 憎石温人 9300-l•J• 

• 1/126 S X207 6843 縄紋 I:る・ぽμ 褐色灰 冷6甚入 9以10"25
5 1426 S X207 邸“ 縄紋J:石 ・ 1~• 明褐灰色 9珈 '24
6 m2G S X201 6845 縄紋.tr.・ i:ii~ ② C8.8) 外 ：にふヽヽ員貴色-1~ : 屑駅色 93(出 ,21
1 図26 S X211 9010 縄紋l:召・深体 外：綱責掲色・内： Ill灰色 9珈 m
8 11426 S)(218 ？函 縄紋.t石・探体 外：,,..,. 貧U•l'i :灰r,! illイ追!A 93()(M<29 ， 図26 sxn1 91納 縄紋J:石・深体 にぷい貨伐色 9珈 426
10 l426 SXれ1 91邸 縄紋・1:召・illt- ② CI0.3) 外：u員~-内 ： Cl,,-員霞e 9珈 m
II t,126 S X2<9 16129 縄紋1:tl・IJ体 外：灰賞褐色・内・褐灰色 虻 如<28
12 閃茄 S X208 斑•巡 縄紋I:召・深体 外 ： 囀員褐色-~: cぶ•員R! 9珈 '23
13 図26 S X208 ふ吐ぉn 縄絞上召・i哀体 け ： 訳ll!• l'l : にぶ貨色 930<M<33 
14 図％ S X208 ”引 縄紋J:召・深体 ,:」：い貨囚色 9珈 13・1
IS 図” 8 DO 7 1317外 縄紋I:呂・深·~

① ① 苔3.36S、• ,7I② ② (16,5)③ (40,5) 
外：l:la•Q!•l'i : 彎員沃色 滑!i滋人 93002釘5

16 図祁 IHJ O 7 13ヽ2外 縄餃.l:t'l・l:i!lo 111 .o> 外 ；にらヽヽ員!•11: cふ""吐 滑liif1人 9碑 634
17 図だ 8007 1411外 縄紋上召 ・;:;;仕 I に.,,い貨代色 清l;1KA 93002釘6
18 tll3J 8005 総 7 縄絞.tu-深鉢 3 にぷい貨褐色 flt! 渇1A 930026-16 
19 f.<131 BEO 6 4知外 Ill紋J:U・深“ .•) に.l:い貨代色 滑l;il!入 93002639
20 図31 8E01 縄紋上岱 ・深” 外 ： にぶ9員111色•Iり ： 旦褐e 沿6湿人 9珈 326
21 因立 B~: 0 7 縄絞.,.. 石 ・ぼ鉢 の(34,0) 灰褐色 滑6潟人 ~3002642 
22 閃泣 llEOl 縄紋 I:召 ・深鉢 外：灰員褐色•内 ： 褐灰色 沿Ii氾人 930026'3 
?3 b<l32 Bt:06 3933 縄絞・l:U・il!鉢 ① 6,0 外：灰員褐色・内：(I灰色 情{i叫 9珈 26、1,1

“ 
図31 BE06 、、お 縄歓tr.・深I> 外 ：灰色・内 ：灰,,色 滑1泄人 93002645 

お 図32 ll DO 1 1525 縄紋1・.召 ・j:;¥SI, 褐灰色 滑(;氾人 93004341 
％ 閃33 llf.O 1 縄絞1:15・深” 褐色 情li謀A 930026-19 

” 図33 BE01 縄軟 ~-1:l . 深＂ 灰n色 滑＂乱入 93004321 
'18 因33 ll~: 0 6 <:k'¥,I 縄絞 1:z;・深鉢 灰(I色 lttli温^ 9300<328 
四 t.<13.1 BEOl 縄紋J:Z..i芸体 にぷい賞11t色 憎（遺人 93002648 
3() 1:433 llEO 6 4珈 縄紋上召・深体 褐灰色 滑(iill人 9300"330
31 囚33 IH: 0 7 9692 縄紋I;召・深＂ 灰n色 憎,;ill入 93004329
31 図33 1H:01 縄紋・I:召 ・深体 にぷい賞柑色 憎i;氾A 93002647 

“ 因33 llE06 <I邸 縄紋 l:t;・深鉢 外 ：以褐色・内：剛褐色 惰,,氾入 930013W 

“ 図33 8D01 縄絞l:l.'l・i:ii体 i災11!色 惰1;温人 93004337 
お 因33 BJ,; 0 7 縄絞.t召 ・謀鉢 出褐色 情i;温人 9300-13•7 

“ 
図れ llEO 7 縄紋J;石 ・i菜体 にぶい沢褐色 情(;温人 93004340 

37 図3 8E07 縄紋 I;召 ・深鉢 11: 灰賞褐色・内：褐灰色 滑6温人 9300<3•9 
渇 図3 ll E O 7 ぷ12 縄紋 1:U・ぼ$1 にぶい貨氾色 滑(iii!人 93004339 
39 図U IJE O 6 、:≪07 縄紋 l:Zl・深鉢 にぷいみ褐色 情＂枇入 930043訪
,o 1.43-1 BE06 ぷ11< 縄餃 l:Z)・深体 灰(1色 滑6汲入 93004343 
41 t<l34 BDO 6 9496 員It紋紋.tl.'l , I哀絆 灰ぬ色 情1;温入 93004342 

“ 
1;<13' BE06 4320 L石 ・深絆 にぶい沢比色 滑ii溢入 93004348 

” 
閃} 1n:01 お悦 縄紋 -~.l:l ・ i:il鉢 外：日褐色・内に3ヽ員R色 情li祉入 9300Z650 .. 図：w IH'.O 7 縄敦+.ll・深I> にぷい沢l!.t色 滑｛泄入 93004345 

“ 閃3-1 1n:o 6 i'i•t. 縄1%ー~-ii . 沢鉢 灰褐色 滑ィ場い、 930043.12 
46 L4:W llEO 6 4111 縄餃 t召 ，深鉢 灰心色 滑i;汲A 9300433.; 

＂ 
Lll:W 13E06 4333 縄紋；tお ・深鉢 灰褐色 沿6説人 93004匹

8ヽ 図3 8 F. 0 6 •! 迅3 縄紋 t石 ・深鉢 ”：にぷふ員色・,i:l:Ja','1色 滑-Gil!J.. 93004逗
•9 図れ llE08 縄紋 1:11・深鉢 外：にぶい島色・内：灰褐色 滑石浜人 9300<箕I
切 図“ BEO 6 <319 縄軟 ヒ召 ・深If 褐灰色 憎石況入 9300、331
51 図お lll≫i・BF. 届 1'74外 縄紋 l:ZJ ①① （おり 剛渇仄色 情ィ；況人 9碑磁

52 図35 DEU7 縄.ttJ:IJ. i繋体 (28.3) 外：褐灰色内：以褐色 i1tィ沿い、 畑 6'1
迅 図“ 8D06 2<14 縄紋上召 灰褐色 滑i';il(人 9珈匹

5' 囚箕i 8D06 8441 縄紋 t召 I!.¥褐色 ill「汲).. 9細 J.<4

“ 図箕i 1n:01 縄紋・tZI 烈褐色 滑6以人畑353
謁 因お JJEO 7 畑 縄紋上召 •~. ふ褐色 lttl,ill人 9箕!04346

” 図“ llEO 5 綱紋_tz; 外 ： 罠貨色l't :< :.:, ,•N! 滑什il!A 9細 352
鵠 図箕i 8£07 ll紋 t石

② 息13.4 
代色 滑6試A 9珈啜

59 図“ 8E07 縄紋 tお (12.11 かにふ 贔ヽ鼻色Fl:鴫鼻色 滑./.ii!!人 9細 362
60 Ma. 1n;o1 縄紋・I:石 (14,41 外：靖褐色・1り：にぷ・1'.tl!! 滑fill!人 9珈~363
61 図祁 BE07 縄紋 -~-2' (11.8) 外：か褐色・内； II褐色 滑!;i~A 9珈 361
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遍篇●号 11111 出土位1 駁.1:.1号 遣檜の覆璽 泣Holl•晨さ〇曇i・暢tH・鳳cII e員•石U ・書 置鱒1鼻

Z76 図,1 llOO 6 2428 (i箪 (D3.~4② I .0(3)0忠1(3)0 .44(@o 訟 .3
1!!111,l 9貨!03656

277 図57 B007 277 石議 ① I. . • .s 昂IKn 畑知1
278 1457 BE07 2834 ぷ議 ①an ．心5(2)1. .•s©.? co.7 頃岐1・:n安o,怜 イilJ'? 930036;9 
279 1457 IJ E O 7 2218 fi饂木製品 . . . .2 讚m1n初 ）,n 93003119 
拗 因57 BCO 7 1022 石繊木製品

の①<D'l 2 . -匹~2(2)I.1 ． “SQ;()≪ 切切. .46<a7④④ 訟釦03 .• 0 8 
因耀む 細 371i

281 閃57 BE05 6695 {, 饂木製ぶ さ¥1Ml1 9300碑
28'l t~57 BE O i 1188 石議未関品 . '' .8 11.111111 9100啜 7
283 図57 BF O 5 88,10 rっ,,,.影イiai.J

① ① ①① ①6 s54 •. 51, 如i.l図②訟以図．．公心冗虻切切DI. .9@11.o .0 

3.\l~f: 9細 718
2糾 以58 BE06 2369 削石 漢枝l~ltなllJわ 93003123 
2話 1458 Bl) 0 7 1918 前召 • . .9@睾15.1 墳岐,~u安u,n 畑 7'12
286 いわ8 BE06 2384 削乙 • . . .9 墳岐1m安,11,t 9300.mS 
287 囚浪 1)1)07 338 削B • . JC!)l. .I 讚岐岩ft'li1ht: 93003磁
2鵠 図鴻 BE06 2635 削Z ， 讚岐111t・1.:,11n 9細 21
2羽 閃a BD07 767 削Z 濃岐.~u-1c, 1,r: 93003m 
290 図58 BD06 1658 削石 濃岐\~It安ll 11': 9四 311<
291 IJl58 BE05 7809 削石 :,.11~.、 9300371() 
2呪 1)159 BDO 6 26-15 剛B l!.111!11 93003733 
293 li459 BD O 5 • 函 削乙 訊lll!i1 93003128 
294 t,459 lff O 6 5<57 削召 ① 5. 墳岐i1ff'lilh¥1 93003731 
295 閃59 8 F o 6 12訪 削乙

息
凛岐.~1t·1<111,: 93003m 

296 図59 BE06 3398 削石 績m,n・l.ium 930037:W 
29; ![459 8D07 117 削乙 墳岐がin安Lllt1 93003;31 
298 IA60 BE O 6 i'i•t m賢i;斧 席

93003739 
299 1~60 ll F O 5 5789 打閲ぶ芹 930037謁
珈 図60 II DO 7 釦 “銭 ① 5. 93004979 
301 t:460 llDO 6 2•38 イi純

t; 
9300l978 

302 閃60 8£06 細 石鰊 930049n 
3()3 図60 B DO 7 1801 6健 930049加
304 囚60 饂 8001111,-お12 l(f布 9300,1983 
305 M61 11D0 6 2Al2 内イi 93004981 
碑 l'A61 8007 ,20 lffI; ① 10.()(%)5.30)3. 傘 <3.6 93003736 
307 図61 DE O 1 細 閃石

〇1.5'%16平．.ゆSC訪.1.70!$.③4 .4③3..6(7釦．釦以螂• ... 6 
93003737 

308 図61 II F O 7 54総 r.t~.i 

屈
93003735 

額 図61 8E07 叫 I 印イi 93004如
310 t.462 S K212 碑 t!fl:l. s, ＆色 93001378 
311 図63 BC08 邸蒻 111111 (1)1. 心IO.ゆ．⑱忠3.6苓駕紺0.6 93001575 
312 図“ BC06 4403 ナイフ杉ぶ乙

"'... ...... 魯..,直訟~・."' ...... 心,,. 書• .、. 贔皿.," ..... 山"
930037的

313 図C C・!.!il<.I “鼠 910016祁
314 因C B-9年 石“ ① (1)2 ①22. • .:l:1)0ゆsctI .1 濃ヽ史l'llt'/illJl~ 93003687 
315 図釘 A・又孤鼠i Glll .; 讚桟nn・u,1,1ヽ, 9300碑
316 図63 8 F O 3 6、72 :{; 温 .I 讃岐むl't'lill』1'l 9300364? 
317 因63 8D08 858.1 6鎮 ① 1.9<墨か ． ．傘.s ,., 船'I 93003631 
318 M63 OEO 6 l'i•t ,; 議

(1)(1)(1)6 11. • .<傘c>.r. n.1以n 93003690 
319 図に BEOS 石議 . . . .J 1!.llin 93003691 
珈 図6ヽ SX2謁ll ィi賢ほ綸l↓

①．．平．.心3@IS・如.St.O 汲宵色
93001391 

3?1 閃6ヽ SX2⑱ B L'.l畢 93001377 
32: と 図“ BE O 6 2651 J:j畢 ① ． 四哀, 4 (1) 1 7 , 0 伐賀色 93001376 
況：3 図6 8D07 105 手柑ti:. ① . .8 挟貧色 93001375 
3Z4 図6< 6 F O 6 5021 !!:'~ ·1:11 ・ 甕 外： ff.I色・内：褐灰色 93001372 
況:, 以64 llFOS 8822 ~•r,1: 石 ・甕 にふ：い船色 93001373 
326 沢64 BE05 5762 ~'l":?S ・甕 にぷい褐色 93001374 
327 因64 BE O 7 6451 知じJ:!,';・聾 汲貧色 93001367 
328 図64 BE o s sm  体生l:t;・甕 I~ 黄色 93001露
3沿 1'464 ll E O 5 5129 沈'F.J:l:i・甕 ② ② (7.0) にぷい氾色 93001369 
330 l.ll64 KDO 7 1750 弥,r.J:召 ・文 (7.9) 外 ： によい貴11e•l'I: 墨e 9300!J;O 
331 図64 IJ£0 7 2007 瑣II:思'に上石i:; • 甕 <1)3.1 にぷい寅rll色 93001371 
332 tl464 BDOS -•~ 含, ◄ 以色 93001383 
333 1146< RE O 6 2碑 xz; ・椀 (6.9) ~1色 (I\釦外lli:t,色） 93001諏
却 1,464 HOO 5 <269 M噂石 ・縞 にぷい沢m色 93001379 
335 I.al&! BDO 5~382 k鯰石 ・鱗 外； II褐色・内：褐色 930013眈
336 閃64 BOOS m1 ヒ鯰I,; • 鱗 にふい貧氾色 93001381 
33; 囚臼 c-11i紐 1;1,i;;:)・lil にふ：ヽ 貨ヽI!!色 93001380 
蕊 図6-1 ll F O 7 埠10 、?I!!・惰 嘉連：沃fl!・檜ll・剛Wli~ 93001函
339 凶a llCO 5 1ヽ<6 w磁 ．惰 、尾：町l~•llll·叫!Iii! 93001383 
340 図“ llFO 5 4493 ＂磁・重 霜嶋：沃11~·檜翼・!!it!色 93001瑯
341 図い C・JJ.t属Ii 11111・111 ① ② (7.2) 累這 ：町 1色・樟員・J/i(il!, 93001綿7
3'2 Mい 8006 1707 ¥'t'/E・Ill (9.1) u :~ne• 菖員・!IOHl'Cふ，ue 930013'!0 
3ヽ3 閃い C・ll公11, 肥oRJlilZi・1%11! 昌JI:にぶ,,11a•M員鴫昌e 93001385 
3U 図話 Bil I 0 縄紋 l:Zi・ill鉢 団色 93002綴
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量●●号 舅塁 出土位量 li.l:I号 遣檎の璽霞 泣厭D•ll·晨i~l!I・嶋11昌•鼻©II e属•石U ・書 ll●●鼻

345 図“ 81110 蝿紋土D・i叉体 灰沢褐色 93002燭
3<6 図“ BIi i 0 2射 縄 .I:石・ふ~I> 灰貨色 9300碑
3,17 因伍 BHIO 2/lf 縄紋上呂 ・汲外 貨灰色 93002673 
348 因恥 BC l 0 7M 縄紋：t召・没体 ,t•/ -プ迅色 9300161< 
349 図茄 BHIO 縄紋上召・汲s, 昂色 9300邸 l
350 因以 BHIO 縄紋i:Zl・i叉i, む＼褐色 9JOOlo/5 
3Sl 図a Bil IO 811! 縄殷土z;.i~I> Ul色 9300砧;9
3況 図的 llCIO•BIIIO 1 • 8111 縄紋土D · i叉I~ ① ① (:W.O) 灰褐色 93磁知
均 図66 BHIO 8111 縄ll上Zl・浅I> （謁.3) 貨灰色 9300? 約
訪 1!166 llH I 0 Slit 綱紋t石 ，汲体 オリープ！，.＼色 930lr. め11
35S 0466 llH I 0 縄紋tiG.i史体 オリープ：，.IC!! 93002670 
お6 W66 BH I 0 511! 縄紋 1:Zi・汲鉢 鯖オリープ色 93002677 
お？ lll66 BG I I 81!1 縄紋.tzi.浅体 靖オ,,_プ褐色 9300m2 
斑 因66 Bl-I I 0 8111 縄 上乙 ・浅体 オリープ：，.＼色 93卯 678
359 図66 BH I 0 211+ 縄 上Zi・i夏鉢 にぷい貧出色 93002678 
拗 図67 au 1 o 2111 縄J:w • 深体 出色 93002692 
361 図67 RH I 0 8111 縄紋」：石 ・rut- にぷい貧褐色 93002邸8
:162 因67 Ill-I I 0 811! 縄ll+.l) • rl;紅 lliltl色 9300: 細
363 図61 81-1 I 0 2!tl 縄紋l:石 ・深I, 外：出褐色・内：駈貧褐色 9300蕊
36-1 l'A67 B II I 0 8"' 縄紋J:tl・深＄令 にぶい貨渇色 9300~4 
綴 図67 011 I I 5層 縄紋上l:l・i'll鉢 ,1,,-1色 931)(磁 7
函 t<l67 8111 0 縄紋.t?i・江凡 出褐色 93002磁
367 図67 811 I 0 8111 縄紋J;岱・深沐 II:!, 員a-内："ふヽ •貧掲e 93002691 
3邸 因67 ll ll 1 0 8111 縄紋1:i:;・ぼ凡 灰沿色 9390と693
369 図67 BG I I 2 !il 縄飲I:も ・探鉢 にぷい貨褐色 93002釦
3;0 因67 ll 111 D 縄絞l:ZI・1 褐色 93002691 
311 図67 8111 0 縄 紋:r.-深体 ,: 褐色 9双呻5
31t 図67 llll IO 8M 鳩絞J:石 ・i丸 出沿色 9300'lo69 
373 閃邸 BH IO 8Jr! 縄舷 1・.z.・汲鉢 ① (25.3) 外 ：II褐色・1'1:摂色 9300U67 
37ヽ 因邸 llG I I 3111 縄紋・I:石 ・浅体 オリ ープ~1色 93002616 
3;5 図絡 BH I 0 縄絞J:む ① (19.9) にぷい汎＇出し 9:l00™8 
316 じ槌 B卜110 5射 縄紋J,i:.

② ① 71;.l;i: .sり>7.2 
n : c~,、,-~·1'1:1:..:.,景E 93畑 I

m 因総 BHIO 縄紋上む ・ 深I~ I釘灰貧色 93002697 
3711 囚絡 BHIO 8射 罐絞」；石 ・ぽn

② ② (I(90.0.0) ) 
., 灰貨色 9300'1696 

379 因⑱ KC IO 4/11 縄紋 tl! • i:l!n 外：靖析員色・内：虹褐色 9碑約5
幽 1!463 11(;1 I 2/11 縄紋 ti:;・i哀外 外：舅9員掲色"ぶ •員l\t~ 沿｛湿>- 9珈 n槌2
訪I 図邸 BC I I 8!11 ィi蟻 ① の1.9-'Z)四l.~父.4如①1.2 I 漏岐ntt・1<,1in 9l00™11 
寧 図総 Bil I 0 ィ．；饂 I. I. . .6 :!.¥llln 9300碑
ぬ 図斡 llGlO•P· I 編~ - 譴？ 93001瑯
叫 M69 昭 10・1'・1 U J i. • 虞ぶ 出沿色 93000860 
蕊 li469 以IO•P· I l;t.fll・ I/. ② 02.9) にぷい貨氾色 9収碑61
瑯 囚;o BU I I 5射 弥1J・I:石 ・槃 の①141.4) にぷい貨氾色 93002629 
謁7 図10 Bil IO • 吊 1:Utl・ 安 Cl•.91 にぶい貨111色 93002釘2
瑯 t:470 BH I I 4 it! J:Ull・ 妥 ① C!S. •) にぶい貨紅色 9潤 2630
389 以70 llH I I 、1tf 1:U石 ・＆ (])(ね.6) 灰貨色 ,直)(12631 
390 図70 8-6,¥飯応 U頃Z:. · •ii にぷい貨:w.色 9:!0026公
391 t.471 $ X2訪C tu石 ・甕 ① 器15,ti にふい贔'.t'J.色 碑 l邸S
392 Mil S X238A l.lfZl・文 (IU) 剛貨褐色 9珈 1652
393 t:471 S X238A _ti場l.'I・聾 (16A) 彎1貨褐色 9珈 1653
394 図71 S X23SC ＂漏石 ・甕甕 (1)08.01 にふい貨厄色 畑 1677
395 閃71 SX2箕C ~lifli . (])16.1 ~ : 員｀裏!•1~ :1:.;.,,員9e 93001681 
396 図71 SX2潤A ＂涵 Z1・甕 ① ① (15,7) 外：剛貨1t1色・内： ltl色 9珈 1655
39; 図71 SX四8A U事Zl・甕 (16.0) 昂色 93001667 
398 因71 SXね8C tlili石 ，箋 ② .9 外：にぶ•U~•":ら ・l旺 930016邸
399 因72 SX2箕A ~1111召 "ii. (I)應(⑳ .2) 汲貨褐色 畑 1656
,oo 図1Z SXZ.'188 ヒ鋳l;・,11 II4,6) 浅貨色 畑 W I
401 因72 SXね8A 上鯰z:;.遂 0,.01③ 26.7 貨褐色 93001668 
,oz 図n SXね80 tMiZi."' 02.01 にぶいは色 93001672 
403 図72 SX2謁C tU石 ・・＆ にぷい貨代色 9蜘 1681
1ヽ0<1 閃n SX2謁 ll ~lllill · も： ① (11,6) 11: にぷい員~!·内：9員e 9珈 1669
405 図i2 SX四8ll 上l,tll:,・壺 ① 忠(23.21 は色 93001613 
406 図n SX乞l8C k鯰乙 ・屯 15.6Q>l6.5 にぷい貨代色 93001磁
1ヽ07 図n SXねSC J:~Zl ・ 必,~ (32.2) にぶい貨a色 93(1(11678 
408 因n SX2謁C I: 閾石 ・ぷti

② (1)① ① 2(112931440.6 ,..682) ) 》

1こぷい貨位色 9珀01殴
•109 図72 sxz遠A I: 紐召 .ii' 明沢褐色 93001~ 
HO 図花 sxお ・II I: 証IS. I> に.i:l•賞は色 93001616 
HI 図” SXね81! 1,r,.z; • s, 外：剛責褐色・内：烹褐色 93001651 
,II? t'17'! SX2埠 1:it.; ・II< ① ①1I 3.70)11.1 外::!JIU色・l'l::!1色 93001磁
,113 図n SXねSC 1:r.f召・体 1.6 ほ貧紐色 93001認I
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遍檎●鼻 鼻霞 出土位• a.1:1号 遣嶋の覆璽 汲量伽Dll·l~Ql、l·lt讀菖・・~(!)II ~--石材

＂ 
I●I号

•I• 図73 S X238A・B 上鯰乙 ・ぷ!it (I) 0)(20.5)② (%)815.1. &; ゆ 13.1 浅貿代色 9珈 1670
IヽS 図73 SX2訪C 上liliiG・鉢 (11.6) .7 り ： にふ~•貫員!•~ : i\員&~ 93001磁

416 図73 SX2謁 J・. 縛乙 ・体 ① 13.IX切．心.3 汲賞褐色 93001知
417 図13 SX2謁A ,t綽乙 ・鉢 ① 13.8 外：浚贄褐e • 内：貴褐色 9珈 16;7
'18 図？ SX2謁 土ui:i-鉢

② 1%)913.9 .0 
貨氾色 93001磁

•19 図73 SX238A 土i.D・体 復貿褐色 93001釦
•20 図73 SXお8A 土liZl・" ② .7 賀褐色 93001紐
,21 閃73 SXねSA :te.i. ・鉢 <%)5.9 灰（ご1色 9珈 l細
422 図73 S X238C 1:-.z; ・体 Q)tl. ヽ ③5.3 にふ：い沢111色 9珈 1679
423 図73 SX四8C t輝z;.鉢 ① I l.2Qi5.8 にぷい復色 9珈 l細
m 図73 SX四Sil -1:1<11召 ・鉢 ① (10,6)③ 5.2 浅賀窪色 9珈 1674
<25 図73 SXね8 上!ii~- 体 ① 11.0(3)6.4 汲貧褐色 9珈 1658
<26 図73 SXね8A 上Ii召 ・体 <Dtt.74③ ③2 .I 明 賣褐色 93001661 
,21 11173 SX2箕A 」:t贔召 ・鉢 ① 10. .8 外：靖貫褐色・内：貨褐色 畑 1660
,28 図73 SXね811 手捏J:石 ① (6.8)③ .3 にぷい貧は色 93001615 
429 図71 S X222A No. 2 J: 繕己 ・芯杯 ① 16.7② 12. 心 12.7 にふい憧色 9双 燃19
430 図” S X222A No.44 tt.fZ.. 応I,( ① 1(158.3$.0)② 10 02.0)③ 13.0 浅寅僅色 9碑 78
431 図77 S X222A No.25 J:r.fZl・ 硲I~ ① .4Q)心 ll.8 没賞駐色 9300()682 
432 因n S X222A No.53 .tr. ヽ 石 ・ ぶ,~

(1)(])8(1)1(89.6<: ..81② 防)③1.39I • IZ.7 
にふい貿代色 一0

<33 因n S X222A No. I .tr.JU・徽 汲賞Q色 9細 22
43< 図n S X222A No.64 J:lf石 ・濠 1.8 外：貴置色・内：高色 93000610 
4お 図n S X222A No.2,4 ；＂頃石・邊 ① 04.3)③ 17.S “色 93000644 
436 図n S X222A No.33 ;I; 鱒Ii・愛 ① (11.2) にぷヽ 'it(ISt色 93碑 4$
437 図n S X222A No.2・<6 ;t:lfG・ 壷 ① (11.5)③ 13.6 にぷい代色 93磁 50
4捻 図11 S X222A No.21 :1:US・壷

① ① ① 99I0..iSCl>7.③ 5Q)l10ll.2.9 3 ,5 
ぼ賞柑色 93000649 

m 図77 5 X222A No.23 .l:liil) • 董 外 ：cふ託•A:tら,,ue 910006・18 
410 図11 S X 222A No.18 :l:MZi・濠 にぶい囚色 93碑 18
HI 図77 S X222A No,48 ・ti涵石 ・曼 ① (9.3)③ 9.9 にふ：い貨1!1色 93000636 
,ヽ2 図n S X222A No.:/6 ;t綽S・蓋 ① (8.1)Cll9.9 にぶい褐色 93000632 
4ヽ3 11!111 S X222A No.43 ,~CfZ) ・董 (1)(7.7)③ 9,5 にぷい黄位色 93000626 

"' 凶77 S XZZZA No.<5 ；＂囁ロ ・遍 ① .I③ .3 によい沢位色 93000627 
m 図77 S X222A No.SO t綽召・磁 ① (8.7)③ 9.3 浅貨比色 93000637 
ヽ◄6 図78 S X222A No.15 ；＂碩呂 ・蛋 ① 8. 虻切.l にぷいa色 93000611 
447 閃18 SXね2ANo.17-2 :~Mll:. ・壷 ① 8.4i:Dl!,7 外：汲員＂色・ 内：迅褐色 9300067$ 
'48 図;g SX沈2ANo.<6-1 .U心 ・壷 ① 8.1③ 8.6 にぷい沢復色 9畑 J,
'49 1,478 SXね2ANo.38 上鯰15・五 (1)7①9 .6(3)8.6 によい費屈色 9300062ヽ
<50 因18 SXmA No.SI 上鱗石 ・濠 .u:i鴻.0 にぷい貰r11色 9:t! 燃箕

•51 閃78 S XZ22A No.37 上緬石 ・豪 ① 8.1<3: 迅.. 口色 93000633 
452 図;g SXmA No.21 ヒlllw・濯 ① 7. 仄 .6 1911/i, 褐色 91{廊 10
453 f;418 SXね2ANo.47 土闊石 ・覚 (D?, 訳即.o 浅買代色 93000011! ,s, 因78 S X2:!2A No.63 土輝I:, • 逼 ① (7.?)Cl)'l.6 鱒1赤褐色 9細 39
455 閃78 S XZ!2A No.59 j :~ 召 ・豪 ① (U)c:!16.6 にぶい投色 9畑 29
456 因18 S X22'2A No.34 I: 緬呂・溢 ())7. 心 .1 没貧橙色 91000021 
<57 図18 S X2'22A No.65 i:r.f~ ・濠 ① (6.2箕)③． .8 にぶい賞代色 93(如 0
4謁 図78 S X222A No.13 t繕召 ・蔓 (1)10. I 伐貿氾色 93磁 16
<59 囚78 S X21!2A No.41 上繕U・羞 ① (9.5)1311.1 にぷい貨代色 9300063• 
•60 1478 S X222A No.19 ・l:U渇・＊ ① .2③ .I にぶい賞a色 93000676 
461 図78 $ X222A No. 70 T•l\l ti/I (])5.1③ .0 にぷい貧囚色 93000596 
462 lll78 S X222A No.8 ffll.,tz:I <DI. 心3.9 にぷい賞ば色 93000585 
463 !ll78 S X222A No.14 予捏上乙 (i)l.4③ .o にぷい代色 93000587 
464 図18 S X222A No.28 fjY_tz; ① .6(3),.0 にぷい貨代色 93000589 
465 l'ATIJ S X222A No.3 手19.J:Zi ①』．式3.6 にぷい褐色 93000584 
466 図乃 S X222A No.66 frt I: 石 ① (4.5)0>.1.0 にぷい員1!1色 93000592 
467 図乃 S X222A No.10 f,jY_tz; ① (4.4)③ 2.9 にふ：い貨厄色 9'10005防
468 図78 S X222A No.67 HV..l:iO ① (<.2)③ Z.6 桟賞位色 93000594 
4砂 閃乃 S X222A No.58 平l~」,z; ① 3. 如 .1 にぷい氾色 93000591 
HO 図乃 S X222A No.69 予~ ,,石 <1>3.913l'l.7 にぷいぽ色 93000,95 
411 図渭 S X222A No.2• ・,. 代土乙 ① 3. 紀 .8 浚貨色 93000滋
m 図78 S X222A No.•0 "f・ 代上乙 ① 3. 紀加.7 にぷい貨代色 91000590 
473 図711 SX2ねANo.61 手"」:la ① (4.2)② (4.6)③ 5.5 にぷい貿代色 91-000;13 
m 図79 S X222ll No.461外ヒ綽石 ・石杯 ① 18. 閲~12.1③13.0 沢賞11!色 9畑 Si
475 図i9 S X2ZZI! No.,28 土MiZ.・ぶ杯 ① 16.0② 10.7③ 12.4 浅貧111色 9箕 碑 ）
476 図79 SXねZBNo.614外 tUS・iC淋 (1)(15.2)② 00.4)③ 11.6 沢1!!色 93(叩％
m 図19 S X22ZB No.61>・796上鯰乙 ・必杯 ① 16. 以2Hi.OCl)ll.6 柑色 93(燃 73
478 図79 s xmB No.278外上14Zl · iC,!~ (l)l6.8$似 13.l.③1)③121 .2 択111色 9300()85• 
7ヽ9 図79 S X222B No.~1·01 tS.1, • 必ti ① 16. U2 3. ヽ によい貧仕色 93000688 

繕〇 図19 SX2れ 8No.443外 -1:MI?; ・ 迄,~ (1)17,≪%>11.40)13.Z “色 93000848 
<31 図79 SXね2BNo.188 J:lil[i • ぶ“ (1)16. ゆ ll.8<3>12.7 汲寅代色 93000570 
貶ヽ 図79 S XmB  No、箕2-318;ta.l!f, ぶti ① 07.3)② (I』1.2)③ 12.9 鰭寅債色 93000572 
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汲•&·I辺曇晨働頂1•11©11
① (15,8)② 11,5(3)11.9 
① 16.6(2)11.6<:1)13.7 
① 16.6(2)11.8(3)13.3 
① 20.1② US.6)③ 14.3 
① 19,I② 11.8<:1)12.o 
a沿o.以%)12,8(3)14.3
(])'ZJ, ゆI◄ .◄③ 14.8 
① 19.@13. 紀~12.8
① 18.7② 03.3)③ 12.2 
① 15.S(?)I0.3<:l)I0.3 
① 17. 訳%)1◄ .9(3)14.0
① 09.3)② 14,I③ 14.2 
① 17.• ② 13. 父bl,1,0
① 19. 以%)(13.8)③15.0 
① (20.2)② 14. 公DIZ.6
① 17,8 
① 18.2 
① 17,6<:1)27,0 
(1)18.6 
① 06.6)③ 28.9 
① 06.8)<:!)02.6 
① IS. 虻訟9.4
① 11.1③ ,0.1 
① 16.2③ 31.4 
① 12,9(3)20.6 
① 11.r,<:1>11.1 
① 10.9 
① 03.2) 
① 13.0 
① 12,,IG)IS.3 
① 11.J<:1)16.7 
① (12.8) 
① 13. 吠016.0
① (12.•)<:1)16. 4 
① 11.2③ 15.3 
① (12.0)③ 15,2 
① 10.(1(3)15.4 
① (9.6)① 15.4 
① 10.7③ 13.8 
① IO.J<:1)14.8 
① (11.6)③ 13.6 
① 00.4)(3)14.6 
① 11.3 
① 10.2<:1>14,8 
① (12,6)③ 13.0 
① 10.1③ 12.8 
① I0.6.'3)12.6 
(!)9.0 
① 00.7)③ 14.1 
① (11.3)③ 13,7 
① (11.4)③ 12.6 
(!)9ばD12.,
① IU ③ 11.5 
① (9.5)③ 12.0 
① 10.0 
① (9.1)③ 10.7 
① (9.8)③ 11.9 
① IO,o(3)11.8 
① (9.7) 
① 9.2 
① 8.8G'i9. I 
① 8.2 
①，紀切，8
① 8. 閲切.8
の(9.6)③9.3 
① 9.<~.s 
(DS,0:3)9,7 

① 8.1③ 9,7 
① (7.6)G'/9.8 

空II

灰賞褐色

浅賞色

芸色
浅賞出色

代色

浅賞橙色

浅賞Ill色

悶にふ；い紅色

f1ll!t色
にぷい1l!色
にぷい代色
にぷい位色

灰貿褐色

代色

にぷい賞褐色

外：によ憎!・りに>•RI!
汲賞褐色

にぷい寅代色

外：昂褐色 内：貫111色
外：買褐l!!•l'I: 灰褐色

＂色
浅貨柑色

浅賞投色
にぷい貧渇色

浅貨11!色
賞は色
にぷい賞撹色

褐色

汲貰色

茂貨11t色
浅貧11!色
にぷい寅11t色
浅賀11!色
賞灰色

浚貨色
浅買色

にぷい橙色

浅貧色

外： 賞lll l!! • l'I: 汲貴色
外 ：汲贄覆色・ l~ :訳賞色

にぶい賞代色

にぶい賞褐色

貧11t色
浅貫代色

黄＂色
にふい貧代色

択111色
浅貧復色

賞W色
洟,II!色
灰賞色

外：汲賞色・ l'I:昂褐色

汲賞囚色
にふい貧氾し

浪賞＂色
にぶい貨世色

貧駐色

浅貧代色
賣代色

汲賞柑色

貧復色

浅賞色

灰n色
沢n色
浅賞糧色

~~ Hn
-

＝
-
＝
言
言
言
言
言
言
言
言
言
言
言
言
言
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書
細
霊
日
目
言
日
目
目
日
目
言
言
且
且
言
言
旦

号"
552553
幻

魯

滋

557558559
啜

却

滋

563
田
磁
滋
匈
滋
磁

570571gg5575576E578579g581
滋

583584
滋

睾

587588589590591592593594595596597598599600601602603
珈

605606607608609610611612613614615616617618619620

遍 出土位. •.1.• 号 遍輸の覆鑽

S X2228 No.s;s 」:r.tl:l • 薫

S X222B No.295 J: 傾石・ 逼

S X222R No.447 ばれ~ . 'I!
S X222B No.126・155 J:r.fl:l・ 濠
S X222B No.139・1H土t..ぉ・壷
S X222B No.502 J:r.fむ ・逼

S X222 B No. 110 J:r.tiS・ 逼
S X2221l No.679 .t闊岱 ，濠

S X222B No.686 1:t.fiS・薫
S X222B No.254 ;l;Cf呂・黛
S X222El No.551 l:r.tl!I・ 董
S X222B No.645 J:r,ti; • 蛋
S X2221l No.154 上繕石 ・士

S X222B No.542 」1、石 ・濠

S X222B No.619 」:llt乙，囁
S X222B No.153 .tCtw・豪

SX222B NoA22 土r.fl:l・董
S X2228 No.539 土偽l:l・ill
S X2221l No.415 上傾iS・遍
S X2228 No.160 J: 繕石 ・伝

S X222B No.411 Uヽ 石 ・ゑ

S X2228 No.260 .tr.#1:1・壷

S X222£1 No.'54 l:t,fiS・ 董
SX2226 No.ISO J:t. ヽ 石 ・壷

S X2228 No.545 l:r. ヽ 召 ・董
S X2221l No.nS 」1、石 ・飯
S X2228 No. ぉ0 J:r. ヽ 召 ・濠

S X222 II No.165・2 t!,11召 ・也

S X222B No.136 cl: 繕召 ・溢
S X222 B No.633 土輝む ・董
SX2228 No.4お 上闊芯 ・濠

S X2228 No,156・117 1: 闊召 ・逼

S X2228 No,122 土闊iS・董

SX2228 No. 的7 土1,11t; • 壷
S X2228 No.<44 . ば心 ・憲
S X2228 No.459 上Uil:l・と
S X222B No.533 .t緬召 ・棗

S X222 ll No.527 手11!.I石 ・溢
SX222B No.115 f-1¥l.J:l:l・ 漢
S X222B No.653 T代 I:む ・直
S X222 8 No. 151 了4¥Lt石 ・最
S X222 B No.630 手捏j石 ・逼
S X222B No.632 -I'll! 1:l:I・董

S X2228 No.270 f・IV..1:tl・ 壷
sxms No.322 Hll.l:U・濠
S X222 B No.97 手NJ:召 ・・益

sxm11 No.568 手代t.l:i
sxmo No.m T・l¥!±tl 
s xmn No.<99 l'-11! ti. 
S X2221l No.180 1-捏上召

SX2228 No,141 手Ill上召

sxms No.169 手ll!I石
S X222II No.356 l'-1¥!J:tl 
SX位28No.1<5 1・1¥!J: 石
S X2228 No.642 手捏J:召
SX冗28No.1<8 手捏 I:石
SX四2BNo.9,1 H¥J . .t. 召
SX匁213No.360 f・ 捏上石
S X222B No.510 手捏.l'.召
SXね28No.351 手伐t石
S Xmll No,132 f.lい石
S X222ll No.•53 f•!\l,t15 
S X2'128 No.1H 手捏J:石
SXね28No.4'8 手捏J;召
S XmB No,133 手Ill.I:召

S xmB No.$24 f•!V. l:Zl 
S XmB No.565 J-1¥ll:tl 
SX沈ZBNo.535 1'1.1'. 上召

SX222B N●，団2-1 手!~J;召

汲衝Oil•曼さ:tlll・・lH•JU@重量
(1)8.JaiS.8 
① (1.2)0)9.5 
① (9.3)③ 8.0 
① (9.1)② 8.1 
<1)9.3Cl)9.S 
(l)S.7(! 切.I

① 9. ゆ 10.5
① (1.5)③ 10.5 
① 1.~10.6 
① (1.2)③ 9.3 
①．心.9
① (6.4)③ 8.3 
① .4019.4 
① 5.5$8.8 
① (1,1)(3)8.1 
① (8.8)③ 8.6 
① ．駁即.9
① 8.0 
① (1.6)③ 7.8 
① ,I③ 8.1 
① ,7③ 8.1 
① (10.6)③ 9.0 
① .I③ 8.7 
① (6.0)QlS.3 
① (7.6)Q)9.0 
① .I③ 1.9 
① (8.4)③ 7.6 
① (6.71③ .o 
① 1.4③ 7.5 
① (7.S)③ 7.1 
Q)a.~7.1 
① 7. 冗切.2
① ,• ③ 8.4 
(l)<J.2 
① (1.8)(3)1.6 
① .JC切.3
Qla.SC訪.3

①'・ 虻訳・'a沿.o<:切.6
① ,.$.5 
① (6.11③ 6.0 
0)5, 虻訳.o
① (6.4)③ 5.2 
(l)S. 沃応.2
① .71315.J 
① u③ .8 
(l)G.~.6 
① 7. 心 .8
① 7.7③ 3.2 
① .~.5 
① ．記l,1.3
(l)S. 公!)I.I
① (S.3)(3).1.4 
① S.1<3)(1.8 
(l)S沢 .5
(])4,IQ!<.I 
① .I③ .o 
(l)S. 以即.I

① 4. 紀 3.2
(l)G.1③ 3.2 
① ,. 訳知.I
① ,. 心 .I

① 4.5R.6 
① 4. 心 .2
① 3.9:!ll.9 
① 4.1(3)3., 
① 3.4/3)3.1 
① ． 心.2
① 4.IQ)3.I 

e員石II
桟貨代色

賞代色

浅賞位色

”収●履色•が i:.;.,19e
僅色
浅賞Ill色
灰褐色

没黄代色

寅代色

Ill色
灰(I色
灰貧色

汲賞色
外：灰n色 ・内：灰色

灰貧色
賞社色

貧代色

にふい貨Ill!!!
にぶい11l色
にぷい貨111色
にぶい11l色
にふ：い貧11l色
汲貧色

貧囚色

汲賞11l色
灰賞色
汲賞代色

灰(J色
111色
貧潰色
伐寅Ill色
ほ寅柑色

貧Ill色
に」：し、Ill色
m渇色
桟賞代色

にふ •'.ll'.lll色
灰「1色
沿灰色

訳Q色
汲寅Ill色
灰賞色

にぷい貿11l色
Ill色
沢Ill色
赤111色
浪賞代色

浅貧仕色

灰色

汲褐色
祖色

汲J,¥111色
浅賞111色
汲貿Ill色
汲代色
汲,Ir.Ill色
外：疇ふ畠色•内：にふ••Ill~
にぷい貨氾し

灰貧色
浅賞lit{!!
貧柑色

貧11l色
貨代色
汲賞11l色
貨Ill色
浅貧Ill色
にぶい黄Ill色
にふい貧Ill色
汲寅n色

＂ 
賣●●鼻

93000779 
91{細 11
9:!000697 
9細 9
93(碑 4
93000紐
93000769 
93000821 
930007割
93000776 
93000701 
93000781 
93000806 
93000702 
93000736 
93000691 
93000781 
93000667 
93000661 
93000797 
93000663 
9100065!! 
93000SOO 
93000693 
93000809 
93000790 
93000が9
93000819 
93000817 
9300079ヽ
93000199 
9JOOOHOI 
93000816 
93000669 
9300066ヽ
93000698 
93000701 
93000700 
93000815 
93000795 
93000818 
93000792 
93000793 
930006況
93000791 
93000$~ 
9300姻
93000597 
93000691 
930005>< 
9300014? 
93000, が
9300060-I 
93000><8 
93000><? 
93000!;<9 
93000501 
93000563 
93000畷
93000003 
93000736 
93000123 
93000711 
93000ID 
93000737 
93000715 
・9細％
, 300姻？

9細 m
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il働●号’員塁 出土位置 鼈上●号 遣亀の璽饂 温酎〕D&•I辺lll•ell畠·鳳さ(ti■ ~ •· 石材 ●囀 I●I号
621 図邸 S X2221l No. 応7 HY. 土石 汲貿橙色 910005開
622 図認 S X2228 No.771 H~ 土Z 氾色 9300074S 
6広 ~88 S X222B No.665 予,~上乙 明褐色 9細 609
624 図88 S X222B No,738 'f,11¥土石 汲褐色 9碑 5'7
硲 因88 S X222B No.555 手伐・l:ZI 1/il'l色 9300()717 
62G ti488 S X222B No.571 手flt己 にぷい貨召色 93000513 
627 囚88 S X2221l No.569 T>l¥!1:S 外：にふ,,.111t-l'l:111色 93000512 
623 囚槌 S X 2226 No.513 1-l'l.-t石 浅貿111.e 9'.K如 1
629 図88 S X222B No.349 手捏土Z 9こぷい寅位色 9:t-000602 
630 図88 S X222B No. 銚2 手代土乙 段色 930007沈
鉛I 1~88 S X222B No.519 手桟上召 にぶい賞Kt色 93000)51 
匹 図88 S X222B No.585 手11¥1;石 浅貧撹色 9300()1ヽ10
知 1,488 S X 222 B No.525 f-1¥lc!:S 浅貧!UC!! 93000716 
邸 t:488 S X2221l No.517 9代土乙 9こぷい貨は色 93000506 
邸 閃88 S X222ll No.242 H~J:~ 11: に;.,,RU・lli:ill! 9如 59
636 閃88 S X222B No.582 紐 J:Zl 灰r:i色 93000719 
637 図88 S X222B No.S;J 手伐J:Zi 褐色 931畑 I<
臨 1488 S X 222 B No.567 ~/lli; 召 にぶい黄代色 93000511 
紹9 t488 S X2228 No.98 T•l\li: !i にぶい貴橙色 9'.!000502 
640 図 S X222B No.739 ト代i:G 貨11l色 93000739 
641 閃邸 S X222B No.558 l・Ni:ll 貨祖色 91000;()9 
642 閃88 S X222B No.103 1・1¥1.:1:Z. 1こぶい貴代色 9'l000503 
643 図88 S X222 B No.613 手代土Z 沢11t色 93岬 0
6~! 図88 S X2228 No.655 手1J!.上乙 灰賞色 93000726 
645 図肪 S X2228 No.714 手代・I:石 汲貫色 9,000―ヽJI
646 図邸 S X222B No.495 MH:1. 岱貧橙色 93000531 
647 閃認 SXね2BNo.446 f・捏.tl:l 浪貧色 93000721 
648 図訪 S X222B No.778 予社土B にぶい貴Kt色 930007•6 
649 図88 S X2228 No.581 手JY.t石 汲寅復色 93000718 
650 図訪 SXね21lNo.584 手ll!i:石 伐褐色 93000516 
651 図88 $ X 222l1 Ko.168 ],1'1,trl にぶい貨紅色 91000001 
652 閃89 S X2228 No.722 l'!¥!i:Zl 貨Ill色 93000734 
653 図的 SX泣28No.725 1・1¥l土召 貨＂色 93000135 
654 図89 SX2ねllNo.560 手捏上乙 I~ 貫1V.色 93000761 
655 図砂 SX泣20No.776 手捏j;召 浪賣褐色 91碗~1

656 凶89 S X?:r.?B No.720 手l¥l,l:1$ 慎貧色 9JOOOてヽ13 
657 図⑲ SX匹2R No.335 T-tv..tl.l にぷい貧n色 91叩 1
658 図89 SXね28No.5四 T・ 捏上も にぷい，/f.褐色 93'匹 9
659 図切 SXね28No.654 紐 J:1!. 灰貨色 93000125 
660 凶⑲ SX? ね8No.337 手rv.1:z; にぶい＇貧＂色 91000162 
661 図89 SXれ28No.691 f-W.1:ZI 昂褐色 93000610 
662 図89 S X2221l瑯 .770 l・l¥ll'.Zi にふ：い出色 930007鯰
663 図的 SX況20lso.751 紐 J:石 外；灰,,色・1り；沢111色 93碑 so
統., 図89 sxzね8No.576 手伐・1:石 にぶい貰紅色 9J畑 15
665 図⑲ sxzねBNo.559 ~fv,1:1. にぷい貨代色 93000510 
666 図籾 S XZ22B No.736 I-ti'. ~-Zl にぶ,.. 貧代色 93000138 
667 図潤 SX22?B No.661 f・l¥lJ:l:l 岱汎＇色 93000121 
臨 閃郎 SXね2UNo.718 手lllJ:石 灰n色 93000132 
669 図砂 SXmB 1-o.753 紐 J;石 灰ti色 930007•3 
610 図89 S X2228 No.165・3手11!1石 氾色 匹 oom
671 図69 S X222B悩 .s;g f•!lli: tl 岱賞代色 9'J00056; 
672 図的 SXね28l¥o.782 1・1¥ll'.l:l 浪釈色 930007•7 
6;J tAS9 SX泣28i-o.719 手flt!:召 灰(I色 9'.!000,<3 
674 図69 SXね213No.777 1-1¥ltll 浅貿復色 93000611 
675 図89 S XZZZB No.556 f・N.J-.ll, 浅貨仕色 93000700 
676 図的 s xmB 1<0.342 f・l¥lJ: 石 ぼ買II!色 93000751 
677 図89 SX2ねBNo.118 手捏J:石 買Ill色 9'.!000如
6n 図89 SXmB Noふ89 手IY,t:z; 貨U色 93000729 
679 図羽 S X2228油 .518 ト代i:11 外：じふ,,.u-1'1:仮員e ~o螂

邸0 碑 9 S X2228 No.603 f.l¥lJ:Zi 灰出色 930岬
681 図g9 S X222ll No.;<O 1・1¥!. l:Zl 灰貿褐色 930007'0 
邸2 閃89 SX222ll !so.162 手lllJ:Zl にぷい貧柑色 93000000 
総3 囚89 SXね2BNo.531 手代 1:Zi 外；灰:!.1色・内；昂色 93000屯
684 t'169 S XZZZB No.769 r寸~t石 叫褐色 9300074' 
685 図89 S X222B No.130 fl¥¥1:!, 浪貨II!色 匹 OO刃；
686 図g9 5 X 222 B No.612 印」：g 外：汲国色・内：灰褐色 93000,39 
総1 図89 S X2228~o. 161 手l'l±石 にぶい貨紅色 93000599 
紐8 図89 S X 222 8 No.6I S f•l\!I: 石 代色 93000l"U 
邸9 閃89 S X222ll No.75ol T01¥l l:?1 汲 ¥/Ill色 930砥 I

-153-



遺●●書 欝置 出土位量 攣上●書 遍讐の履霞 注駅D(l•曇•lllll·lll:e昌•菖さ@II U ・ 石り •彎 量●●号

690 図的 SX四2BNo.503 手11¥:t石 汲烈灰色 93000564 
691 図⑲ S X?22ll No.512 印V.±召 浅貧攪色 93000756 
692 因防 s xmB No.806 f-j¥l上石 汲貧色 93000148 
693 図的 S Xl'.!28 No.536 手 .ti, 阻褐色 93000759 
694 図89 S X222 8 No.362 手！虹召 ぼ寅代色 93000752 
695 ~89 S X222 B No. 731 手捏土召 外：汲賞褐色・内 ：灰昂色 9'.!000545 
696 因89 S X222B No.606 ”鵞土乙 外 ：汲墨色・内 ：汲貫は色 9'.1000537 
697 図辟 S XZ228 No. 緬・滋 T•N土II 摂褐色 93000606 
6潤 閃的 S X222B No.755 f•!U.Zl 11: 靖員褐e•P! : i~ll貴e 93000552 
699 細 S X2'22B No.504 F捏：t. む .9 烈褐色 93000605 
700 図的 S X222B No.246 手代土乙 外：靖賞ti!!・内：i夏貫艮e 93000560 
701 岬 S X2228 No.53が2手IY.:tl:i 困灰色 9碑 33
;"~ 図羽 S X222 B No.690 手＂ ぼ色 93000730 
703 因的 S X2221l No. 珈 f捏 土乙 外 ： 汲Q色•内 ： 浚賞Q色 93000535 
70ヽ 図的 S X2221l No.523 f>l¥!1: 召 Yl灰色 93000758 
70S 図羽 S X222B No.721 予捏土召 灰臼色 93000544 
706 図釈 S X222B No.734 手!~.ta. 貧褐色 93螂 6
101 畑 S X222B No.614 手O!:t召 外：汲沃褐色・内 ：暢貫R色 93(叩 I
108 図的 S X2'Z2B No.510 紐 :t召 1/.l褐色 93000755 
709 図的 5 X222B No.124 手恨土乙 浅択橙色 93000150 
710 閃的 S X2228 No.608 f・l¥!J:I) 砕褐色 9畑引

711 閃的 S X222 8 No.604 9捏上石 汲~l褐色 9年貨

7ll 図的 S Xz.?2B No.121 手捏.t石 柑色 93000749 
713 閃的 S X222B No.119 手捏.tli 粒色 9箕燃98
714 11190 SXれ28No.765 手 l:i・石台 汲寅白色 93000522 
115 図” S X222B No.809 手＂ 土石・己台 横貿t!!色 9細 29
716 ~90 S X222 8 No. 784 印 ;1:と・lit; 貨白色 93(細;;
717 閃” SXれ28No.251 fe捏土召• Ut; “色 930007い
718 ~90 S X222 B No.616 1・11'. 上石・z;t; 汲褐色 93(螂 17
719 図90 S X222B No.455 手捏上召・石台 氾色 930007~ 
7⑳ MOO S Xr.!2B No.340 手-lll:t.苔・Gt; Q色 930007お
721 図90 S Xr.!28 No.I縞 印 ：lctl・ おれ n色 93000763 
722 図90 S X2.!28 No.150 予捏北石 •お七 浪貿1!l色 93000翌0
723 閃90 S Xi:?28 No.781 手1l!.土召・11,;; 貨囚色 93(燃 26
72ヽ 図90 S X?:?28 No.449 手捏土石 •お台 褐色 ， 
iお

“” 
SX'mB No,;68 手U土召・乙台 i賣褐色 9如 2<

726 因90 sxmo No.767 J-11! 土石・Zit; 賃褐色 9碑巧

721 1/490 S X2121l No.785 J¥l¥!,t.ll・ お七 汲小憎色 93000521 
728 lll!lO S X2228 No.786 F捏J:t;・石古 ii! 奇氾色 9、:l000528

”’ 
閃90 S X?22 B No. 719 手捏」:l!l・石台 汲寅11!色 9100051; 

730 1/190 S XZ!28 No.684 手柑土石・石t 買店色 9貨螂19
731 

“” 
SXれ28No,810 l'N.l: む・z;t; 汲賃牡色 9ll螂 '.lO

732 IA90 SXね28No.m 印 J:&・Zl七 汲褐色 9畑 21
733 図90 SXmB No.618 手捏J:石・r;t; 沢U色 t畑 18
734 ll491 SXmB No.ISO 酎餞 9300IS76 
735 凶92 SXね2ANo.55 石贄慎沿品・鋼じ品 情“ 93001703 
736 因92 SXね2ANo.816 石製桟ゑ品・剣I!/~ 滑ぷ 9300170-I 
737 図92 S X222A No.17 611桟滋品・剣杉品 惰石 93001102 
738 ~92 S X222A No.31 !ill桟滋品・{illJll極 情石 93001101 
739 ~9Z SXmB No.71 ｛漬桟品・Til¥Jll嵐 惰石 畑 1700
1,0 図92 S X222A No.56 石賢艮え品・((IU•Jl!i 滑~i 93001碗
7ヽI 図92 S X222II No.182 1; 蟹桟這品・r,ruq板 惰4,; 93001磁
742 図92 SX沈ZBNo.Ji3 6賢憬` 品・lill.Jtl極 惰石 93001695 
7<3 図92 SX222B No.17< じ雙桟2品•、Ii紐板 惰石 93001690 
7'4 凶92 SXmB No,175 Gil桟え品・lillJll板 滑ぷ 93()(11697 
745 1&92 SXね28No.590 1バ限ゑ品・lilUり板 滑ぷ 93001693 
m 凶92 SXね2llNo.339 li望艮遍1/,•/ilU'll!i 滑“ 9珈 1698
747 凶92 S X222B No.3認 石製桟迅品・［紐l!i 惰石 93001692 
748 凶92 S X222B No, 176 6贄慎丑品・Ti切 H 滑ぷ 93001砂I
749 図” SXねZBNo.•19 6呈侵逗品・1ilU1Jl!i 惰f; 93001689 
15() 閃92 S X222B No.521 1; 製桟量品・lilU'I極 沿ふ・ 9300169↓ 

751 1.1193 S X222 ＊汲 石製桟込品・El'fi 滑" 930017•2 
752 図93 SX222 水法 石＂桟辺品 ・日ー下． .z 憎石 93001728 
753 凶93 sxm ＊注 石賢校迅品・Blt ,2 滑石 畑 1724
154 図93 S X222 ,t<Iた <oNIJ!ill品・臼玉 .• 滑,fj 93001718 
7お 図幻 SX2'l2 >It! た ぶ製伐政品・ffli .2 滑み； 93001726 
756 閃93 SX222 ,t<iた 石製伐辺品 • flTt .2 滑石 93001730 
757 図93 S X222 ＊注 {j製桟沿品・f.l五 .， . 滑石 93001731 
758 因93 SX2'l2 ＊決 石製筏辺品・臼五 .2 滑ぷ 93001729 
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盪綸I号 11111 , 出.t位● 鼈上●号 遍論の履璽 汲衝Doll•晨~lll·U曇•·員fill e胃•石II ●彎 賣●●号

759 閃93 S X222 ＊注 石製I~造品 ・ 臼,~ (l)0.3 !J.0.5c0.I孔ff.0.2 滑石 93001721 
760 図93 S X222 水決 、製膚量こ ... ..  ,~ 平里.. 編J 惰石 930017" 
i61 図93 sxm >!<iた 石髪伐逗品 ，臼屯 <D0.3 tto. .1以9 孔往0.2 惰~， 93001162 
7統 図93 sxm 水iた 石製撲迄品 ・臼玉 (l)O息., 往o. .2孔往〇.2 滑石 93001746 
163 凶” S X222 ＊注 石賢桟沿品 ・臼玉 ,2往0. .I l1. 穫0.2 沿石 93001767 
164 図93 SXね2 ＊注 石製桟辺品・臼玉 ., 往O. .I II. 穫0.2 滑石 93001725 
76, 図93 S X222 ＊ほ 石製桟造品 ・臼玉 .3穫o. .I ll穫0.2 惰石 93001732 
7的 図％ S X212 ＊沈 石製伐辺品 ・m , (])0.3 IJ.O. 細 .I以，，-ill至0.2 滑石 93001152 
767 閃93 SX222 ＊決

石製桟滋品 ，紅 I< (])0<l)0① <l)O <l)O 0 ,3 lf.O.s@O如. <④(釦O .ml'ilff.0.2 
滑石 9300175() 

168 閃93 sxm ,t(jた 石製1良西品 ・日3' .3程0. .I以下孔往0.2 情石 930011Si 
769 閃93 sxm 水液 石製桟近品 ・臼モ .3柑'O. .I孔往0.2 情-r, 93001145 
no 図93 sxm ＊洸 石駁桟必品 ・臼王 .3穫0. .I孔穫0.2 惰石 93001141 
111 図93 S X222 ＊注 石製憬辺品 ・臼 Ii .3 fl0.5(! 釦.lllr孔積0.2 滑石 93001761 
m 図93 sxm ＊決 石製憬造品 ・臼玉 Q)0.3 t蓬0.5@()忠.lll下孔1羞0.2 滑石 9-1001756 
773 図93 sxm ＊注 石製良辺品 ・臼予・ (])0.3程O. .I孔径0.2 情6 畑 17ヽ0
114 図93 sxm 水洗 石製桟込品 ・臼'Ii (l)0,4程0. ,I以下孔往〇.2 滑6 9J(i(Jl736 
ns 図!13 sxm 水積： 石製桟心品 ・日l'. (!)0(!)O (l)O .3程O.<5@0(l)O.IじTR孔0.0.2 滑石 93001748 
776 凶93 sxm 水積； 石製桟心品 ・8°& .2 0.0. .I以下孔tl,0.2 滑石 畑 1131
777 閃虹 sxm ＊法 石製憬返品 ・臼玉 .2邸 .4④ .m, 1tfl.o.2 滑石 9珈 1749
778 図93 SX222 ＊況 石製1真砧品 ・“こli (i)0.3邸 ・'④ .I以ード11.i印 .2 滑石 9四 17$4
119 図団 sxm ＊紐 6製撲逗品 ・UI< (\')0 .3 粍0. ◄@0. 1以下孔程o.z 清石 9珈 1753
咽 図93 sxm ＊汲； 石製桟迅/~, ・ffli (1)0.3 邸， ◄@(), !以下孔往o.i 滑石 9珈 1755
781 凶93 sxm ＊汲； 石製桟応品 ・日五 <!)0<!)O器 .3程o.如如.I孔往〇.2 憎石 9珈 1723
1$2 図93 sxm ＊注 石製I良迅，~. . El五 .3穫0. .I !Lfl. ゚.2 滑“ 9珈 17的
78.1 図切 S X222 ＊注 ぶ製1長迅品 ・U五 .3程O.S<];G.Jl1.ll0.3 滑石 9珈 1778
781 1"19:J sxm ＊決 石製1長込品 ・fl'.li .2咽 .5@().J以下 孔程0.3 憎石 9珈 1779
7邸 閃93 sxm ＊洗 石製撲辺品 ・虹 (l)0Q)O.3 I差0.ゆ◄璽cI .I以下紐0.2 滑石 93001781 
786 図93 sxm ＊洗 石製桟応品 ・EIT<. .3程o. .ll:I下 lt往0.2 憎,f; 93001764 
181 図” sxm ,t<Iた 石製撲迅品.El玉器Q)0.3邸, .I以,..11.tl0.2 滑:i; 93001160 

＂渇 fll93 sxm *Iた 石製I真迅品 ・B玉 .2径0. .I以ード孔粍0.2 沿石 93001759 
7象 図” sxm ＊決 石製伐辺&,・HJi .2 I猷. . I礼程0.2 滑石 93001739 
790 閃9:1 sxm ＊沈 石製榛造品 ・fl玉 ① 0.3⑲ .4c0.1以下孔往 .2 情石 93001738 
791 図93 sxm 水禎

石閃撲政品・ a:i;_ (l)()①① (])(I O0 .3程o.沼如5(, 切)0.1 JL程0.2 清石 93001122 

” 図93 sxm ＊楕 石賛桟迄品 ・El:F. .3往D. . I llltD.2 滑石 93001780 
793 図93 SXな2 ＊注 6賢桟応品 • a~, .2穫0. .I l'¥. 往0.2 滑石 930011総
794 図93 sxm ＊洗 f渭1知~I.I · fl:1, .2 llO.SC, 切.Illll.0.2 滑石 9300113.¥ 
79; 閃93 SX四？ ＊況 石~,~辺品 ・日li <l≫.2 il0.5c0.1以下 孔程0.2 n石 93001757 
796 図93 sxm ,t<U; 石製伐造品 • UJc (l)0,2 itO. 沃忠切.I孔往0,2 惰石 930011'3 
で1 図93 sxm 水洗 石閃伐iil,~. - a五 .2 tlO. .I以'f几ft0.2 沿ぶ 93001磁
198 M93 sxm 水洗 ぷ製沢込品 ・臼玉 ① 〇(J;;).2 llO. .I以r孔ll゚.2 沿石 93001793 
199 図93 SXね2 水紐 ぷ製伐Jlilふ・fJl,.2110. 細 .I以'F!Lll0.2 滑~.i 93001739 
800 図93 S X222 水i氾 石製Ill辺品 • file ~ .2 ll0.4@o.lVH !Ltl0.2 滑引 蜘 01811
801 図93 SX2ね ＊注 石閃桟辺品 ・日3i (l)O.• uo. 辺盆)O, l孔往0,2 惰+; 93001765 
soz 1:,193 S X222 水注 ：fi賃9只込品・臼王 (l)O(])O .< llO. . I ll粍0.2 沿;.; 93001総
803 図93 S X222 水注 石Ill只oj[,¥・日Tt A 11.0. .I孔ll.0.2 滑石 93001720 
804 図93 S X222 ＊紐 ぶ製9只iii品 ・日l< (l)O.• llOA④ 0.1以下孔lt.0.2 情“ 93001127 
805 図93 S X222 水決 石製I只辺品 ・fj屯 ())I).• llO.<④ 0.1孔粍0.2 惰“ 93001磁
806 図93 S X222 ホ決 石製ほl1i品 ，f1,. (J)0息.3 tt.o .,®O. •~n- 孔1f.0 .2 惰イ； 93001737 
807 tll93 S X222 水tた ぷ製氏玉品 ・臼玉 ，< ft0.4“(1)(1切, I /1.ff.0.2 惰什 畑17◄1
808 図93 S X222 水tた “賢収迅品・臼_& ., 穫0. .I以←ド孔”゜.2 滑 9珈 178ヽ
809 図93 S X222 水注 ~. 製快返品・臼玉 .3 fl,0.4(釦.Ill程0.2 惰石 畑 1116
810 図93 S X222 ＊決 ~.; 製伐造品 ・fSli (1)1).3 I沼0.4@0.Ifl勧 .2 滑i; 93001733 
811 閃93 S X222 水積 “製9具送品・臼：R (1)1),3程O.<④0.1孔在0.2 惰{i 9300Jil9 
812 図93 S X222 水決~ れ賢伐迅品 ・臼:Ii (])o.3穫O.<@o.l以l'11.粍0.2 滑6 93001809 
813 因93 S X22~ ＊注 {, 製9只lll品 ・日r.Q)0.3 ff.0.4④ 0.1以r Ill涅0.2 滑石 930017邸
81' 図93 S X222 水決 石闘t真途品 ・ ~,屯 <1)0.3程0.4@0.I以下孔1そ0.2 滑石 9珈 1813
816 図93 S X222 水液 石製桟己品 ・日玉 (DO. 2 ff.0.•©0. 1 fl程0.2 滑.(j 9珈 1775
816 1/493 S X222 水tた 石賢Ill辺It,・臼玉 (l)0(l)O .2 no., ① 0.1 11.1~.2 滑石 93001n7 
817 t;(l93 S X222 ＊注 ~. 製9只込,:,.,n .3 往0.◄④ 0.1以ード孔i洛0.2 滑石 93001791 
818 図93 S X222 ＊決 石製伐迄品 ・日:F. (])0.3粍0.4④ .I以下孔程0.2 滑石 9珈 1810
819 図93 S X222 ＊決 石製撲造品 • M:li Q.)0.3程〇，<璽(i)O.lllr II. 程0.2 憎石 93001790 
820 図93 sxm ホ沈 石製桟迄品 ・e:.. (l)0器.3径0, .I以下孔往0,2 憎“ 93001817 
鯰 1 図93 SX四 ＊液； 石製桟迄＆•, ． “玉 .3 fJ.O. .1117'/lfJ.0.2 滑石 93001773 
四 凶93 sxm ＊注 石製桟辺/J,· fl~ .2 iiO. .I以ード孔ll0.2 滑6 9珈 1772
823 因93 SX匹2 ＊注 ,.; 製桟辺品 • HR (!)(1.3程o.,(l)().m ・I'fl往0.2 滑6 9300173•1 
82• 閃虹 sxm ＊沈 石製伐辺，~. • 0 ·~- (!)0(l)O (l)O .2往0,.4① ④O .I以下孔径0.2 清i, 93001783 
眈S 閃93 sx:m 水液： “製桟i?l,';,・ B五 .3 (lO. .I以ド孔{f.0.2 滑“ 93001803 
8?6 t.<193 sxm 水法 “製桟迅o\'o · El~ .3 lM.4(靭.I以ド孔粍o.i 滑6 93001802 
8Z7 閃93 SX匹2 ,!ti茫 “製桟辺品 ・ ~·Ii ① 0.3 llO.<④ .nn・llff.0.3 滑石 93001769 
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虚図虹 S)(222 水1た ぶ製llt~I.I · 0 t, Q)0.3 !M.•©>. tfff !Lff.0.2 滑石 93001m 
829 図93 S X212 ぷた 6製l酎逗品 ・fff< (J)0.3程0.璽,I以下 /Uf.0.2 滑石 9四 17四
紐図虹 S X222 ぷた 石賢&lll/i/, • l'I玉①0.3径o. . llJl'孔tt0.2 惰,{j 93001815 
831 図93 S X222 水注 6関撲辺品 ・f.l玉 ① 0.2往0. . I以ト・孔tl0.2 滑~; 93001814 
ぬ 図93 S X222 水注 石製桟迅品 ・臼玉 a:o.2往0.4@0.IIH /LlJ.0.2 情イi 93001771 
833 図93 S X222 ぷた .fi製伐迅品 ・，"li (!)o.2往0.4④0. 1以-~・孔ft0.2 滑石 93001770 
＆＂ 閃93 S X222 水Iだ 石製9只逗,1,• fl n (l)0.2 (J.0.4c0.1以 Filll0.2 滑石 93001796 
邸 閃93 S X222 >1<1免 石製憬硲品 ・日1, ① 0.2 ! 愴0.喝)0.1111'flft0.2 滑石 93001的0
836 閃93 S X222 !J<fた ,{, 製桟辺品・日五 ① 0.2 I董o.喝)O.Ill・ト・孔往0.1 滑石 930017蛇
837 図9J S X222 水洸 石製ぽ造品 ・日J, (l;().2 ll0.4① 0. lll'f IL往0.2 滑ii 93001806 
虚 図93 S X222 水洗 石関恨云品・臼五 (!≫,2ll0.40)0, 1rn /Llt0.2 滑~ 93001;63 
839 図93 S X222 れた .f, 製桟辺品 .a.1, <Il0.2 uo.,Ro. m ド孔no.2 滑~; 9300180, 
以〇 図93 sxm 水紐 什製桟砧品 ・B1i (1)().2 ltD.4④ 0.1以 fllff.0.2 滑石 93001812 
841 図93 S X222 磁 石製9影沿品 ・r1Tt (l)<).2粍0.4'切.llll'llll0.2 滑石 93001799 
8ヽ2 図93 S X222 水l昆 6関憬込品 ・E!Tt (l)0.2 ll0.4(切.IIH!l.lt.0.2 滑石 93001794 
843 図93 S X222 水il 石製伐正品 ・臼"KCII0.3 llO. 里.lllT fll至0.2 滑.fi 93001i92 
844 図93 S X222 ,~tた 石製槙心品 ・臼玉 .3 110. . l~l'f 4Ltl0.2 滑石 93001804 
s,s t>l93 S Xね2 水決 ,; 製桟沿品 ・日ft .2穫0. .Iじl'F几ff.0.1 滑石 930018)6 
846 図93 S X222 水!t .fi製快沿品 ・日Tt器(!)0.2 Ito. . lflr ll粍0.2 滑石 93001807 
847 図93 S X222 ,)<! た 4; 製1応近品 ・flIi (l)0.2 fl0.4④ O.lじ11'illl.0.2 滑石 9300179; 
848 f>I幻 S X222 水lた :i; 製艮辺品 ・Fili Cl:-o.2 IJ.0.4④ O. lllr !lff.0.1 滑-Ii 93001758 
8•9 図93 S X222 水注 石製＆心品 ・日l< (!)0.2 llO.•(i)O. lil·f il.ff.0.2 滑~; 93001801 
850 訊93 S X222 水注 G製桟正品 ・日玉 (l≫.2 llO.,l(i)O. lllr孔ft0.2 憎石 93001797 
851 幽• s xms No.,67 石製桟迅品・勾玉 ①2以訟.5 滑~.; 93001705 
852 lll9ヽ sxmn No.709 ぶ製校己品・管玉 ① 2.1 tlO. ＇ .o ll0.0.2 滑石 93001106 
853 1'494 S X 222 ,~ 注 6製恨沿品 ・管 K ① 2.0 ll,O. .8孔程0.2 滑石 93001708 
854 ~94 S XmB  No.ISi ,6製撲幻品 ，管T< (l)J.6程0. .5 11. 程0.2 憎石 93001707 
8団 1)494 S X切2 水決 石製1具ミ品 ・管t 息.3 tlO. .4孔程0.2 憎:i; 93001710 
856 図94 sxm 水tた 石賢桟迅品 ・管玉 .3往o. .3几程0.2 滑,; 9300>709
ss1 tll9< s xmB No.91 ガラス1•:lt .、積〇. . I/¥. 程0.2 93001711 
858 1494 S XZ22B No.411 ガ9ス小li <llO.<粍0以釦.Ifl程0.2 93001712 
859 因94 S Xfflll No.56-1 ガラス➔•li (l)O.S粍0.4④0.1 fl径o.Z 93001713 
860 図94 sxね2 ,t<fた ガラス小t 息.3程o.璽I孔径0.2 9300>11<
861 図94 sx:m ,1<1た 11ラス小玉 .4社o. I IL往0.2 93001715 
862 因94 S)(222 水没 ガラス小1:. ・'穫0. I JL穫0.2 93001716 
863 1)494 S X四2 水fた Ifラス小Ii (])0.3 ff:0.• ④ 0.1孔往0.2 93001717 
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第4章 総括
1. まとめ

平原遺跡2区には縄紋時代から近世までの広範な時代の痕蹄が迫されていた。また、温入と

みられるナイフ影石岱の出土は、周辺地区における当該期迫％の{?在を硝示している。

牧々がこの場所で確認できた最初の活動は縄紋時代中期の人々によるもので、立地や追構の

内容あるいは石岱糾成から想送されるのは定時的な肝営地という性格である。この場が利用さ

れた年代は．土岱屯式から兄て．あまリ ・長期に及ばない !,(I)と息われ、理Illは定かでないが後

馴に入る頃には既に放棄されている。

縄紋•I•期の這構 ・迫物の肘準より上位で縄紋晩期の遺物がややまとま って出土するが．迫1柑

は確認されておらず、迫跡の性格は不11)1である。出1:土岱は、烈川式並行期を主体として若干

の先行する型式を含んでいる。他に数点ではあるが確火に後期後葉に位沢付けられる沢料1,/J',

土しており．石若製作技術にl関して鈴桶技法が希薄ながら認められるのはこれと1月述づけるペ

きかもしれない．

刻目突俗紋：u.; 期から弥生時代終末に至るまで目に兄える形での土地利用の形粉はなく.Jiり

期と 中期•I頃~-後半の追物が•I•央部を中心に少絨改在するのみである。隣核する l11{(1)盛行期

にあたる中期切頻からjj,J菓と後期後'"から終末の遺物はほとんど辺められず、後期頃の1祈産と

思われる銅媒が I.{(IL¥土したが、これも遺情に件うものではない。

;•,in時代においても集落としての利Jtlはなされていないが、初頭からヽI•期にかけて特災な迫

構が形成されている。小流の落ち際に位沢する古項時代初頭の不足If多な落ち込みSX238からは

様々な滋種を含む上蕊群が出J・・し．慨ね布m式古段階並行に比定できそうである。周辺に(,;J時

期の遠構はなく、水辺に設けられた何らかの祭祀に伴う税棄土坑の可能性を指摘しておく 。古

頃時代前期の土坑SK212は．その形状や遺物の出土状況から土坑廷の可能性を持つが、俗を没

むに相応しい立地とは、思えず、結論は保釘しておきたい．

南憫部で検/JIされた古項時代.,.期の祭祀道情SX222は、n然流路のHに多駄の上岱や手柑！」；

益 ・滑石製l兵迅品等の然具が集中的に追棄されたもので、当該期の土器紺年や祭祀行l)の復元

にあたって頂要な情報を得ることができた。

古項時代後期以砕は再び目立った痕跡を招めなくなり、古代 ・中世から近世に至るまで少!il

の遺物が散兄されるのみである．立地条件からすると．弥生時代以砕には水fl1が岱まれていた

可能性が強いが、確たる証拠はi!tられなかった。

平9瓜遺跡 2 区の潤査成米のうち、特策すべきは縄紋時代中期の追構 ・ 遺物と古用時代•I•期の

祭祀遺惰である。本報告を終えるにあたって、 今後の検討課題を抽出するな味で、以下に簡単

にまとめておく。
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2. 縄紋時代中期の遺構と遺物

(I)集石遺構について

2区で検出した45基の焼蝶集積遺情は、主として形態的特徴からいくつかに群別が可能であ

る。先ず、 SX213・S X218の2基は定形的な石囲炉とゥぇてよいもので、仮にA類とする．

S X221・S X228の2甚は中央部に向かって偏平な礫を斜めに立てて組みあげたもので、 B

類とする.S X221は石糾の内部に礫が充填されており．早期の配石を伴う集石炉に類似する。

最も多いのは径0.4-0.Smの略円形に礫が集中するいので、浅い掘り込みを件うものbある．

これらをC類とするが、構成礫の貨共により、 200g以上の大さめの礫が多いしの (CI類： S 

X20l · SX206 · SX224·SX230 · SX23J·SX232 · SX235 · SX247 · SX248 • SX249・ 

S X250)と、 50-100&前後の小さな礫が多いもの (C2類： S X204A・S X204B・S X205・ 

S X207・S X209・S X210・S X217A・S X2l7B・S X220・S X223・S X226・S X227・ 

S X229・S X233・S X234・S X236・S X241・S X242)とに分けられる。

B・C類の平面形はおおむね円形で｀径は0.4-o.smの範l用でほぼ収まり、早期の例に比ペ

て小さいようである。掘り込み中には炭化物が混じるが、炭の府を成す程ではなく ｀掘り込み

には顕行な硬化や；が変は認められない（これは土灯によるものかもしれないが）。礫は迫跡周辺

で採取し易い1£1¥!岩 • 石英岩の亜円礫 ・亜角礫が8-9割以上の応半でmいられている。蝶の

破Illは各迫構によっても果なるが、およそ 4割以上の破mi名である。B・C類は渠石炉と見な

せるが、接合半の低さからすると使用回数はあまり多くなさそうである．

礫の分布範囲が広く 、上下に頂ならないものを D頬とするが、構成礫の大きさが比較的揃う

S X202・S X203 (DI類） と構成礫の大きさがまちまちで集中度も弱いSX211・S X225 (D 

2頬）に分けられる。DI類では遺構の範囲に炭化物が目立っている。また礫の大きさは揃っ

ており、殊にSX203の構成既ははとんどが同じ大きさの完影茂である。遺構の広がりしA・B・

C類に比ぺれば広いが、伐党的にまとまりが見られる。 D2類はほとんど炭化物を伴わず、礫

の大きさもまちまちで分布b散浸である。 DI類も D2類b染石炉と何らかの関わりを持つ礫

の集中と巧えられるが、その実態は大きく火なりそうである。DI類については．礫を加熱し

た場、集石炉に有用な礫の集積、ある段所における集石炉そのbの等、 D2類については、脱

棄礫のまとまりといった性格が想定されようか．

以上の分類に当てはまらないものや状況の不明なものを一括して E類とする。

各類型は、 E類を餘きその平面分布に明らかな追いが認められる。B006区画を中心と し

た中央部分ではC2類が多く、その緑辺部にA類.B類があるが、これらと逸ってCl類は11

とんどがB007区阿に集中する。またDl類は遺構集中部分の南西閑に位沢し、 D2類は集

中部分からやや離れた位；Eにある。遺物分布との関係で言えば、大さな巣中部と してしか認溢
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できず、分布域の細分は課題として残るが、活動空間の中心部分に定形炉や集石炉の分布がは

ぱ煎なり、周辺部に税棄単位の可能性が強い集石遺情が位骰する。45碁の集石遺構の内、炉と

して機能したものがどれだけあるか厳密には確定していないが、少なくとしそれが全てIJI時に

存在したとい うことは、複数の集石炉が接している状況からも巧えにくい。炉の情築を伴う祐

動が累積的にわたった結果として遺構群と遺物群とが大さく頂なり合うのであろう ．

では、集石炉の同時性を紅う手掛かりはないのだろうか。集石遺構「りで礫の接合1関係が認め

られたのは、 SX209-S X210. S X206-S X207、SX204A-S X205-S X217Bの3群で、

いずれ 1,C2類と した集石炉である。SX209-S X210は全面赤化礫同:J？の接合、 SX206-S 

X207は1例が割れ面非赤化礫l司士、 1例が割れ面非赤化礫 (SX206)と全面赤化礫 (SX207l 

の接合.S X204A-S X205-S X2178では割れ面非赤化礫同士の接合である。この うち割れ

面非赤化躾 (SX206) と全面赤化茂 (SX207) との接合関係から、SX207- • S X206とい う

時間の流れを愁定することも不可能ではないが、もう）例が割れ面非赤化既1~1:1:の接合である

ことから限りなく岡時期に近い紀Jllを巧えるぺきであろ う。 他の2群も同様であり、特にSX

209-S X210の場合、 全而赤化蝶同：I: が接合することから、 1個の礫が割れた（あるいは1//11ら

れた）後に、各々の場で使用されている訳で、ほぽ岡時期の集石炉と名え られる。SX210に什

って第 1群土岱の破片が、 SX209に接して 1佃体に復元できる第 1群土岱が出：I: していること

は、その傍証となるだろう ．ある一時期に什在していた集石の数となると全くの推測とならざ

るをえないが亀早期の分析例等からすると 2-3必程度がおよそ妥当な線ではなかろうか。

土岱編年の問題は次節で述べるが、平原遺跡2区下州の遺楕群がq,期の所産であることは1111

追いなく、少なくともこの段腎まで九州北部で集石炉が確実に残＃していたことを示すのであ

る。九州における縄紋時代前期以悴の集石炉は、かつて行った集成＇’以後に気付いたいのに限 っ

ても長崎Iし！深堀遺餅"、熊本県屯田阪内遺跡＇じ ii崎Ill天神河内第 1追跡.,等の前期から,,,期の例

を珠げうるし、宮崎I¥!丸舒第 2遺跡”では後期前半から中葉の集石炉群が検出されている。鹿兄

!~II! 内では、数は漱減Lながら b晩期まで残存するという指摘もあるが＂、必ずし b時期が特定

できなかったり、礫の集中ではあって も焼蝶集積遺構とは確認できなかったりで、今のところ

後期後半以砕で確実な bのはなさそうである。丸ff第2遺跡では竪穴娃物内に炉跡が認められ

ず、集石炉が屈外炉としての機能を:{.jしていた可能性が強いが｀九州東北部の翌iiii地牧では、

はほ同時期の竪穴娃物の多くが吊内に石囲炉を配している。この11り実をもって1:1111'!定形炉の定

れを主張するほど事は単純ではないが、後期に顕冴となる東方世界からの文化流入の一つとし

て注立すべき現象である．

平9釦遺跡2区における事例"を九州における縄紋時代史の中に位沼付ける作菜は、 jjij期から

,ヽ,期の集落様相が不明な現状が改苦されて初めて可能となろう。
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(2)縄紋土翡について

下屈)•,土の縄紋土岱のうち主体を1りめる第 1群a類と第 2群a類について検討し、紺年的位

沢について-r・烈を示しておきたい．

第J群a類：t若は深鉾形で｀狐部は平底ないしやや上庇を成す。 11紐部が直行するものの他、

nがやや張るいのや日駐部が絞やかに外反するものがある• ll粒部は平U紐であるが. 4箇所

程度の突起を有するものがある．施紋部位ははほn紐部から胴部上半に限られ｀指によるよう

な太く滑らかなP11線紋と半餃竹行 ・ 箆 ・ 貝殻守による押•H紋 ． 剌突紋とが交互に施される. ~ 

堕は薄手の bのからややf'/.手のものまであり・ いずれもJlfi.t中に沿石粉末を含む。これらの特

徴から第 IItta類は、これまで並＊式と呼ばれていた型式にはぽ相当するものとゥえられ｀今

次湖守の沢料によってその様~IIがかなり明らかになったと nぇょう．

並＊式：I: 岱は鹿児i~m人; IJ~i並木遺跡を探式とし、命名名である寺師兒国の定義によれば".

吐:?.'fl狐iに浅い人形凹線を施し其の凹線と1!!1線との間の残された部分に、半餃せる竹管、箆、

ll殻等によ って爪形或は変形爪形文の桟疑縄文化）手法を施した物で、形は大体にi![nする鉢形

て'.I]はに鋸f叔状の小亥,,線を人れる場合があり．亦突起のあるしの bある、 L'1-さは顕、胴部で

八粍Iiり後で、狂部は平ai'.或は軽度の世1底である.,というもので、＇かいこ沿石粉末を混人するこ

とi特徴の一つとして少やげられている。並＊式と第 1lff.a類の内容とは整合する．

並木式は、怜畑式から阿窃式へと伸びる系統樹の I・.にあって｀両名を繋ぐ中期前業の」．．岱で

ある、というのが現在の大方の認溢である.':kはこのような理鮮は、あまり古くからのウえで

はない。並木式と阿高式との関係については、おそらく鹿児秘県呑IJ町遺跡＇）や同↓ ¥I江r勺H塚 10)

での附位的1祈兄から並木式が阿泣j式に先行することが鮮った頃から、胎土への沿石のill:入や太

形1り線紋といった共iili項によ って両名が述絞することが認識されはじめたbのと息われる。し

かし.JI!に場1 つて並木式•阿佑j式を 1"1畑式からの系統としてn11雑に位沢付けたのは前川成洋'"や

111,,, 良之"』であろう．

並木式から阿高式への移行過程を説明するにあたって、前川は'1~木式中の(!II線紋を作わない

一群にlt1-1し、凹線紋を11する並木式を経て阿泣j式へと沿らかに変化するとウえた。更に田中

は、世1線紋を11するものに押',I紋と凹線紋の施紋即子が追う二群を兄いだし、押引紋のみのも

のから、押り1紋£群でlllJ線紋も施されるもの、そしてl"I線紋主祁で押引紋b施されるものへ、

という変遷をク定し．それぞれ並*I・ll・ lll式とした。 しかし、細別された並木 1-111式は

沢科の名積が追んだ視時点でさえ肘位的にも迫跡紺の出J:状況においても分離することができ

ず、逆に1,1]ヨμ11本における「 1式J 十 り1式J や 「II式」+ 'Ill式J といった「細))lj朽式J の

共(f.が確認できるのである。並木式とM,:r,式とが系統を1司じくして遥絞する型式であることは

確実だが、その過程については再ゥされる必要がある。また、 杓畑式と並木式・阿席式が系統

として述絞するという名えについて b、両名．の差児があまりに人きいことから批判的な./J.兄が
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あり Ill、並木式の成立に関してもIi[]題が多い。

第2群a類土店は、 n絃部がほぼ直行する深鉢形で、庇部はやや I・.げ庇を成す bのが多いよ

うである。日絃部を肥厚させるのが最大の特徴で、紋様を'{jするものはこの肥,,,.部分に太めの

沈線紋やf/j土紐を貼り付けた浮線紋が施される。第2群a類は遺跡での出土状況から第 ICfca 

類とほぼ同時期とゥえられるが、現在まで九州北部において注：(Iされたことのない一群である。

そこで幾分祝野を広げて類例を求めると、九州市部の鹿児!~l\!ヽI•尾田遺路＇嶋》Ul/f!第Ill類土凸、殊

に粘土紐を張り付けた山形の浮線紋」．店に極めて良く類似する ものがある，同種の-1:岱は．鹿

児秘m下で成,,,迫跡"'、島巡遺跨` ＇`、加治kl!刈遺粉＂＇、 出口涵跡"'、松芙堂追鉢"'等から/1¥」：し

てお り.Jit的には少ない＆のの/.1',Wirt跡での単純/JI土から一屯式を成すものとして捉え うる。

東 f!I幸は、これらをWA式；I.:岱に後絞する bのと位沼付け、宮崎m大・，I'道跡を楼式とする人:.,, 

式と対比している,OJ。大平式＝大平遺跡第一類土お...は、くびれた頚部から反転してnit部が1人

潤し、底部は小径で外備に張1)/J',す非常に独特な器形を;{:jしており．これとほぽl,i)類の土店と

しては鹿兄島l\!:0園A遺蹄"'の沢料がある。 確かに大平第一類 ・介園A と ·1峨濁 2 群al./i·•l•尾

田Lil類とでは。類似点 b多く 両名が非常に近いものであることは疑いないが、分布 も含めた朴l

遠点をク慮して．後者を仮に中尾mm類土岱と呼んで区別しておく 。

第 1群 a類 （並＊式）と第2群a類（中尾田Ill類） の関係であるが、遺跡での11り））iからす

れば面者は同時期か非常に近接した述絞する時期かと名えられる。『1時(?在とすれば、村/fJLの

関係か輿系統の関係かにあるとみなければならないが、いずれも遺跡での実態か らは支持し雑

い。 また、並木式が•1•1-l田 Ill類に先行するとウえれば、 ·.1~木式と1111011111類と の間にr-r,f:i.<I:Iこ

沿の入る余地がなくなり、この説 b採mできない。したがって中尾LLLLLL類は並木式に先行する

nf能性が性い。

春El式の位沼についてはその古い部分が船元Ill式から里木II式に並行し、新しい部分が里

;j,:111式以砕と捉えられておリ...、店形やl)l位紋様の共布や迫跡での出J:状況から．この•lE rrl関係

はかなり妥当性がありそうである。そうすると、中尾田UI類やそれに絞く並木式が里木Ill式以

砕の中期後案段階にまで新しく位沢付けなければならないという悦くぺきこ とになる。並木人・

飼沿；式は.iI内貝塚で春H式の」:If!からIll土しており..,、少なくとも里*"式並行期より渭らな

いことは1:rえそうである。問題は北部九州における春El式並行期．あるいは船元 I・II式並行

期の土器型式である.WEI式については従米t1穀禾痕から轟式系とされてきたものや、船元式

系等とされているしのの中に類似沢料を散兄することがでさ．大きくは九州i射部における動慇

と述動しているものと "{・愁しており、船元 I・II式については北部九州においてもJ阻純馴が什

在した可能性が濃J!/.である。並木式 ・ 阿硲式の111(1 を ＇］畑式に b とめてきた従米の説を一 ~l.r/j·

算して、新たな系統観の構築を目指す必要があるだろう。

-161-



3. 祭祀遺構5X222について

S X222とした古用時代の祭祀遺構は、平而分布から SX222AとSX2228の2群と捉えられ

た。 SX222Aは、ほぼ完形の土店が密行した状態で据え寂かれている。SX222Bは範liltが広

く、破jJlしている土器も多いが、その多くは個体としてまとまっており土沿片の集合ではない。

垂直分布も個体数が多いわりには煎吊的でない。また、礫が寇図的に集積されており．それを

磐座とまでは言えないにせよ、脱棄の場というよりは神まつりが執り行われた祭場そのもので

ある可能性が1白く示唆される。 SX222Aについては、その状況から 1回の祭祀を示すものと、t

えるが、 SX2228については．一度に多北の祭具がmいられたのか、複数団の名を祀行為の娯依

した結果なのかが問題である。薮川の程度が、僅かながらも時間差を示すものであれば、 SX

2228が先行し.S X222Aの形成直後に洪水によ って一気に埋没したと想定される。SX222A 

とSX2228の土沿が復数の型式に跨がっていないこと、土召のjJl傷や岱表面の1糸耗が顕著でな

いこと．流路が非常に不安定であったと思われるこ と、等から数年以上の低を持つものではな

いと芍えられる．

S X222からI.I',上した遺物は．土r.,z、~ (甕 · •l•M壺 ・小型壺 ・ 小翌復合＂様壼 ・ i叫1) 、手·捏

土岱（壼 ・岱台）．冷石製模辺品（剣形品3・双fL円板11・Jli孔円板2・勾王 1・管玉5. 臼玉

978)、内行花紋系倭錢片 I.ガラス小玉7、である。

冷石製1兵造品には匁J影品、有孔111板（双孔 ・II¥孔）．臼玉、管王、勾玉がある。剣形品3点は

いずれも SX222Aからの出土で、菱形ない し隋葉形と いった平面形を示し．片面のみに絹のあ

るものである。 2点のllitL円板は厄みや孔径がかなり哭なることから、果たして同種の遺物と

認定でさるかどうか疑問である。双孔円板は大小2種があり、 ILi開距雌や比半に一定のJj;[理は

碩えない。臼玉は中央部に稜があるものと、平玉と呼んだほうが良い bのがあるが、明確には

分離できない。勾；じは小型で断面が鳥蹄形に近く．表面には線状痕や稜を留め艶Illし仕上げは

行っていない。

手捏.1:r.;は、小型壺．岱台の1及倣と芍えられる bので、多くの楊合原型を栽えぬ程にデフォ

ルメされている。 小型壺の特に小さいものとの区別が難しいが、口絃部内外のヨコナテ潤整の

有無を目安として分躍した。

土閲器は布侑式の終末期か、その頂後の段階にあたる bので、精製の西台 ・小型l.i:.IJ丸底壺

といった苫種の欠沼は、それを哀付けるものであろう。筑前地域を巾心とした先行研究＂）を参照

しつつ、編年的位沢を与えておく。いずれの案も布留式からの変容する過程で長 ・茄杯の型式

変化や岱種の交替という現象を兄いだす点で心兄が一致しているが、それらの変化をどの段階

に認めるかで多少の翻駈をきたしている。これは当該期の土沿が初期須恵沿のm現と連動する

こと．各お種の出現!tiが迫構の性格や総鼠に b大さく左右されること等の11~111 による。平原S

X2と2b祭祀這構という性格から岱種の偏りがある可能性は否めないが、 SX222を一つの段所
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として、その前後と合わせて次のように理解する．

①平原SX222『[jjijの段階：甕ぱ布留製の特徴を失いつつあるものの僅かに内病U紐を留め．

小型でやや広Clの丸底壺や小型岱台といった布釘式を特徴づける器‘権が残存している段陪であ

る。泣j杯も脚柱状部が細長く駈らみを残す。

②平原SX222相当の段階：凌が布留的な内滸口紘を殆ど留めなくなり、n緑部が紅行する b

のや外反するいのに変化している。体部は球形で苫壁は財手となる。硲杯では新たにし、J 字

状脚部を示す類がIll現するが．杯部は屈曲部が明餃で直線的にllll<, 
③平脱SX222直後の段階：甕は頸の屈曲が弱いものも現れ、長胴化するのが特徴である。茄

杯は綬やかな変化であるが、杯部が丸みを滞び屈1川が弱くなる。それまでの鉾とは系培の洪な

る椀が新たにIll視し、安定した組成を示すようになる。取手付の甑が出現するのbこの段階で

ある。

①段附は松木37号住屁跨'"、 ②段附は平原SX222・御床松1#.15号住届踪”’、③段陪は赤井手

43号住I&路”’・塚:V-:D地区9号 ・II号住届跡.., ・伊勢th3区 1号住届躇,.,亀芍の沢料を充てるこ

とができる。

初期須患岱との関係で言えば、 ③段附の土輝器が、赤井手43号itl紅跡で凶邑TK73型式の樽

形賂と、松木140街区祭祀遺構で池の上 Ia式"'の朝倉産広口壼と．共件しており、並行関係の

一部が押さえられるが、礫石8号墳や鈴熊STOOiでは珀邑TK216型式と"'、池の上D-1土坑

慕では池の上 Ib式と共件しているので.,,、③段階とした一群の時110鯰がやや長いこ とがわか

る。初期須忠溢は祭祀遺構や墳祉において多く用いられることが知られており 、平原SX222の

ような多依の土召を用いた祭祀遺構にあって1点も出土していない事実は、 ②段階がUI恵沿以

前である可能性を示唆するが、須恵西の生産開始が果たして③段階の内に留まるものであるか

どうかは鳥未確認の事項である．実年代としては①を 4世紀第4四半紀頃、②を 5世紀第 1四

半紀頃、③を5111;紀第2-3四半紀頃としておく 。

平J~iS X222の内容と編年的位沼について述ぺたが、Ill内における石製快造品をIii土した遺跡

のうち、比較的内容のわかる 3遺踏の例をみてみよう。

本遺跡と指呼の距離にある基山町伊勢山遺跡では、第 1区2号住記址と第3区 1号住届址を

中心に祭祀遺物が出土している。第 1 区 2 号t~l釦址からは、土師匹硲杯 ・杯・椀 ． 蕊 .'J1t, .

甕 ・甑、 r須忠器」杯、手捏土苫 rm,26·~ 土台27、土製丸玉6、滑石製俣迅品双孔円板 I.単

孔円板6• 長方形板2・臼玉2.000、ガラス小玉 1、鉄鏃2、土錘 I,砥石 1がM土している。

また第3区1号住居址からは土師器硲杯 ・杯・椀 ・壺 .'tit」・甕・甑、 r須懸器J 甕、手・捏土器

「tit,17、沿石製双孔円板 l.単孔円板3・勾五2• 臼玉4.鉄鏃l、鉄滓 l、:I：製紡錘!Ill、

砥石］が出土している。竪穴込物の床而に10cm程のII¥色土の堆積があり、その上から祭祀遺物

が出土したことから竪穴娃物の税絶後に祭場として利川されたものと報告されている。確かに
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llll/の紐物に伴う祭祀とするには多すぎる拭である。第 3 区 l •I}住屈址は9副邑T K73型式並行

馴とクえられる。報告者は祭祀の対象として基tl」を栄げつつも、結論は保留している。

玄界渭沿1;1部の9行津市中原遺跡.., では、 P:I項とみ られる 5 号•項の fl.1溝北西隅で2.2X5.6mの

範囲に」芯や玉頚・鉄苫の集中する祭祀退構が確認されている。出：I; 遺物は、須恵僻甕3.肱 I・

布溢祁杯5.硲杯溢8.j/(口壺 l、土師岱壺］ ．椀）、沿石製1軒L円板1・臼王356.ガラス,Jヽ

玉II・桃珀丸玉 ・棗玉6.鉄鎌2.j失摘鎌I.鉄lFf-1、鉄鈍1、箪型鉄鎌 1.石突状鉄笞3.

その他の鉄製品がある。 またやや繕れて須忍岱窃杯辺 I.土師器椀2が出土している。玉類と

鉄岱は中央部に集中し、炎に入れられていたbのが散乱した状態と報告されている。また礫が

散兄されるが、これが1料衣形の古墳外渡施設のものなのか．祭祀遺構に伴うものなのかは明ら

かでない。 ＝因本部が検出されていないため、やや1ぶ夕を残すが、古墳に伴う梨祀遺構として良

いだろう。時期は多Ji).!.(器から.J糾邑TK23製式並行とみられる。

佐買平ff西部の三H月町石木遺跨.., では、SX006流路から祭具とみられる遺物がまとま って

II', 土している。 俯体数は加り1であるが、 J:師笞椀 ．鉢 ・互杯 ・杯澁 ・小型/J;.ロ壺 ・甕 ・支脚、

須恵沿液杯 .ff溢 ．邸杯 ・肱 ・短釘滋、沿石製戌孔円板 ・子持勾3<.、土製校造品（勾玉 ・設）、

手捏上沿（壼 .?., 台 ・皮袋形）、木製品 CN形 ・鞍 ・竪杵 ・横槌 ・靴 ・鋤等）がある。遺物は流

路に設けられた堰状這情の部分から出土しているが．土岱からみてかなりの時間栢がある．須

忠店でいえば9勾邑TK23型式から'「K209型式並行とみられ、他の遺物群しこの時1111糾の小で巧

息しなければならない。滑石製有孔(IJ板と子持勾玉..I: 製校造品とはおそらく時期差があろう 。

祭祀行l)の対象が何であるかは不IりIだが、 11',:t状況から水に関わる祭祀とゥえられる．

3遺％の例をi創乱してみたが、平原SX222と比餃した場合どうであろうか．時期的には平原

S X222と伊勢1J1第3区 tf}住届址がはほ,~,時期で.,,,, 瓜5号項北西隅祭紀遺構がやや後ll¥し、

.fi*S X006はこれと同時期からそれ以砕に及ぶ沿石製阪泣品ではいずれの場合も共通するの

はイiイLJIJ板で、これにfぼ．が加わるのが基木的な糾み合わせであろう 。子持勾Jiや土製侯造品

は滑石製校造品の盛行馴より後：1¥(1勺と芍えられる。立地や祭祀の在り方で：iえば、 中J?Jlfl)が古

JJ'IIこ件う祭祀、伊勢Iii例が集蒋内祭祀、石木例と平原例が集裕外粒部の祭祀と言えようか．

滑石製校造品は、東北南部から九州北部にかけて疎密はあるものの全国的に分布しており、

しか L地域的な変％の少ないことが指摘されている”’。 これらは畿内政権の強い影響下にその

然Aが広がったものと理解されており．畿内を中心とした波紋の広がリというような単純な図

式ではないが、九州においては北部の極めて限られた地戌に集中し、特に筑後川以南にははと

んど及んでおらず"'、およそ 6世紀以悴の七製桟造品や子持勾:r,_の分布が九州南部にまで及ん

でいることと対照して．そのIt哉が興味深いところである。

品後に.S X222における祭祀の対象が何であったかについて触れておく。再三総り返してき

たように、 1犯J く、墳俗に
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rr- う祭祀や集i'if内祭祀ではないことは1りI らかである。 ~I然流路の脇にあたることからすれば水

との関わりが力慮されるが、水源地や湖沼に位沢するのではない。可能性のl戎を出ないが、こ

の地が柚比地区において bっと b水田に相応しい立地であることからすると、水IU経営に件う

祭祀行名）ではなかったかと息われる。今一つ、祭祀対象の候補として糸げられるのは、 fJ>~tll

這路のはぽ其束5.5km程.'I叩遺抹21むからは東北束7.5km程の位沢に、独立丘として望兄さ

れる様硲130.6mの城Ill(花立山）である。さはど~Y,い山ではないが刺:(!平野の,1,・で一際U立つ

整芙な山容を兄せており、 II.I純からいささか遠すぎるのが難ではあるが神奈偏型の神体山とし

て倍仰の対象となったことは充分に考えられる。しっとも、この時期、城Ill山視には朝介系初

期須恵岱然の一つである山隈窓終群が保菜しており、如Jiとして染める地にこうしに生沌遺跡

が立地Lうるのかという疑念がある。ここでは、水IIIに関わる利水 ・治水．あるいは雨乞いを

目的とした祭祀と推論しておこう。

................. 

図95 流路 ・湿地とSX222の1紺 (1 : 2,500) 
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23)東柏幸 1991 '鹿児~Illにおける縄文中期の紐柑J r市九州縄文泊lit』 No. 5 pp.35-,16 111九州縄文

研究仝

24) 

ぷJtff•r款q委H会 1992 'O: 内ll塚』沿ili!Jf町＇ 蔵文化財発揖鋼氏紺告"'(2)

及びmo文献

25)主に以下の論功を参照した．

①佐々木 汽ほ 1980 'fi曲 Jr今光遺翔・地余遺％』 pp.6-1-69 東念不動殺株式仝tl

②佐々＊衿彦 19糾 r松＊遺轄詳1い：J: 呂の展llll,r松木遺粉 l パ紐1川町文化財潤笠骰~H'l'第II集 pp. 

182-186 

③樗沢 ーl)J ]989 r北部九州土召編年の概~,•第25回涅蔵文化財研究集会 ~.in峙代前'f.期の占lAlll

t土召の検討 R'n冥行』 埋蔵文化財研究会

④ 1t-J: 裕弘 1⇔ l r北部九州における,1;1n出視期前後の土召詳とその1,『袋J'll!tヽ凡人先生:UJl/c.念論果

,'; 文化論叢』pp.315-372 児.I¥"'人先生喜＂記念ぶ稟全

⑤樗IllI真雄 1991 『九州Jr古墳時代の研究 第 6を 土鍋店と須思召』 、鼠山閏

な/;.①今光編年とC松木編年のH応関係については．佐々木自身の記述によれ1ふ今光IVJII=松木IV馴

の古段附（松,t-37-1;-IJ澤葬）ー今允V期（今光滋2): 松*IV期の祈段陪 co,w松!£il5サ住/,•;料） ―•今光VJ

期のー 1111 =松*V期＝茄井:J,43サf紐：％、 と糟解でさる． したがって今光 • 松*Ill年を-Itして今允VJ/I =

松*"期とするのはあくまで切Im名の意兄であり．策名はこうした立場をとらない．

26)邦lilJII町敦n委it1l 1984 r松＊遺胚 1,邦月川町文化財調査紺告密第II染

27)点摩町孜＂ 委It仝 1983 『卸床松厖遺鉢J 忠津•r文化財調査報~HHl3 集

28) 1,11 iii数fl委ll会 1980 r赤Jヤ予遺跡, /Hlili文化財躙査報告杏第 6果

29)属岡Ml教打委H仝 1985 r塚堂遺粋IV,浮羽バイパス関係9皇蔵文化財綱査餡w第4槃

30)佐1rn1孜脊委It仝 1970 『基Ill町11•~,111• !~ 栖市水吉遺翔』

JI)他の上退％の編年はfflllDJJ; 雄の修正案による（網IllI幻雄 1982 r池の上墳極群と囚R土石J『IJ木 iii史』

J:.を l)p.29じ・300IrふI改 編纂委U会）．

32)藷税宏行・多々良 li.111・轟井肩,,や 1985 'W.tt平ffの初期須恵石-,ij灯1:1.,,ぽ文化汰配第15!1¥ pp. 

9-38 几州古文化研究会

33) ·u·*•li教rt委n全 1979 『池のJ・.JA廷群』甘*"i文化財綱査恨告芥第5集

34) IJf淳iii枚什委Jl会 1987 『 • l•JC<ill終』 l廿tftjf;文化財閃査紺む第18!11

35l ll'ttU!ll<fl委ll会 1976 『石木遺翔J佐f!Ul文化財潤査紺告芥第35集

36) !ti山杯訊 1965 r古代然祀遁捨の分射私"''『1:代文化』第35fll pp. 53-68 [!!co/;~ え大学iり ，•;q;会

37) 』-·~ 紋男 1982 r九州の石製校造品,r, ャ文化論集J下唸 pp.1149-1180 森,,次郎博士古稀記念論文

集~fir会

滑打製1災迅品が9日11i1九州以iiiに竹慧という訳ではなく.u近 b熊＊平ffで双孔fll板のlb.J.:例があるが（熊

*if;f,'fl委n会 1992 'J:.illi僑邸fB遺葬 第 1次綱社区兒揖躙企慨覺1』)薔や1より筑後/IfillりをJJ!として

極めて令簿となる傾向I!父j.りでさる．
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付編 平原遺跡の古環境変遷
バ リノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

平原遺跡の北匹側には、 r糾山系の中で束沿に位沢する九千部山がある。この九T・部山から派

'F. するir,位段丘には、いくつもの小さい河川により1l11析された浅く狭長な谷がイi在する。本迅跡

は、谷を1叫1析する小河川が平野部へと迅なる丘陵地から丘陵下に広がる本川川左/,i!の低地にかけ

て位沢する（図 1)。丘陵地は平原遺跡 1 区 ・ 3 区とされ．弥生時代中期ー後期および古J:t1時代 '-I•

期～後問の集硲が検出されている。今阿は低地の発掘調査が行われ、平原遺跡2区とされた。本

岡査区では． 縄文時代中期から古項時代中期にわたる遺惰 ・遺物が検出されている。

発揺調査時において、本遺踪周辺地liltの古哀坦変遷と屈作の消長 ・ 様態に関する検討を ~I 的と

した自然科学分析調査の必要性があるとされ．当社では佐双姐教打委R全と 協謙の結米、 J:記分

析詞査目的を巧慮 して．珪藻分析 ・花粉分析 ・イネ属Jcil,i・植物珪酸体分析の各分析岡究を行う

こととした。さらに縄文時代中期とされる集石の構築年代を雑認するために、放射性炭索年代測

定を行うとともに、集石の燃料材とされる炭化材の樹種を知るために材9司定を行うこととした。

各分析詞査項目の分析点数は．珪藻分析が22点、花粉分析が19点｀植物珪酸体分析が19l;(.放

射性炭索年代測定が2点、材届1定が1点である。

1. 平原遺跡2区の層序と試料

発掘岡在区は、本川川の氾心により形成された自然堤防と後背溢地が分布する。当社では、後

背湿地である 3箇所（第 1地..~-第 3地点）の地点から;J:壌試料を採取した。まfと自然災JJi..l:.

である 4箇所（第 4地点～第 7地点）の地点から佐rm教打委n全により土壌試料が採取された。

第 1地点～第3地点は．下部から灰色砂一咲、灰色シルトー粘土.MA-褐色泥炭、暗灰色帖土と

なる。第4地点は全体的に砂を主体とした堆積物からなるが、拉下部で腐梢が混人し、 I: 部でシ

ルトが混じる。第5地点ー第7地点は、下部から灰色砂～蝶、その上位には部分的に砂附を1火む

灰紐;;I:-シルトが堆積する。

試料は、各地点より 3-Scmの厚さで述絞的に採取した。採取試料から縄文時代•I•期～古頃時

代,,,期の堆積物を中心に して各分析に供する試料を選択した。図 2-4に試科採取地点の l'./M断

面図を示し、図 51こ試料採取府位および分析位設を示す．

なお、発掘潤査所兄では第 1地点ー第 3地点の土陪断面では、 SMが縄文時代晩期遺物包含附

とされ、 4/fl・5 /f1が古墳時代,,,期の遺物包含肘とされている。第4地点では3肘が純文9寺代q,

期の遺物包含層 2吊が縄文時代晩期の遺物包含層とされている。第5地点ー第7地点では t:kり

断面の7IMが縄文酢代晩期の遺物包含府とされている。
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図 1.追跡の位蛮および試料採取地点
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2. 分析方法と結果の表示法

(I)珪藻分析

試料を湿頂で約 7g秤i,tし、過政化水滋水 （出0,)、塩酸 (HCI)処理の順に化学処理し、試科

の泥化と布機物の分解 ・浜白を行う．自然沈降法で粘土分．矧斜法で砂分を餘去した後適当lit

計1)取り カバーガラス上に滴下．乾煤する。乾燥後、プリュウラックスで片人する．

検錢は、光学顕微鏡で油没600倍あるいは1.000倍で行い、メカニカルステージでfI:なの測船に

沿って走究し．珪藻殻が'I'分以上残存するものを対象に200個体以上同定 ・計数する（なお、 J:1,藻

殻数の少ない試料はこの阻 I)でない）。この際．珪藻殻の破mのない完形殻と破損のある非完彩殻

とを区別してit数し、珪藻殻の保＃度（完形殻数／総数 XIOO) を求めてゥ寮の院にグ怠した。 ~i

の同定は、K.Krammcr& Lange-Bcrtalot 0986・1988・1991)などを川いる。なお．珪藻の'I,

態性の解説を表 1に示す。 堆積環坑の推定に当たっては、安Ii(1990)の哀壌指ほ種群をJIIいる。

各試料から産出した珪藻化石は、殺/Jl個体数で現して一区表として表示する。また．産o'l',1*12.

0%以上を示す主な珪藻化石については、主妻珪藻化石の肘位分布図を作成する。図,,の●は 1%

ぶルの出視*を、 〇は100個以下の試料における産出した植類を示す．

< 2)・1と粉分析およびイネ屈同定

i品煎約lOgの試料についてHF処既、煎液分離 (ZnBrdtlll:2.2)、アセト リシス処理、KOH処児

の船に物理 ・化学的な処理を施して、花粉 ・胞子化石を試科から分躍 ・i!'l集する。処理後の残沢

をグリセリンで討入し、プレパラートを作製した後．光学顕徴餞下でプレバラート全雁を走介し

ながら、出視する全ての種類 (Taxa)について同定 ・at数を行う。また、検出されるイネ科花粉

化石については、ノマルスキー徴分干渉装訳をf叫IIして表而徴細惰造を観察し．りむ!'-/L/:;1辺の肥

f'/. 状況・花粉粒径をゥ慮しながら、栽培禎物とされるイネ屈と他のイネ科に区分する．

結果は1司定 ・計数結染の一覧表と主疫花粉化石群集の肘位的変化として表示する．図巾の/1',JJ/.

字は、 **1£粉が木本花粉総数を、 :r,x本花粉 ・胞子が総数より不明花粉を餘いた数を、それぞれ

基数として百分中で算出している。図表中で複数の種類をハイフォン（一）で結んだものは、撞

類IIりの区別が困穀なものである。なお｀凶中の●〇は1%未潤＋ば＊＊化粉100僻体未満の試料

から検出された種類を示す。また、イネ屈1.. 1定結朱は、鈴木 ・中村 (1977)にしたがい、イネ科

化粉の中でイネ屈の占める割介であるイネ屈比半（％）として示す．

(3) M物珪敲体分析

試科約5gについて、過酸化水索水と塩酸による布機物と鉄分の餘去、超音波処理による試料

の分散、沈降法によるfl;土分の餘去、訊液分離（火化亜鉛：比派2.3)を順に行い、禎物珪岐体を

分躍 ・浪集する。検位し易い混度に希釈した後．カパーガラスに涵下し會佗煤させる．これを．

プリュ ウラ ックスでH入してプレパラートを作製する。

検餞は光学顕徴錢下で、 Ii',現するイネ科葉部（葉身と菜鞘）の葉部短細胞に111米した植物珪酸
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体（以下、短細胞珪酸体と呼ぷ）および葉身機動細胞に由米した梢物珪酸体（以下、機動細9包珪

隊体と呼ぶ）を、近葎 • 佐瀬 (1986)の分類を参名にして1司定 ・計数する。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と個数を一覧表で示す。また、各権類 (Taxa)の出現傾

向から、 生存していたイネ科植物を検討するために、植物珪絞体糾成図を作成する。 II',視半は、

短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体紺に、それぞれの総数を基数として百分串で狂出する。

表 1.珪藻化石の生態性

塩分浪皮に,iする区分 塩分にllする遍ら性 '~fl i; JI! (悧）

漏＊生糟：儘塩't.lt(Pol)'hal心叫 塩分濱ぼ~0.0,<- ミル以.I:に出1見するしの 低緯／夏熱召湯填．塩＊躙など

湯>l<'tlt:11塁'tll!Ft↑"'ヤi而 el iii最生It.塩分温度ヽ 0.0-30.0バーミルに出現するぃの 一債漏填(,x埠 糟＆び大ltl!ll班，，lli!ll

汽水生檜 ： ヽI•屯生H 叩.UICll:».Mふ 1 信中這'lllt(~M吟al-.!
河II・内潤・沿1;,,塩＊綱・出など

(Mesoh● lobous) ,ヽ_ミ，..i:IM!t•~ ff中塁生lll,-M"""31如 ｝

汲＊生檜；賃塩生檜
紐＊生It:塩分れ度0ふバーミル以rに出現するしの

一釈怜,j<J,!
(Oligohalobous) (ex瀾ff!・池・沼・阿lll · Jll · ffi沢Jt· ~)

塩分・PII・泣水9こHする区分 塩分.pH. 漬水にMする遍応tt

＼ 勺
貧塩 - If塩忙rtmョlori,noo•I 小駄の塩分がある"がよく,,,,,するいの ＾塩類（温水患J:以・温泉• 騒ffl.t壇）

員嵐ー不定ttltllnd;ffer"'d小黛ff)!JI分があってにれによく耐えることがでさるいの ーflll.,j<絨(ill訊泡・ill・filJll・ffl訳追など）

貫lllー縫llll1!l1Halo(如lllo,") Jヽヽ量の塩分にbi!えることがでさないbの 泣ぬ・湿地・m沢地

広填塩忙檀(Eucyhalinous)鵡霞砧鯰＇い で応輯鳴釦馘I:痣r:t臀t~切 —穀>I<-汽＊械

~ ~ 
＂讀住橿 IAcicloMonutk)pH1.llllU,'1!.111'9ゆ.m,,i劇訪誡で鼠は（生fltるI"ill.II!・ 湿地・火n濶（綬仕水9え）

り醸性ff(Acid叩hilous) pHl.Of{近に出JJ!.plll.OIH,i水誡でllbよく生nするいり 湿

pH・'! 逍住町 lndiffrrrnd pfl?.O付近の中住＊滋で蚊bよく'F.'ffするbの

も名 會iアルか/tiltいlkalili,il叫 0!11.0II近に出引.pHl.OllJ:の水填で鹸しよ{1'tft6~{f)
一般枕水tex瀾Ill ・泡招 ・ 1•1111)

真アルカ'lttlt!Atkalibiontiel ≫i;pH8.Sllt, のアルか1住＊櫨で11碩（出視するMの アルか1性水墳（少ない）

l 
Alt.*往檜(Umoob;omic> ,t水にのみIll呪するしの 浚人水のない潤m-湯m

會111:>I<住憧(Llmnophilous)止水に11徴的であるが．洟水に6出曳するしの 潟氾・池lll·f/1.ll~llやかな/II

漬水不定住!IUndiffertnd 止"''こ b流>1<1;6曹蘊に出現する6の 河川・JII•池i8・illl沼

If撞＊住檜(R如 Jll,ilous)庫水に1,1徴的であるが，止水にいii現するいの 河川・川・小Ill・上i釦填

n浚水住憧(R恥 biontic)撞＊填にのみm現するしの 祠/11・/II・浚Itの追い/II・渫浚・l:i釦鼻.. 好れ性lt(AerophB匹 9

住I4~f·t~ a＊ベl,f'l邊il,り,i;,日を以のj一項外;Jl壇群の<AeiliJで常f•r緬こに多i生aとクK加.e.いの知うb可温i：ta能晒りlS~さ\Jmと/tたi.ここさ．柑土え録填あな／中し口ばに填り．土渭に濱生す費{lる.層't 枚 ·••慎汎M土木II.,,項tのV.,北O,恨れi~1層"元'1J湿s,,,'Iや,＇直遭ゃた幹上•,やに.n項そや\1生I1r.L:-,/:jf:えに'1'•1.i.,似・,r.Cコl'°tW:,Iケ.こ,コ》tに,ヶ.lHに:tに叫fT<11~Ull 霞情9 11 ,. 
冨

ft 塩分に片する区分1:.Lowe (1974). pllと滋*'こMする区分は.Iいstedt(1937-381による．

3. 化石の産状

(I)珪藻化石

分析結果を表2・3.図 6に示す。珪藻化石が比較的良好に産出した地点は、 第 1地点～第3

地点であり、 第4地点ー第7地点からはほとんど産Illしない。各地点の産出分類群の合計は.20 

屈119分類群 (85種 ・25変種 .I品種 ・屈まで判Iり1したもの8種類）である。珪藻化石が産Illした

試料の完形殻の出現序は、 55%-80%と硲!¥-である。次に各地点ごとに産出種の特徴を述ぺる。

• 第 1地点

拭料番勺・3・4-2の 2試料とも珪藻化石群集は位似しており、湖沼沼沢湿地指楼種群 (N)のほ
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凡例

11.R.: 塩分沿度に)!する過ら住

Ogh・hil: 貧Ill'叶出仕撞
Ogh-ind: It塩イ；定性憧

Ogh•hob: It塩鳩塩住"
Clgh•unk : lt塩9渭lff:

pll: 水富イオンilll度に)Iするitlo11;

al-bi: Aアルカリ性撞
al-il:lfアルカリtt!I.
ind: pl1不よ性H
oc・il: H峨佗種
ac-bi : ti讀廿：H
unk : pH不剛U

C.R. :i.lt水にMする遍応佗

I-bi: Ad:A<ttlt 
l・ph: lfJt. 水性H
ind: ill水イ'li!lt械
r・ 曲 ：If泣-t<t1,~
,-bl: J'(液水性憧
unk: 藷水,1;q111

口墳指笞ヽ9
[Kl : ヽ,,_ドillt'I'河/lllliほIf.[Ml : 闊＂（浮遊性 Ill.IN):潤mm沢iW.地lli!fHI.[OJ : m沢湿地f•lll'F.H:. <nl・.U. 安轟．

1990による）. #: II汚濁仕闊.#::ii清水性III以上II.漬辺ばか. 19861こよる）．（・l : Ill生If瀑 ({ • I\) :ACf.. [ • H) : 

BCf.. fV轟． 噸内. 1991による）

表 3.第5地点ー第7地点の珪藻分析結呆
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し裳):.- -~ — 告琴 II • ? I 

"●9虹 ¥ヽ"atロ""''屯 0 0 0 0 0 0 0 II ● 

"皐·~,● """k;,hVヽ●las.,,.;., ・・・・・・。 ". 
山紅ki.. w .. , 『s...セ, 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
''"" w .. .., ::..,:u ........................................................................................... !. .... ~.... ~.... L ... ! ..... !. .... • ..... l ..... ~. 
T0<● IN山心""'●・ - , . . . . , . . . 

aぃ'"'"•=
寡 5鴫A

• II H 

筍9嶋A

II IJ 11-7 16 

.,, 鴫心

7・2 ID 

凡例

ll.R.: 塩分!Q度l:)jする遍応往

()gh・hob : Jt塩鳩IJ111;RI
Ogh-unk: 賃出1渭lit

口屯指ば穫er,
[OJ :m沢湿地(.t・l'l1遺.Ol l;U. 女..1990による），,:111ヽm沿 t,: t/l/1~ 屯 If.(以J;l.l.箕i!Jllか.'幽 I:よる），

l・l :wtr.t厖([.A] : ACJ.. [. BJ : BU. wa. 叫内.1991による）

pH: *;I; イオン心度に)jする返Iott

ac-;1: If績“
unk: ptl.f'明R

C.R.: f≪,tc1こ月する遍ビ竹；

ind: 億,tc;這：佗U

unk: i紅水イ；＂＂’
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徴種（安藤,1990)の Aulacosi ro omb如 0 が優占する。これに付随して沼沢湿地付が社I,種群 (0)

の主要構成種（安藤. 1990)の Cymbellasゆaeq,ヽa/is.Pimutlaria viridis. 好止水性種の Fra

-gilaria co,isln、ensvar. ventげ、流水不定性種の Amplwroo匹 /isva.r. a/fi11isを件う．

• 第2地点

珪孫化石が良好にill(出したのは試料番号3であり．他の 4試料（試科番号I・7・9・10-2)では

54憫体以下と少ない。また、珪藻化石群集は第 1地点と近似しており、湖沼m沢湿地指探種群(N)

の探徴種のAulaco,-iro ambiguaが優占する。こ れに付随Lて沼沢湿地付莉生種群 (0)の主凄楕

成種の Cymbellasu如eq1mlis.好JI:水性種の F,喀ilaガ'aco11str11e,zs var. venterを伴う 。

• 第3地点

珪涵化石群集は．試料番¥}11と試料番'-}6・2-2で大きく輿なる。試科番号11は中～下流忙河川

指標種群 (Klの主要構成種（安藤,1990)の Ac/ma11//1硲 la11ceolat仏 m沢湿地付名t生種 (0)

の主要構成種の E,motia郎clinolisvar. minor. Comphone, 加 gracile、流水1淀性植の

Amp/りraova/is var. offin心などが多産する。これに対Lて、試料番号 6・2-2は、第 ]JI!!点 ・

第2地点の珪藻化石の産状と近似しており、湖沼沼沢湿地指探糀群 (N)の歴徴種の A,ヽlacosira

ambiguaが優占し、沼沢湿地付省生種群 (0)の主要構成種の Cyn1bellas, ヽ加eq碑 /is.妬 I:水性

種の Fragilariac<1nslnt切 svar. venterなどを件う。

• 第 4 地点

全試料とも珪藻化石は全く検出されない。

• 第5地点ー第7地点

これらの地点では珪藻化石ははとんど産Illしないか．産出してい哀れている bのが大部分であ

る。

(2)花粉化石

結果は．及4・5.図 7• 8に示す。花粉化石は、第 1地点～第3地点では比餃的良好にIii現

するが、第5地点～第7地点では保存状態が悪い。しかb第5地点の試料番分 9、第 6地点の試

料番号'9・2、第 7地点の試料番号7-2・10の4試料では花粉化石の検出偶体数b少ない。花粉化石

群集は、＊＊花粉ではコナラ屈アカガシ亜屈・クリ屈ーシイノキ屈ーマテバシイ属（大半は．シ

イノキ屈に同定される）が多産する。一方、京本花粉は各地点の下位ではほとんど検出されない

が、 上位に向かってイネ科が附加する．次に各地点ごとに結果を述ぺる。

• 第 1地点

各試料の花粉化石群集は大きく変化せず、コナラk.i¥アカガシ亜属が多死し、次いでクり屈ーシ

イノキ属ーマテパシイ屈が/I',現する。この他．マッ屈 ・コナラ屈コナラ亜屈 ・ウルシ屈 ・ッ ツジ

科を随伴する。ぶ本花粉は、イネ科が上位に向かって附加傾向する。栽培梢物とされる イネ屈は、

試科番号3で検出される．
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表 4.第 1地点～第 3地点の花粉分析結果
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表 5.第5地点～第 7地点の花粉分析結果

第 5地点

種 類 (Taxa)

* * 1E 粉
マキ狐

モミ属

ッガ狐

マツ属惰繕管束亜屈

マッ狐（和,u
スギ属

イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科

ヤマモモ鼠

クマシテ属ーアサダ品

ハンノキ属

コナラ狐コナラ亜属

コナう属アカガシ亜属

クリ屈ーシイノキ属ーマテパシイ属

ニレ狐ーケヤキ属

工ノキ狐ームクノキ属

ヤドりギ鍼

カラスザンショウ属

アカノガシワ属 — - - -
ウルシ狐 ー 7 I I -
モチノキ狐 ー 4 - - 6 
クロウメモドキ科 ー I - - I -

プドウ属 — - - - - I 
／プドウ属 — - - - 2 I 
ウコギIt - I - I - -

ハイノキ狐 — - - - I I 

エゴノキ狐 - - - - - I -
テイカカズラ狐 ー I - - - 2 7 

スイカズラ属........................................................ : ―....... : ...... : ―: ...... : ....... : ...... ! ....... ―: ...... : ―....... : ... 
1,t * IE 粉

ガマ属 — — 
イネ科・ - IS 
ヵャッリグサ•I斗 ー 10

クワ科 ー 1

サナエ?'i'笛ーウナギッカミ節 — 4 

ナデシコ科 ー 1

カラマッソウ狐 — - - - -

パラH - 3 - - I 
ミy,ヽギ属 — - - I -
ヒシ属 — - - - I 
セ1Jll -1 ------
ヨモギ属 I 2 - 2 - 9 I I 

f怠のキク亜科 一 3 - 4 I ................................................................................. 皐.., ......... : ..... .. 一: ... ―....... こ．．
不彎11E扮 ー 3 - 10 13 15 19 - -

，．．．．．．．．．．．．．．．會●＊．．．．．．．會●● ● ● ● ● ● ＊＊＊● ........................................................................... ・.......
不明花粉

シダ類詑子
321 252 285 1031 1222 322 1743 505 6随

令 計

*4<1E扮
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第2地点

各試科の花粉化石群集は、試料番号9・10-2との間を坦と し

て変化する。試科番'-}10-2はクリ属ーシイノキ属ーマテバシイ

属が多淮し．次いでアカガシ亜属が出現する。これに対して試

科番サ9よ1).1今．位になると、クリ屈ーシイノキ属ーマテパシイ

屈が多産するがそのIll現半が減少し、アカガシ亜屈がJi!l!,甜半

に出現する。1,x>1<1と粉では．上位に向かってイネ科が培加する。

栽培梢物とされるイネ屈は、試科番・l';・3より」，．位で検出される。

• 第3地点

各試科の花粉化イi群集は大きく変化せず．アカガシ亜屈がJ,~

表6.イネ屈同定結果

地!JIll位試＂番ら｝ イネllllt>l<(%l

I 4 3 35 

····--····~······ .. ~:2 ...... ,-...... ~........ _ 
2 2 I 32 

4 3 31 
5 7 0 

8 9 0 

・・r ... .!J・・・・・..1蒻・・・・・・・・・・・品 ・．．．．．．．

5 6 0 
8 II 0 

．．至：：：：：そ：：：：：：：：：o:::::::::::.:J:::::::: 
6 7 II 0 

13 0 
10 l•-2 0 
II 16 

。
しぶ'f.に/I',現し、次いでクリ属ーシイノキ屈ーマテパシイ属が出現する。1,・,本化粉は、上位に向

かってイネ科が削加する。

• 第5地，.!,（

各試料の化粉化石の保存状態はll<.シダ類胞子が多産する。試科番令IIはアカガシ亜屈が多

産し、コナラ亜屈 ・クリ屈ーシイノキ屈ーマテパシイ屈を伴う 。卒本花粉はほとんど検出されな

い。

• 第6地点

各試科の花粉化石の保存状態は悪く、シダ類胞子が多産する．＊＊花粉ではアカガシ亜屈・ク

リ屈ーシイノ キ属ーマテパシイ屈が多産する。このうち、クリ屈ーシイノキ屈ーマテパシイ屈は、

I: 位に向かって減少する.1:, 木花粉は、はとんど検出されない。

• 第7地点

花粉化石は．全試科ともはとんど検出されない。

(3)禎物珪酸体

結果は．表7・8.図9・10に示す。イネ科起源の植物珪酸体は全試料で多く検Illされ、保＃

状態も良好である。第1地点ー第3地点の植物珪酸体糾成は、下位附にクケ亜科が多産するが｀

第4地！・'.(-第 7地点では上位附でタケ亜科とイチゴツナギ亜科が多産する。次に各地点ごとの植

物珪酸体の殺状を記す．

• 第 1地点

試料岱勺'4-2・3の様物珪酸体紐成は類似しており、短紐1馳珪駿体 ・機動細胞珪酸体と bタケ亜

科が多殺し、キピ族 ・ヨシ屈 ・コプナグサ屈 ・イチゴツナギ亜科などが随作する。栽培航物とさ

れるイネ屈は、 2試科と b低串ではあるが検出される．

• 第 2地点

試料番・•,;• J0-2 · 9 · 7 · 3 · I の梢物珪酸体糾成はクケ亜科が多産し、キピ族 ・ ヨシ屈・コプ
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表 7. 第 1地点～第3地点の植物珪酸体分析結呆
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ナグサ属などが随伴する。イネ属は試料番刃・9より上位で検出され．訳料番r;-3• lで機動細胞

珪陪体が多産する。

• 第3地点

試料番牙11・6・2-2の植物珪酸体組成はクケ亜科が多産し、キピ族 ・ヨシ属・コプナグサ属 ・

イチゴ・ソナギ亜科などが随伴する。イ ネ属は全試料とも検出され、 上位に向かって機動細胞珪酸

体が増加する。

• 第 5地点

試料番号11・9の植物珪酸'*組成は、クケ亜科・イチゴ＇ソナギ亜科が多産し、キピ族・ヨシ屈 ・

コプナグサ屈などが随件する。イネ屈は、 2試料とも検/JIされる。

• 第 6地点

試料番勺116・14-2・13・11・9-2の植物珪酸9本は、試料番号13・11の間を現にして変化する。試

科番号16-13ではタケ亜科が多産するが．試科番刃・ll・9-2ではクケ亜科に加えて、イチゴ＇ソナギ

亜科も多殺する。また、キピ族 ・ヨシ屈 ・コプナグサ属が随件する。イネ属は、試料番.¥}II・9-2

でわずかに検出される。

• 第1地点

試料番号10・7-2では、タケ亜科 ・イチゴツナギ亜科が多産し、キピ族 ・ヨシ屈 ・コプナグサ属

などが随件する。イネ屈は、2試料とも低率ながら検出される。

4. 遺跡周辺地域の古環境について

(ll水域只況について

第4地9岳～第 7地点では、珪藻化石がはとんど検出されないために、これらの地点の水域曰壌

についてゥ寮することは困難である。とくに第 4地点のように珪藻化石が全く検出されなかった

要因は．本地点が砂を主体とした府であるためと芍えられる．珪藻は死後シルトサイズ以下の微

細粒：，• と挙動を共にすることが知られている（小杉， 1989) 。このことを芍這．すると、第 4 地点は

本川川の氾濫の影響を受けたために、珪藻化石は流下してしま ったと息われる。また、第5地点

～第7地点についてし自然炭9月に位応することを芍えると、第4地点と同様に珪藻化石が流,'llし

た可能性があるとともに、堆積物がシルト以下の徴細粒十であることから、堆積物中に取り込ま

れる珪藻化石が少なかった可能性もある．

第1地点ー第3地点では、珪藻化石が比較的良好に検出される。第1地点～第3地点の珪藻化

石群集には層位的変化がみられる。すなわち、縄文時代晩期とされる 8/f!では、 ,・1・,-下流性河川

指様種群 (K)の主咲構成種（安藤.1990)の Aclman/11硲 1の,ceolala.沼沢溢地付杵生種群 (O)

の主妻構成種の E,moliapectinalis var. mi11o,; Gomphone,na gracile. 流水不定性種の

Amphora ova/is var. af/i11isなどが多産するこ とから、縄文時代晩期には分析岡査地点周辺は流
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水の影響を受ける沼沢のような水域が＃在していたと巧えられる。このことは、本地点が本川川

の後背湿地に位沿しているという地形的背穀や層相とも函和的といえる。また．古墳時代ヽI•期の

4 /fl・5吊では湖沼m沢湿地指屈種群の Au/acosiraambig,taが優占 し、これに付随してm沢i品

地付芍生種群の Cynwel/aSU如匹四/is.Pinnt、/ariaviridis、好止水性種の Fragi/ariaconstme,1s 

var. venterなどを伴う。このことから、古墳時代中期には、本溢地内は沼沢～池iUのような河

川の影響の少ない水域であ ったと推定される。とくに本吊郎が遺跡内に広範囲に堆積してい

ることを考息すると、このような安定した水破只埴は遺跡全体に広がっていたことが示峻され

る。

すなわち． 縄文時代晩期から古墳峙代中期にかけては、沼沢のような水域から池沼のような水

墳に変化したものと息われる．

(2)周辺地域の古捐生について

各地点で得られた花粉化石群集の特徴は、コナラ属アカガシ亜属・クリ屈ーシイノキ属ーマテ

バシイ属（大半はシイノキ属）が多産することである。これらの極類は応木性であり、花粉生産

拭が膨大である。したがって、これらの花粉化石の消長は、時間的 ・空間的に比較することが可

能である。ここで多産するアカガシ亜屈 ・クリ属ーシイノキ属ーマテパシイ属は./ff位的な変化

がみられ、縄文時代晩期遺物包含府の下位用ではクリ属ーシイノキ属ーマテパシイ属が多産し、

その上位層ではアカガシ亜属が多荏する。また、古墳時代中期の遺物包合層では、マツ属力増加

傾向を示す。 また、な本花粉化石の出現傾向は、 4層と 5用の間を壌として変化する。511'1まで

は1;i.本花粉化石の出現串が低く、検出される種類数 も少ない。これに対して 4Ailから上位ではイ

ネ科が多産し、カヤツリグサ科などを伴う。ただし、第5地点ー第7地点で検出される花粉化石

の保存状態は、その大半が悪い。花粉化石が種類により分解度が異なるとされていること（中村．

1967)を労息すると、第5地点～第7地点の花粉化石群集は、当時の梢生を充分に反映していな

い可能性もある． したがって、 ここでは、花粉化石が比較的良好に検I!¥された第1地点ー第3地

点を中心に巧察を行うこととする。

一方．各地点から1!1られた傾物珪酸体組成は、縄文時代晩期遺物包含陪より ード位射では、各地

点ともクケ亜科が多産する。しかし、その上位吊になると後背湿地では植物珪酸体糾成に大さな

変化がみれないが、自然堤防上ではクケ亜科の他にイチゴ＇ソナギ亜科が多産する．

このような特徴が認められる花粉化石や植物珪酸体の中には．本遺跡が本川）IIの氾濫原に位沢

していることから、異なった地域から遅搬 ・堆積した bのも含まれている可能性がある。したが

って、ここで得られた花粉化石群集 ・植物珪酸体組成は比較的広い範囲の植生を反映していると

推定される。このことを考慮して以下に考察を行うこととする。

a. 森林傾生

II層-2/t!堆積時には現在の9及温符常緑広葉樹林（照葉樹林）の主要構成要索であるアカガ
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シ亜属やシイノキ属が主に生打し、この他にもコナラ亜ほ ・ウルシ属 ・モチノキ属 ・ッツジ属な

どの種類も生打していたと考えられる。

北九州地方における縄文時代の古植生に関する調査研究事例はいくつかみられる。その中で佐

代県伊万具湾内で縄文時代中期に堆積したとみられる貝層（伊万里貝層）では、クリ属ーシイノ

キ属が多産し、次いでアカガシ亜属が出現する花粉化石群集が得られている（波多江ほか.1973), 

また、長崎県島J~l半~~唸仙岳の中腹に位演する原生沼では、約6.500年前以降の植生変遷が花粉分

析の結果から検討されている（三好 ・伊藤 1980)。それによると、約6,500年前以降アカガシ亜

属やシイノキ屈からなる照葉樹林が成立していたが、約400年iiり以粋になるとアカマツニ次林へ移

行したとされている。また、烈田 ・畑111(1979)によると、北九州地方では約8.500年前から照葉

樹林が発達するとされている．このように北九州地方では、アカガシ亜属やシイノキ属からなる

照葉樹林が存在していたことが明らかにされている。今回の花粉化石群集糾成からも先述の研究

潤査事例と同様な傾向が示され、 11/ff-2層堆積時には照葉樹林が分布していたと推定される。

ただし、縄文時代晩期以前ではシイノキ属が多産し、縄文時代晩期以閂ではアカガシ亜属が多産

する。このことから、照菓樹林を構成する稽類は會縄文時代晩期以前と縄文時代晩期以降で漢な

ってお り．縄文時代晩期以前は主にシイノキ属を中心とした照葉樹林が分布したが、同時代時期

以粋にはアカガシ亜属を中心と した照菓樹林に変化した可能性がある。また、この時期を通じて

**花粉化石の出現半が砧半であることから、本遺跡の付近に森林が存在していた可能性がある。

古墳時代中期の 4/tiでは、下位と比較してマツ属が増加する。ま た、同時に1,'I本花粉化石の出

現卒が増加し、栽培捐物とされるイネ属し検出される。縄文海追最盛期以降にマッ属の花粉化石

が急珀 ・多産する現象は1]本各地で認められており、これが直接的あるいは1111接的な人間の捐生

干渉に起因しているとされている（塚田.1981)。このことから、本遺踪周辺地域でも古墳時代中

期以粋になると人1111の傾生干渉が著しくなり 、ニョウマツ類を主体とする二次林と呼ばれる林分

が存在していたと推定される。

b. 低地の植生

縄文時代晩期以前の堆積吊では、タケ亜科が多殺し、キピ族、ヨシ属、ウシクサ族（コプナグ

サ屈・ススキ属を含む）などが検出される。クケ亜科の植物珪酸体は、他のイネ科栢物と比較し

て風化に弥く、生産鼠が多いとされている（近蘊.1982: 杉1J1・藤原 1986).このことを巧慮す

ると．クケ亜科の出JJI.卒は過大に評価される可能性がある。これらのことから、分析国査地点の

周辺には、キピ緞クケ亜科、ススキ属などのイネ科れ物が生訂していたと推定される。また、

遺跡間辺の比較的湿った場所には、マコモ凪．ヨシ属．コプナグサ属などが生存しいていたと推

定される。ただし、 1;,本花粉化石の出現串が低く、しかも検出される種類が少ないため、低地の

植生に関する詳細な検討は難しい．

縄文時代晩期にも本遺跡周辺には、クケ亜科、キピ誤ウシクサ族（ススキ属を含む）などの
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イネ科梢物が生行していたと推定される。ただし、後背湿地と自然災JJj上では植物珪酸体組成が

展なり、自然堤防上ではイチゴツナギ亜科が多巌することが特徴である。このことから、自然堤

9月の周辺にはイチゴツナギ亜科などが生行していた可能性がある．

古墳時代中期以粋になると、後背温地の周辺はヒエ属などのキピ族、クケ亜科などのイネ科梢

物が主に生存しており、この他にbカヤツ＇）グサ科・ヨモギ属などの種類が 生'f.rしていたと息ゎ

れる。また、問辺の水湿地にはガマ属、ヨシ属、コプナグサ属、 ミズアオイ属などが生'f.lしてい

たのであろう。

C. 稲作の消長および様態

縄文時代晩期の遺物包含1ff である第 2 地点•第 3地点の 8 /ffおよび第5地点(-第7地点 7Mで

は、 横動細胞珪酸体 ・短細胞珪酸体とも栽培植物とされるイネ属が検出される。

福岡市板付遺踪では、刻目突帝文土西の段所で畦畔を伴う水田区画が検出されており、放射性

炭索年代fi1iが3,400年前を示す堆積用の花粉分析の結果では、イネ属花粉化石が出現する（中村・

畑屯 1976)。また、J甘津市菜畑遺跡では夜臼式土吾・板付［式土沿共伴期の水田址で畦畔や水詫

などの遺構が認められた。さらに、夜臼式 ・板付l式より土1.°f型式が古いII」ノ寺式土益を含む堆

積吊からも水[fl址が確認された。これら水田陪について花粉分析を行った結果、ともにイネ属の

花粉化石が検出されている（中村， 1982)。また、熊本凩J:.酎部遺跡C地点から出土した縄文時代

晩期の上ノ原式土店の駒土中にイネ属のプラント ・オバール（植物珪敵体）が含まれていたこと

が報告されている（藤原， 1981)。このように北九州地方の稲作は、ウ古学 ・自然科学の両分野の

国査 ・研究成果から、縄文時代晩期まで遡ることが明らかにされた。

本遺跡でも梢物珪液体分析の結果、縄文時代晩期の遺物包含吊からイネ属がわずかに検出され

たが、イネ属機動細胞珪酸体・ 短細胞珪酸体の出現串が低串であり、特に第5地点～第7地点で

はイチゴ＇ソナギ亜科 ・クケ亜科が多没すること、花粉分析の結果、イネ科花粉化石の出現串が低

半であり、イネ属花粉化石が検出されないこと、托揺潤．査により水田址が検出されないことから、

当時本遺跡で稲作が行われていた可能性は低いと思われる。

古墳時代中期の遺物包含/fl(4層.5附）では、イネ属の機動細胞珪酸体が比較的良好に検/Jl

され、短細胞珪敵体 も僅かながら検出される。現水田耕作土用を対象にしてlOha当り500kgのイナ

ワラを投入する作業を 8年間絞けた場合のイネ属機動細胞珪酸体の出現串は16%とされている

（近藤， 1988)。この研究?II例と今回の分析結果を比較すると、 4Jtl• 5層のイネ属機動細胞珪殺

体の出現率は若干低い。しかし、花粉化石では 4/ffになると、イネ科花粉化石の出現串が増加し、

その中でイネ属が占める割合も30%以上となる。現在の水田耕土で花粉の動態研究を行った結果、

イネ科花粉のり1でイネ属花粉が占める割合（イネ属比串）が30%以上である場合、現在に近い集

約度で稲作が行われていたとみなしてよい（鈴木 ・小村, 1977)とされている。これらのことを

芳慮すると、 4吊が堆積した頃の遺粉周辺の低地では、稲作が行われていた可能性がtr,い。また、
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サジオモダカ属 ・オモダカ属などの水生梢物が水田雑卒として存在していた可能性もある。

なお、随件種のヒエ屈・キピ属 ・エノコログサ属 ・キピ族・イチゴッナギ亜科は栽培植物の種

を含むが、これらが栽培植物に由米するかは植物珪酸体の形懇学的特徴からは現段府では判断は

できない。

5. 縄文時代中期の集石に関する分析調査

(!)集石の構築年代確認

縄文時代中期とされる集石 (SX202・SX204)から検出された也料材と考えられる炭化材を用い

て放射性炭索年代測定を実施し、遺構の構築年代の確認を行った。測定については、学腎院大学

放射性炭索年代測定玉に依頼した。なお、半減期の算出には、 "Cの半減期として LIBBYの半

減期 5,570年を使川している。

測定結果は、SX202の炭化材では約4.500年前の年代値が得られ、SX204の炭化材は約4.700年前

の年代飢が得られた。これらの年代値は、キーリ ・武藤 (1982)によれば、縄文時代前期後半～末

頃に相当し、集石が構築されたとされる縄文時代中期よりやや古い。これについては。本遺跡の

地下水位などの影響により、試料中に古い放射性炭索が供給された可能性もあるが、土若型式編

年との検討を凄する．

表9.放射性炭索年代測定結果

試料名 試科の質 年代値 y.8.P.(1950年よりの年数） Godo No. 

SX202 炭化材 4.580土 140y.B.P. 2.630 B.C. Gak-16540 

SX204 炭化材 4.700土 120y.B.P. 2. 750 B.C. Gak-16541 

(2)燃料材の種類

縄文時代中期の集石(SX204)から検出された燃料材と名えられている炭化材の樹種名を知るた

めに．材岡定を実施した。観察方法は、試料を乾燥させた後、実体顕微位で猷察 ・同定した。な

お、試料が,Jヽ 片であったため、顕徴餞写其撮影はできなかった。

・コナラ属コナラ亜属の一種 (Q,《erc,,ssゆg切 .Lゅidoba/a血 ssp.) プナ科

只孔材で、孔圏部は 1-2列。試科はいずれb細片で．孔隣外,Jヽ 道管の観察はできない。迅管

は、単穿孔を布し、壁孔は交互状に配列する。放射組繊は同性｀単列、 I -20細胞窃のものと複

合放射糾控とがある．以上の特徴から、コナラ属の内哀孔材の形態をもつコナラ亜屈の一種と同

定した。コナラ亜属は小道管の形態からク ヌギ節とコナラ節に分類できるが、今回の試料は小
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迅管の観察ができなかったため、両者を分類する.::.とが不可能であった。

6. 総括

縄文時代晩期の低地の水域曰境は、滋水の影響を受ける沼沢のような水域であり、古項時代•I•

期になると安定し、沼沢～池沼のような水)/JIが存在していたと思われる。

また、 ,~1辺地域の古植生については、 縄文時代晩期以前は主にシイノキ属を中心とした照葉樹

林が分布していたと考えられ、縄文時代晩期以砕にはアカガシ亜属を中心とした照葉樹林に変化

したと推定される．また、古墳時代中期の頃になると人間の植生干渉が著しくなり、ニョウマッ

類を主体とする二次林と呼ばれる林分が存在していたと推定される。とくに丘陵地では．弥生時

代中期～後期および古墳時代中期ー後期の集落が形成されていることから、その当時周辺植生へ

の人11IJの干渉があったものと思われる．

縄文時代晩期の遺物包含州から栽培植物とされるイネ屈珪酸体がわずかに検出された。しかし、

イネ属珪酸体の出現串が低いことや水田址が検出されないことから、本遺跡およびその付近で稲

作が行われた可能性は低い。また．古墳時代中期には植物珪絞体およびイネ属同定の結呆から本

遺跡周辺で稲作が行われていた可能性があり、サジオモダカ属 ・オモダカ属などの水生梢物が水

田雑卒と して存在していた可能性がある。 しかし、今回の発掘朗査では水田址が検出されないこ

とから、その当時の稲作の様態は不明である．

縄文時代•I•期の集石から検出された炭化材の放射性炭訳年代測定値は、キー1/・武藤 (1982)

の研究事例にしたがえば、縄文時代前期後半ー末の範囲に相当する。今回の年代紐は、縄文時代

•I• 期とされる集石の構築時期よりはやや古いが、年代飢の許容範囲からSX202はほぽ潤和すると

みても良いかもしれない。また、 SX204は縄文時代前期に属してしまうが．年代淡はSX202とほぼ

変わらない。いずれにせよ、これまでの状況成果を分析し。今回の年代値を検討する必凄があ

る。

く引用文献＞

安藤一男 (1990)淡水産珪藻による哀現指標種群の設定と古曰境復元への応m.東北地理，

42. p. 73-88. 

藤原宏志 (1981)プラント ・オパール分析法の基礎的研究 (4) 一熊本地方における縄文土笞胎

土に含まれるプラント ・ オパールの検出ー- ~古学と自然科学.14. p.55-65. 

Hust叫t. F. (1937-1938) Systematischc und okologische Untersuchungen uber die 

Diatom紐 n・ Floravon Java, Bali und Sumatra. 1-m. Arch. Hydrobiol. Suppl.. 15 

p.131-809, 16 p. 1-155. 274-394. 

Hust叫t,F. 0959) Die Kieselalgen Deutschlands. 2. Tei!. Rabenhorst's Kryptogamen 

-193-



-Flora von Deutsch land, Oesterreich und der Schweiz. Bd. 7. p. 845. 

波多江信広 ・鎌田泰彦 ・赤井静夫 (1973)佐賀県伊万里市の伊万毘貝層．第四紀研究,12. 

p.103-112, 

キー I}.C. T, ・武藤9長弘 (1982)縄文時代の年代．縄文文化の研究．縄文人とその只祝．

加藤晋平 ・小林達雄 ・藤本 強編， p.246-275,雄山OO出版株式会社．

Kobayasi. H. and S. Mayama (1982) Most pollution-tolerant diatoms of sevely polluted 

rivers in the vicinity of Tokyo. Jap. J. Phycology, 30,p.188-196. 

近藤錬三 (1982)Plant opal分析による烈色腐植用の成因究明に関する研究．昭和56年度科学研

究費（一般研究C)研究成果報告吝， 32p.. 

近藤錬三 (1988)十二遺跡土壌のれ物珪酸体分析．十二遺跡発掘調査報告杏．御代田町教百委n
会， p.377-383.

近藤錬三 ・佐瀬隆 (1986)植物珪殺9本分析．その特性と応用．第四紀研究.25. p.31-64. 

小杉正人 (1989)珪藻化石群集の形成過程と古生態解析， H本ペントス研究会誌.35/36, 

p.17-28. 

Krammer. K. . and H. Lange-Berta lot. (1986・1988・199!) Bacillariophyceae. Suesswasser 

flora von Mitteleuropa 2 (l・2・3・4) :p.l-876,p.1-585,p.l-576,p.l-433. 

Lowe. R. L. (1974) Enviro1101cntal requirements and匹 llutiontolerance of fresh-water 

diatoms. p.1-334. In Environmental Monitoring Ser. EPA-670/4-74-005. Nat. Environ-

mental Res. Center Office of Res. Develop .. U.S. Environ. Protect. Agency, Cincinati. 

塚田松雄 (1981)過去一万二千年llll-B本の植生史 11. 新しい花粉岱．日本生態学会誌 31,

p.201-215, 

三好牧夫 ・ 伊藤秀三 (1980) 雲仙 • 原生沼の花粉分析· *崎J阻印坦部． 雰仙 • 原生沼の研究．

p.19-28. 

中村純 (1967)花粉分析．古今行貶.232p .. 

中村純 (1982)菜畑遺跡の花粉分析．盾涅市文化財調査報告.5. p,341-353. 

巾村 純 ・畑中健一 (1976)板付遺跡の花粉分析学的研究．椙岡市埋蔵文化財調査報告杏.35. 

p.29-46. 

鉛木巧夫 ・巾村純 (1977)稲科花粉の堆積に関する基礎的研究．文部省科研費特定研究，古文

化財，稲作の起源と伝播に関する花粉分析学的研究ー中間報告ー．中村純編.p.J-10. 

杉山其ニ ・藤原宏志 (1986)機動細胞珪酸体の形態によるクケ亜科植物の同定一古屎境推定の基

礎沢料として 一．名古学と自然科学.19. p.69-84. 

渡辺仁治 ・山田妥息子 ・汲井一筏 (1988)珪藻群集による有機汚濁指数 (DAI po)のJI:水域へ

の適用．水質汚潤研究.11, p. 765-773, 

-194-



5
 

2
 

コ

ー
り
~

ー
鳳
鳳

，

8ヽ 

7
 

I.A血m函roam油,w(Gruns)Simon如(lf<I 地依：試HIii•が 2)

2. Amplum,o,~li,var.QJ. 珈is(Kucu.)V.lleurck(!il2地点：公IH粉 9)
3.C}m如Iしn.,p,,,.n:hr.lC!<>ve(第 1地点：試l'I佑¥},J-2)

4.Cym加/10,1<叩ido/nKucu;ng(第 3燻点：試HJll}JI)

5.C,-mMk心p,-1(第3地点：試114サ6)

6.c,,,, 加LK』紐切匹叩JんGrunow(第1地点： >IH,l,1}4-2) 

1.Frnがloriabicnpi幻/aA.Ma1•e,(ill 3地点：試l'I番'}II) 

8. Compho11,.,,n ,p加,rup加nunEhren比rg(第 1尾，.、:c試IU沿 3)
9. Pimmlarin m心必"幻(F.hr.)Clevc(第1地点： :.tilt. サ,-21

JO, p;,,,,, ヽ/ariaが珈var.lino,risH1ぽ e()1(第3地,.'.(:試lit,ら}Ill

-195-



図版2 花粉化石
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図版3 花粉化石
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図版 4 植物珪酸体
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写真図版
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写真図版 2
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写真図版 3
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写真図版 4
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写真図版 5
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写真図版 6
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写真図版 7

5
 

，
 

一l:壌分析の試料採取 泥炭附の発掘作叉



写真図版 8
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